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安養寺

安養寺住職による「清めの式」

増田の花取踊
平成28年8月13日（旧暦7月11日）　於：愛南町増田・安養寺境内
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高山尊神供養「主太刀」

高山尊神供養「鎌小太刀」

高山尊神供養「さい払い」

高山尊神供養「では」
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「増田の花取踊」衣裳

現在の衣裳（背中）

46
0m
m

320mm

烏帽子

笹

13
85
m
m

唐獅子
牡丹

天保年間の裾模様天保年間の刺繍

現在の衣裳（前）

ちよぼし弥三郎兄弟供養「鎌小太刀」

「御願解き」の最後に注連縄を切る

天保年間の衣裳（背中）天保年間の衣裳（前）
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正木権現堂前「太刀」

歓喜光寺境内「鎌」

正木の花とり踊り
平成28年11月17日（旧暦10月18日）　於：愛南町正木

「増田の花取踊」道具、楽器

鎌

「さい払い」の青竹

鉦

草鞋

白紙

緑と赤テープ

320mm

25
0m
m

65mm
80mm

1818mm

40
m
m

白紙

高さ（厚さ）80mm

撞木
155mm

29
0m
m

25mm

165mm

白い紙

色紙の御幣

緑と赤テープ

610mm 470mm

白紙

180mm

700mm

520mm

630mm

49
0m
m

主太刀

小太刀

太鼓

太鼓の桴
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川又の花取踊
（仁淀川町大植・織合神社　平成24年10月28日）

高知県の花取踊（太刀踊）

沖名の花採太刀踊
（日高村沖名・八幡宮　平成27年10月15日）

※
口
絵
写
真
は
、
平
成
二
十
八
年
に
実
施
さ
れ
た
現
地
調
査
に
お
い
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

但
し
、
註
記
の
あ
る
高
知
県
教
育
委
員
会
提
供
の
も
の
は
除
く
。

※上記2点は、高知県教育委員会提供
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平成 28 年度 現地調査周辺地図（愛媛県）

凡例

　　　　　　県境

　　　　　　合併前の
　　　　　　市町村行政区分

高知県

◎

愛媛県

内子町

大洲市

西予市

鬼北町

松野町

宇和島市

愛南町

八幡浜市

伊方町

久万高原町

四国中央市
新居浜市

西条市

今治市

松山市

松前町

上島町

伊予市

砥部町

東温市

山口県

広島県

岡山県

香
川
県

徳
島
県

増田の花取踊

正木の花とり踊り

曽根の天神花踊

節安の花とび踊り

下相の花とり踊り

岡成の花取り踊り

岡山県 兵庫県

香川県

徳島県

高知県愛媛県

広島県

四国の位置

愛　南　町

宿　毛　市

高知県
正木地区

増田地区

正木の花とり踊り

増田の花取踊

宇　和　島　市宇　和　島　市

愛媛県

郷木山

篠山
入らずの山

安養寺 卍 増田
コミュニティセンター

入らずの山

三森

羽子山

観音森

白石山

新城山

一本松郷土
資料館
一本松郷土
資料館

愛南町役場
一本松支所
愛南町役場
一本松支所

篠南トンネル

松軒山

観音岳

愛南町役場本庁愛南町役場本庁

332

332

332

299

299

295

286

297

293

293

294

56

56

46

46

46

5634

34
7

4

正木集会所

卍 歓喜光寺・
　 正木権現堂

旧蕨岡家

篠山小中学校

〈
篠
川
〉

文

「増田の花取踊」伝承周辺地図（愛南町）
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序

　

当
該
調
査
報
告
書
作
成
事
業
は
、
平
成
二
十
八
年
度
文
化
庁
「
変
容
の
危
機
に
あ
る
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
作
成
事
業
」
の
一
つ
で
あ
る
。
当
初
は
、
愛
媛
県
南
宇
和
郡

愛
南
町
の
「
増
田
の
花
取
踊
」（
昭
和
四
十
七
年
八
月
五
日
付
け
で
文
化
庁
よ
り
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
も
の
と
し
て
選
択
さ
れ
た
）
の
現
地
調
査
を
行
い
そ
の
成
果

を
と
り
ま
と
め
る
も
の
と
し
て
出
発
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、当
該
事
業
を
実
施
し
た
公
益
社
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
に
設
置
さ
れ
た
調
査
報
告
書
作
成
委
員
会
に
お
い
て
、

同
種
伝
承
は
ほ
か
に
愛
媛
県
内
は
も
と
よ
り
隣
県
の
高
知
県
な
ど
に
数
多
く
分
布
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
視
野
に
入
れ
て
調
べ
る
べ
き
筋
合
い
の
も
の
と

の
判
断
が
な
さ
れ
、
対
象
エ
リ
ア
を
広
げ
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
同
種
伝
承
が
全
県
的
に
多
数
伝
承
を
み
て
い
る
高
知
県
で
は
調
査
研
究
が
先
行
し
て
展
開

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
ら
の
知
見
を
当
事
業
に
取
り
込
み
、
愛
媛
県
側
の
伝
承
の
実
態
や
意
義
を
明
瞭
に
す
る
際
の
一
助
と
し
た
。
そ
の
た
め
高
知
大
学
名
誉
教
授
の
井
出

幸
男
氏
が
専
門
的
に
当
該
伝
承
に
関
し
て
調
査
研
究
を
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
の
論
考
に
実
績
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
急
遽
、
同
人
に
協
力
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
快

く
御
了
解
を
い
た
だ
き
、
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
の
四
国
一
円
に
お
け
る
概
要
と
特
質
と
い
う
題
で
御
高
見
の
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。
大
変
参
考
と
な
る
も
の
で
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
高
知
県
内
と
徳
島
県
内
の
同
種
伝
承
の
今
日
の
分
布
状
況
を
知
る
べ
く
（
な
お
香
川
県
に
は
当
該
伝
承
は
分
布
し
て
い
な
い
）、
両
県
の
教
育
委
員
会
の

担
当
部
局
の
格
別
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
高
知
県
内
で
八
三
箇
所
、
徳
島
県
内
で
三
箇
所
の
伝
承
の
所
在
の
報
告
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
当

該
調
査
を
直
接
担
当
さ
れ
た
方
々
に
は
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

一
方
当
該
事
業
の
中
心
で
あ
る
愛
媛
県
側
の
調
査
は
、
現
存
の
六
件
の
伝
承
に
つ
い
て
現
地
採
訪
調
査
を
実
施
い
た
し
、
そ
の
成
果
を
当
報
告
書
の
第
一
章
に
掲
載
す
る
事
が

出
来
た
。
従
来
報
告
の
少
な
か
っ
た
当
方
面
の
花
取
踊
の
伝
承
実
態
を
示
し
、
高
知
県
側
伝
承
と
の
共
通
性
に
触
れ
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
稀
だ
っ
た
当

該
伝
承
の
芸
態
や
音
楽
性
と
い
っ
た
技
芸
内
容
の
分
析
説
明
を
い
さ
さ
か
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
複
数
の
調
査
員
が
お
世
話
に
な
っ
た
愛
南
町
増
田
の
は
な
と
り
踊
り
保
存
会

長
の
石
河
浩
氏
、
同
保
存
会
の
小
松
幹
明
氏
、
安
養
寺
住
職
の
円
山
辰
文
氏
、
ま
た
同
町
の
正
木
花
と
り
踊
り
保
存
会
長
田
中
啓
一
郎
氏
、
歓
喜
光
寺
住
職
田
村
元
氏
、
愛
南
町

文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
藤
田
儲
三
氏
と
愛
南
町
教
育
委
員
会
の
関
係
各
位
、
そ
れ
か
ら
、
担
当
調
査
員
が
個
別
に
お
世
話
に
な
っ
た
、
西
予
市
城
川
町
の
下
相
文
化
財
保
護
委

員
会
委
員
長
山
崎
誠
一
氏
、
宇
和
島
市
三
島
町
の
曽
根
天
神
花
踊
保
存
会
長
宇
都
宮
泉
氏
、
西
予
市
野
村
町
の
岡
成
花
取
踊
保
存
会
篠
藤
武
士
氏
、
鬼
北
町
父
野
川
の
節
安
花
と

び
踊
り
保
存
会
大
森
千
秋
氏
に
も
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

�
増
田
の
花
取
踊
調
査
報
告
書
作
成
委
員
会
委
員
長　
　

星
野　

紘

例
　
言

一
、 

本
書
は
、
平
成
二
十
八
年
度
文
化
庁
「
変
容
の
危
機
に
あ
る
無
形
の

民
俗
文
化
財
の
記
録
作
成
の
推
進
事
業
」
に
よ
っ
て
実
施
し
た
昭
和

四
七
年
（
一
九
七
二
）
八
月
五
日
に
文
化
庁
か
ら
記
録
作
成
等
の
措

置
を
講
ず
べ
き
も
の
と
し
て
選
択
さ
れ
た
無
形
民
俗
文
化
財
「
増
田

の
花
取
踊
」
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

二
、 

「
増
田
の
花
取
踊
」
は
、
高
知
県
全
域
に
分
布
す
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）

と
同
系
統
の
芸
能
で
、
愛
媛
県
で
は
花
取
踊
と
称
し
、
南
宇
和
郡
や

西
予
市
の
山
間
部
を
中
心
に
同
種
の
芸
能
が
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

本
書
で
は
、
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
増
田
に
伝
わ
る
「
増
田
の
花

取
踊
」
の
現
地
調
査
を
平
成
二
十
八
年
度
に
実
施
し
て
、
現
在
及
び

過
去
の
伝
承
状
況
の
記
録
、
ま
た
舞
振
り
や
音
楽
等
芸
態
の
記
録
、

さ
ら
に
増
田
の
花
取
踊
の
歴
史
と
変
遷
等
を
調
査
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

三
、 

芸
態
記
録
の
理
解
の
た
め
に
、
特
色
あ
る
部
分
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
映

像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
添
付
し
た
。

四
、 

本
書
作
成
に
あ
た
り
、
増
田
の
花
取
踊
調
査
報
告
書
作
成
委
員
会
（
以

下
、
委
員
会
と
い
う
）
を
組
織
し
、
現
地
調
査
並
び
に
執
筆
、
報
告

書
作
成
業
務
を
行
っ
た
。
ま
た
事
務
局
は
公
益
社
団
法
人
全
日
本
郷

土
芸
能
協
会
に
置
い
た
。

五
、 

委
員
会
は
以
下
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
（
敬
称
略
）。

 

委
員
長

 

　

星
野　

紘
（ 

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究

所
名
誉
研
究
員
）

 

委
員

 

　

大
本
敬
久
（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
専
門
学
芸
員
）

 

　

岡
田
千
歳
（
日
本
民
俗
音
楽
学
会
常
務
理
事
）

 

　

笹
生　

昭
（
公
益
社
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
常
務
理
事
）
 

　

森
下
春
夫
（
公
益
社
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
常
務
理
事
）

 

事
務
局

 

　

小
岩
秀
太
郎（
公
益
社
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
事
務
局
次
長
）

六
、 

本
書
の
構
成
は
、
口
絵
（
カ
ラ
ー
）、
前
書
、
第
一
章 

増
田
の
花
取
踊
、

第
二
章 

愛
媛
県
内
の
花
取
踊
、
第
三
章 

四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太

刀
踊
）
と
な
っ
て
い
る
。

七
、 

本
書
の
執
筆
は
、
前
書
を
星
野
紘
、
第
一
章
を
大
本
敬
久
、
岡
田
千
歳
、

星
野
紘
、
第
二
章
を
大
本
敬
久
、
岡
田
千
歳
、
第
三
章
を
井
出
幸
男

氏
（
高
知
大
学
名
誉
教
授
）
が
担
当
し
た
。

八
、 

第
三
章
「
四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
分
布
図
」
及
び
「
四

国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
の
伝
承
状
況
一
覧
」
は
、
平
成
二

十
八
年
度
に
徳
島
県
・
高
知
県
の
教
育
委
員
会
に
調
査
票
を
送
付
し
、

そ
の
回
答
を
も
と
に
作
成
し
掲
載
し
た
。

九
、 

第
三
章
の
「
四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
分
布
図
」
及
び
「
四

国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
の
伝
承
状
況
一
覧
」
の
高
知
県
の

項
に
関
し
て
、
井
出
幸
男
氏
が
監
修
し
た
。

一
〇
、 

第
三
章
の
「
四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
分
布
図
」
及
び
「
四

国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
の
伝
承
状
況
一
覧
」
の
愛
媛
県
の

項
は
、
大
本
敬
久
委
員
が
平
成
二
十
八
年
度
に
調
査
し
、
作
成
し
た
。

一
一
、 

第
三
章
の
「
四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
の
伝
承
状
況
」
調

査
に
関
し
て
、
調
査
票
の
形
式
は
、
梅
野
光
興
氏
（
高
知
県
立
歴
史

民
俗
資
料
館
）
が
作
成
し
た
一
覧
表
を
も
と
に
委
員
会
で
協
議
し
、
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大
本
敬
久
委
員
が
作
成
し
た
。

一
二
、 

本
報
告
書
作
成
業
務
は
、
文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課
の
指
導
の

も
と
に
、
公
益
社
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
が
行
っ
た
。

凡
　
例

一
、 

表
記
は
現
代
か
な
遣
い
・
送
り
が
な
に
従
っ
て
原
則
的
に
は
統
一
し
た
。

二
、 

引
用
文
以
外
は
新
字
体
を
使
用
し
た
。

三
、 

本
文
中
の
難
読
語
に
は
適
宜
ル
ビ
を
付
し
た
。

四
、 

数
字
は
漢
数
字
を
用
い
、
原
則
と
し
て
「
十
」「
百
」「
千
」
は
使
用

し
な
い
。（
例
）
明
治
一
三
年
、一
二
五
名
、二
〇
㍍
、一
〇
時
四
五
分
、

八
〇
〇
人

五
、 

年
号
は
元
号
と
し
、（　
　

）
内
に
西
暦
年
を
示
し
た
。
※
（
例
）
明

治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）

六
、 

距
離
や
長
さ
の
単
位
記
号
は
、
㌢
、
㍍
、
㌔
等
を
使
用
し
た
。

七
、 

芸
能
・
行
事
の
演
目
や
役
名
等
は
原
則
と
し
て
地
域
の
慣
用
等
の
表

記
に
従
っ
た
が
、「
さ
い
払
い
」、「
ち
よ
ぼ
し
弥
三
郎
兄
弟
供
養
」
の

名
称
に
つ
い
て
は
統
一
し
て
表
記
し
た
。

八
、 

楽
器
や
装
束
等
は
基
本
的
に
一
般
用
語
に
従
っ
た
が
、
執
筆
者
の
希

望
を
優
先
し
た
。

九
、 

主
と
し
て
民
俗
学
の
用
語
等
で
、
項
目
に
よ
っ
て
漢
字
書
き
、
ひ
ら

が
な
書
き
、
カ
タ
カ
ナ
書
き
等
の
相
違
が
あ
る
場
合
が
あ
る
が
、
原

則
と
し
て
執
筆
者
や
地
域
の
慣
用
等
の
表
記
に
従
っ
た
。

一
〇
、 

写
真
は
、
特
に
表
記
の
な
い
限
り
、
執
筆
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の

及
び
現
地
調
査
に
お
い
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
。

目
次

口
絵  

　

1

平
成
二
八
年
度　

現
地
調
査
周
辺
地
図  

　

10

序  

　

12

例
言  

　

13

前
書  

 

星
野　
　

紘　

16

第
一
章
　
増
田
の
花
取
踊

Ⅰ　

現
地
調
査
報
告  

 

大
本　

敬
久　

24

Ⅱ　

芸
態  
 

星
野　
　

紘　

35

Ⅲ　

音
楽  
 

岡
田　

千
歳　

38

第
二
章
　
愛
媛
県
内
の
花
取
踊

Ⅰ　

下
相
の
花
と
り
踊
り  

 

岡
田　

千
歳　

54

Ⅱ　

曽
根
の
天
神
花
踊  

 

大
本　

敬
久　

62

Ⅲ　

岡
成
の
花
取
り
踊
り  

 

大
本　

敬
久　

68

Ⅳ　

正
木
の
花
と
り
踊
り  

 

大
本　

敬
久　

73

Ⅴ　

節
安
の
花
と
び
踊
り  

 

大
本　

敬
久　

79

第
三
章
　
四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）

四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
分
布
図  

　

84

花
取
踊
（
太
刀
踊
）
の
概
要
と
特
質

　
─
四
国
に
お
け
る
展
開
を
中
心
と
し
て  

 

井
出　

幸
男　

86

四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
の
伝
承
状
況
一
覧  

　

98

参
考
文
献
・
映
像
一
覧  

　

110

増
田
の
花
取
踊　

調
査
報
告
書
作
成
委
員
会  

　

112

協
力
者
・
協
力
機
関
等  
　

114



−  17  − −  16  −

　

前
書

�

星
野　

紘

一
　
念
仏
系
の
棒
振
り
型
の
踊
り

こ
の
種
の
花
取
踊
り
、
太
刀
踊
り
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
一
般
的
に
は
、
踊

り
手
一
同
が
太
刀
（
あ
る
い
は
長
刀
）、
鎌
な
ど
を
採
り
も
の
と
し
て
手
に
取

り
合
っ
て
踊
る
集
団
舞
踊
で
、
こ
と
に
予
土
の
国
境
い
の
伝
承
に
お
い
て
は
、

念
仏
の
唱
え
、
鉦
、
太
鼓
の
伴
奏
と
中
世
小
歌
風
歌
唱
と
に
合
わ
せ
て
演
ぜ
ら

れ
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、
鹿
児
島
県
の
「
棒
踊
り
」
や
愛
知
県
の
「
棒
の

手
」
な
ど
に
や
や
似
た
と
こ
ろ
も
な
く
も
な
い
が
、
刀
（
真
剣
）
を
振
り
回
す

態
の
姿
か
ら
東
北
地
方
の
鬼
剣
舞
や
念
仏
剣
舞
な
ど
に
思
い
当
た
る
。
も
っ
と

も
こ
れ
は
他
の
地
の
も
の
に
は
見
ら
れ
な
い
高
知
県
な
ど
の
四
国
地
方
で
個
別

に
形
成
さ
れ
た
風
流
系
芸
能
で
、
も
と
は
念
仏
系
の
踊
り
で
は
な
か
っ
た
か
と

い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
。
愛
媛
県
の
南
予
宇
和
島
方
面
に
接
す
る
高
知
県

の
旧
十
和
村
（
現
四
万
十
町
）
の
『
十
和
村
史
』（
昭
和
五
九
年
発
行
）
で
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

県
下
の
花
取
踊
り
を
み
る
と
、
各
演
目
の
初
め
に
両
手
を
腰
に
当
て
た
り
し

て
、
両
足
を
交
互
に
動
か
す
だ
け
の
単
調
な
所
作
を
伴
う
部
分
が
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
時
に
南
無
阿
弥
陀
仏
に
曲
節
を
付
し
て
〝
ナ
ム
ア
ミ
ド
ー
〟
と
か

〝
ナ
ー
モ
ー
デ
ー
〟
と
い
う
唱
和
を
伴
の
う
て
い
る
…
（
中
略
）
…
こ
の
単

調
な
所
作
と
念
仏
の
唱
和
は
、
花
取
踊
り
が
元
来
念
仏
系
の
踊
り
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
五
來
重
氏
の
風
流
踊
念
仏
の
形
態
分
類
に
よ
れ
ば）

（
（

、
風
流
傘
型
、

花
笠
踊
型
、
幣
や
旗
幟
を
背
負
っ
た
り
し
て
の
負
物
踊
型
な
ど
と
並
ぶ
も
の
と

し
て
、
棒
振
踊
型
の
抽
斗
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
中
に
こ
の
種
の
も
の
を
入
れ

て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

念
仏
芸
能
の
な
か
に
ひ
ろ
く
存
す
る
棒
振
は
田
楽
の
「
さ
い
は
ら
い
」
の
棒

か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
田
楽
に
お
け
る
鎮
送
の
咒
具
と
し
て

目
に
見
え
ぬ
疫
神
や
御
霊
の
荒
れ
す
さ
ぶ
力
を
し
ず
め
て
他
界
へ
送
る
咒
術

を
棒
振
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
棒
が
鎮
送
の
咒
具
と
な
る
の
は
、
こ
れ
が
実

際
に
害
鳥
害
獣
を
追
う
道
具
で
あ
り
、
敵
に
対
す
る
武
器
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
を
目
に
見
え
な
い
霊
へ
の
対
抗
武
器
と
し
て
ふ
り
ま
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
咒
具
に
は
団
扇
も
あ
り
、
鉾
・
剣
・
長
刀
・
槍
・
鉞
・
槌
・

金
棒
な
ど
が
も
ち
い
ら
れ
、
時
に
は
鎖
鎌
ま
で
も
ち
出
さ
れ
る
。

実
は
こ
の
説
明
に
あ
る
「
さ
い
は
ら
い
」
の
こ
と
は
、
当
該
調
査
事
業
の
主

調
査
対
象
で
あ
る
「
増
田
の
花
取
踊
」
の
次
第
の
中
に
も
そ
れ
が
あ
り
、
当
該

伝
承
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
二
人
の
山
伏
が
問
答
の
掛
け
合
い
の
後
、
互
い

に
手
に
し
た
太
い
青
竹
の
棒
を
激
し
く
打
ち
合
い
、
最
後
に
は
地
面
で
竹
を
叩

き
割
る
所
作
で
「
さ
い
払
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
棒
振
り
、
太
刀
の

振
り
ま
わ
し
に
も
通
ず
る
所
為
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
意
味
合
い
は
こ
れ
か
ら

始
ま
る
踊
り
の
場
の
場
浄
め
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
種
の
趣
旨
の
棒
の
打

ち
払
い
伝
承
は
結
構
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
関
東
か
ら
東
北
地
方

に
濃
密
に
分
布
す
る
三
頭
獅
子
の
踊
り
次
第
の
開
頭
に
は
よ
く
こ
の
次
第
が
行

わ
れ
て
い
る
。

二	

花
取
踊
り
、
太
刀
踊
り
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の

	

成
果
に
学
ん
で

当
該
花
取
踊
り
、
太
刀
踊
り
の
実
態
に
つ
い
て
特
に
高
知
県
側
で
は
調
査
研

究
が
進
め
ら
れ
て
来
て
お
り
、
そ
の
名
称
の
こ
と
、
発
生
展
開
の
こ
と
、
あ
る

い
は
芸
態
な
ど
に
つ
い
て
、
研
究
者
に
よ
る
論
考
を
は
じ
め
、
各
種
の
調
査
報

告
書
、
市
町
村
史
誌
の
該
当
部
分
な
ど
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
お
り
、
我
々
後

発
の
調
査
者
に
と
っ
て
は
誠
に
有
り
難
い
水
先
案
内
人
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
こ
れ
が
民
俗
世
界
に
生
き
て
来
た
人
々
の
歌

や
踊
り
伝
承
で
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
複
雑
な
こ
と
が
ら
が
関
わ
っ
て
い
る
文

化
伝
承
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
対
象
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
な
お
向
後
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
ろ
う
か
と
は

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
以
下
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
こ
の
踊
り
名
称
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
そ
の
呼
び
方
と
表
記
法
は

様
々
で
あ
る
。
昭
和
五
三
年
発
行
の
『
高
知
県
史
』
所
載
の
「
花
取
踊
り
」
の

説
明
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る）

2
（

。

現
在
称
さ
れ
て
い
る
も
の
は
花
取
踊
り
・
太
刀
踊
り
の
以
外
に
花
採
り
（
日

高
村
本
郷
宇
佐
八
幡
）、
花
採
り
太
刀
踊
り
（
日
高
村
沖
名
）、
花
踊
り
（
中

村
市
鍋
島
・
窪
川
町
仁
井
田
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
花
鳥
踊
り
と
表
記
す
る

こ
と
も
近
年
ま
で
各
地
で
み
ら
れ
て
い
た
。
幡
多
郡
北
部
で
は
花
と
び
踊
り

が
古
い
言
い
方
で
あ
る
。

今
日
花
取
踊
り
と
か
太
刀
踊
り
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
は

い
る
が
、
右
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
実
態
の
あ
る
こ
と
か
ら
か
、
た
ま
に
民
俗

用
語
風
に
“
ハ
ナ
ト
リ
踊
り
”
な
ど
と
表
記
し
た
文
章
も
見
ら
れ
な
く
は
な
い
。

次
に
、
当
踊
り
の
発
生
展
開
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
井
出
幸
男
氏
は
花
取

踊
り
の
生
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
お
ら
れ
た）

3
（

。

「
花
取
踊
り
」
は
基
本
的
に
念
仏
の
詠
唱
と
室
町
小
歌
か
ら
成
る
風
流
系
の

「
念
仏
・
小
歌
踊
り
」
と
認
識
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
芸
能
的
生
成
の

基
盤
と
し
て
は
、
ま
ず
、
念
仏
芸
能
と
そ
れ
を
担
っ
た
修
験
山
伏
の
活
動
が

考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
ま
た
「
花
取
踊
り
」
の
母
胎
を
示
唆
す
る
具
体
的
伝
承
事
例
と
し
て

幡
多
郡
旧
十
和
村
（
現
四
万
十
町
）
内
の
大
念
仏
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
。

こ
の
大
念
仏
に
つ
い
て
は
、
高
木
啓
夫
氏
が
、
そ
れ
が
如
何
に
今
日
の
花
取
踊

り
の
芸
態
を
髣
髴
と
さ
せ
る
も
の
を
有
し
て
い
る
か
を
指
摘
し
て
い
た
の
で）

4
（

、

そ
ち
ら
を
引
用
し
て
み
た
い
。
旧
十
和
村
地じ

吉よ
し

の
場
合
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

描
写
し
て
い
る
。

護
法
ト
ビ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
六
人
の
少
年
で
、
鉢
巻
、
襷
が
け
、
総
飾

り
の
あ
る
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
竹
を
手
に
す
る
。
昔
は
真
剣
で
あ
っ
た
と
い

う
。
…
（
中
略
）
…
大
念
仏
の
一
庭
前
半
部
は
神
念
仏
と
同
じ
所
作
と
念
仏

で
進
行
す
る
。
後
半
部
に
な
っ
て
太
鼓
、
鉦
が
乱
打
さ
れ
る
と
、
護
法
ト
ビ

の
少
年
が
二
人
ず
つ
相
対
し
、
時
に
跳
び
違
い
、
太
刀
を
地
面
に
伏
せ
る
所

作
を
見
せ
る
な
ど
し
て
踊
る
。

右
の
説
明
の
、
太
刀
を
手
に
し
た
護
法
ト
ビ
の
所
作
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
踊
り
手
た
ち
が
採
り
物
を
弄
し
つ
つ
入
れ
違
っ
た
り
、
二
人
組
に

な
っ
て
討
ち
あ
っ
た
り
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
型
が
あ
り
名
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称
が
付
い
て
い
る
花
取
踊
り
の
場
合
と
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
同
じ
で
、
ど
こ
が

違
っ
て
い
る
の
か
は
筆
者
は
見
て
い
な
い
の
で
解
ら
な
い
が
、
相
似
た
持
ち
物

で
動
作
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
高
木
氏
は
旧
十
和

村
古こ

城じ
ろ

の
大
念
仏
の
芸
態
描
写
の
く
だ
り
で
、
そ
の
所
作
が
花
取
踊
り
に
ま
で

連
な
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
お
ら
れ
た
。

一
行
は
境
内
を
三
巡
し
て
同
形
と
な
る
。
但
し
太
鼓
だ
け
は
中
央
の
据
え
太

鼓
の
両
側
に
並
ぶ
。
そ
こ
で
モ
ン
ガ
エ
シ
、
念
仏
と
続
き
、
楽
に
移
っ
た
時

に
周
り
の
者
は
一
斉
に
跳
び
踊
り
始
め
る
。
ハ
ツ
リ
は
木
を
伐
り
、
道
刈
り

は
草
を
刈
り
、
庭
払
は
笹
竹
を
振
り
、
柴
引
き
と
太
刀
踊
り
を
演
じ
な
が
ら

激
し
い
跳
躍
を
み
せ
る
。
こ
の
部
分
を
見
て
い
る
と
護
法
と
び
→
花
と
び
→

花
取
り
→
太
刀
踊
り
の
呼
称
と
変
遷
を
考
え
て
み
た
く
な
る
。

な
お
こ
こ
で
も
、
右
引
用
文
中
の
太
刀
踊
り
は
六
人
で
、
地
吉
の
場
合
と
同

様
の
竹
棒
（
昔
は
真
剣
）
を
採
っ
て
お
り
、
道
刈
り
（
二
人
）
は
片
手
に
鎌
を

手
に
し
て
い
る
な
ど
採
り
物
は
花
取
踊
り
の
そ
れ
に
似
て
い
る
。

今
日
の
花
取
踊
り
の
姿
と
右
に
引
用
紹
介
し
た
大
念
仏
伝
承
と
は
も
ち
ろ
ん

直
接
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
が
、
な
ん
ら
か
の
関
わ
り
の
糸
が
そ

の
辺
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
高
木
氏
の
見
解
（
推
定
）
は
大
い
に

傾
聴
す
べ
き
も
の
と
思
う
。

続
い
て
、
当
該
踊
り
の
芸
態
に
関
し
た
こ
と
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま

ず
そ
の
踊
り
隊
型
に
つ
い
て
だ
が
、
例
の
『
高
知
県
史
』
で
は
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る）

5
（

。

（
６
）
隊
型

（
イ
） 横
・
縦
列
型
＝
一
列
か
ら
二
列
で
相
対
す
る
場
合
と
、
初
め
か
ら
二

列
で
相
対
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
＝
県
下
一
円

（
ロ
） 輪
型
＝
一
重
か
ら
二
重
と
な
り
、
内
輪
は
小
太
刀
、
外
輪
は
大
太
刀

と
な
る
こ
と
が
多
い
＝
県
西
部
に
多
い
。

そ
し
て
（
ロ
）
の
県
西
部
域
の
輪
踊
り
型
の
具
体
的
な
踊
り
の
芸
態
に
つ
い

て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
ニ
） 高
岡
郡
地
方　

か
つ
て
津
山
郷
、
即
ち
檮
原
・
東
津
野
・
葉
山
・
須

崎
市
及
び
そ
れ
に
隣
接
す
る
仁
淀
村
・
窪
川
町
一
帯
を
さ
し
、
津
野

山
花
取
踊
り
と
称
す
べ
き
も
の
。
こ
の
特
徴
は
鳥
毛
を
冠
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
袴
よ
り
も
趣
の
あ
る
タ
チ
ツ
ケ
を
着
用
す
る
。
輪
型

で
踊
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
華
美
な
印
象
を
受
け
る
。

（
ホ
） 幡
多
地
方　

浴
衣
に
鉢
巻
き
の
清
楚
な
服
装
が
多
い
。
輪
型
で
鎌
を

採
物
と
す
る
傾
向
が
顕
著
で
、
歌
は
な
く
念
仏
を
唱
え
て
は
踊
る
。

実
際
に
筆
者
が
採
訪
調
査
し
た
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
の
増
田
と
同
町
正ま
さ

木き

の
花
取
踊
り
で
は
、
位
置
的
に
高
知
県
の
西
部
に
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
か

左
記
の
（
ロ
）
の
輪
型
の
踊
り
隊
型
で
あ
っ
た
。

踊
り
手
た
ち
は
太
刀
や
鎌
を
弄
し
な
が
ら
、
輪
の
中
心
に
面
し
た
り
逆
に
外

側
向
き
に
な
っ
た
り
、
ま
た
太
刀
役
と
鎌
役
が
錯
綜
す
る
手
の
際
は
二
重
の
輪

の
か
た
ち
に
な
っ
て
踊
っ
て
い
た
（
三
五
頁
参
照
）。

次
に
輪
に
な
っ
た
踊
り
手
た
ち
の
個
々
の
芸
態
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
述

べ
て
来
た
よ
う
に
大
方
は
、
当
踊
り
は
太
刀
と
か
鎌
と
い
っ
た
採
り
物
を
手
に

し
て
の
風
流
踊
り
と
括
れ
る
も
の
の
よ
う
だ
。
だ
が
し
か
し
、
高
知
県
で
は
盆

踊
り
と
し
て
花
取
踊
り
が
踊
ら
れ
る
事
例
が
あ
り
一
見
奇
妙
な
印
象
を
受
け
る
。

例
え
ば
手
踊
り
を
も
含
め
て
「
花
と
り
踊
」
と
総
称
し
て
い
る
旧
土
佐
郡
大
川

村
（
現
高
知
市
）
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
大
川
村
の
件
に
つ
い
て
井
出

幸
男
氏
は
、
吉
村
淑
甫
氏
の
『
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
』
所
載
の
文
章
の
次
の
箇

所
を
引
用
し
て
紹
介
し
て
い
る）

6
（
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種
類
別
に
太
刀
踊
、
薙
刀
踊
、
手
踊
り
と
分
け
て
い
る
が
、
総
称
し
て
「
花

と
り
踊
」
と
呼
ん
で
い
る
。
太
刀
踊
は
日
本
刀
を
採
物
と
す
る
男
子
に
よ
っ

て
踊
ら
れ
、
薙
刀
踊
は
薙
刀
を
手
に
し
た
女
子
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

「
花
と
り
」（
手
踊
り
）
は
女
子
の
手
踊
り
で
あ
っ
て
、
古
い
盆
踊
り
の
手
振

り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
記
さ
れ
て
い
る“
古
い
盆
踊
り
の
手
振
り
”と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
か
？
具
体
的
な
こ
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
輪
に
な
っ
て
の

手
踊
り
型
式
の
盆
踊
り
に
つ
い
て
、
歌
詞
の
詞
型
が
甚
句
形
式
（
七
七
七
五
）

の
江
戸
期
以
降
に
隆
盛
と
な
っ
た
も
の
以
前
に
も
何
ら
か
の
も
の
が
存
在
し
た

だ
ろ
う
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
東
北
地
方
の
そ
の
種
の
一
つ
か
と
思
う
事

例
も
あ
る
の
で
、
こ
と
の
つ
い
で
に
参
考
ま
で
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
ひ
と

つ
は
、
本
田
安
次
氏
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た）

7
（

。

盆
踊
は
盂
蘭
盆
に
踊
ら
れ
る
踊
で
、
も
と
は
念
仏
踊
や
風
流
踊
を
仏
の
供
養

に
踊
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
世
古
風
な
輪
踊
を
も
と
と
し
た
「
盆
踊
」
と

呼
ば
れ
る
踊
も
踊
り
だ
さ
れ
、
こ
れ
が
全
国
的
に
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
二
つ
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
「
盆
踊
」
の
名
称

は
近
世
以
降
だ
と
い
う
こ
と
。
次
に
、
近
世
以
降
の
よ
う
に
「
盆
踊
」
と
呼
称

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
し
ろ
中
世
以
前
に
も
輪
踊
り
形
式
の
踊
り
が
存
在

し
た
こ
と
を
当
然
の
如
く
み
な
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
そ
れ
が
何
な

の
か
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
ア
イ
ヌ
の
リ
ム
セ
の
踊
り
や
沖
縄
宮
古

島
の
ク
イ
チ
ャ
ー
の
踊
り
を
思
い
描
い
て
い
た
よ
う
で
は
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

青
森
県
の
南
部
か
ら
岩
手
県
の
北
部
に
か
け
て
「
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
」
と
い
う
盆

の
踊
り
が
あ
る
。“
ナ
ニ
ャ
ト
ヤ
ラ　

ナ
ニ
ャ
ト
ナ
サ
レ
テ　

ナ
ニ
ャ
ト
ヤ
ラ
”

と
い
う
五
七
五
詞
型
の
意
味
の
は
っ
き
り
し
な
い
文
句
で
踊
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
か
つ
て
柳
田
國
男
が
、
女
性
が
男
性
に
向
か
っ
て
何
な
り
と
も
せ
よ
か

し
、
と
呼
び
か
け
た
恋
い
の
歌
で
あ
る
と
記
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

三
　
愛
媛
県
の
花
取
踊
り
採
訪
行
で
知
り
得
た
こ
と

増
田
の
花
取
踊
は
八
月
一
三
日
（
旧
暦
七
月
一
一
日
）
に
行
わ
れ
た
が
、
正

木
は
、
一
一
月
一
七
日
（
旧
暦
一
〇
月
一
八
日
）
の
秋
の
深
ま
っ
た
篠さ
さ

山や
ま

権
現

（
観
音
菩
薩
）
の
祭
り
の
日
で
あ
っ
た
。
現
地
は
ま
さ
に
愛
媛
県
の
南
端
の
地

で
高
知
県
の
宿
毛
市
に
接
し
て
い
た
（
バ
ス
路
線
が
あ
っ
て
増
田
ま
で
は
約
二

〇
分
）。
正
木
の
集
落
な
ど
は
県
境
の
篠
川
縁
り
に
あ
っ
て
、
愛
南
町
と
宿
毛

市
の
二
県
に
ま
た
が
る
組
合
立
の
小
中
学
校
が
建
っ
て
い
た
。
旧
一
本
松
町
の

一
本
松
郷
土
資
料
館
を
の
ぞ
い
た
時
に
当
地
域
の
地
形
の
立
体
模
型
図
の
展
示

物
を
目
に
し
た
が
、正
木
の
集
落
に
接
す
る
霊
山
で
あ
る
篠
山
（
一
〇
六
四
㍍
）

辺
か
ら
西
北
方
向
の
宇
和
島
方
面
に
か
け
て
デ
コ
ボ
コ
し
た
峻
険
な
山
々
の
連

な
り
が
麓
の
平
野
部
に
迫
っ
て
い
た
。
我
々
の
増
田
と
正
木
両
所
の
花
取
踊
り

見
学
行
に
同
行
し
説
明
を
加
え
て
い
た
だ
い
た
愛
南
町
文
化
財
保
護
審
議
会
長

の
藤
田
儲
三
氏
は
、
ご
自
身
出
筆
の
当
伊
予
南
端
の
地
の
花
取
踊
り
に
つ
い
て

の
見
解
の
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、こ
れ
は
山
伏
（
修
験
）

が
関
わ
っ
て
い
た
芸
能
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
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の
要
素
の
事
例
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
こ
と
に
正
木
の
踊
り
は
、
か
つ
て
霊
山

篠
山
の
山
中
で
踊
ら
れ
て
い
た
も
の
が
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
、
修
験
道
廃
止

の
折
り
に
、
篠
山
の
観
世
音
寺
の
仏
様
が
麓
の
集
落
（
正
木
）
の
権
現
堂
に
降

ろ
さ
れ
て
後
に
、
山
上
で
は
踊
ら
れ
な
い
か
た
ち
に
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
増
田
の
踊
り
次
第
の
冒
頭
部
分
に
、「
さ
い
払
い
」
と
い
う
山
伏
問
答

が
演
じ
ら
れ
こ
こ
の
伝
承
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
回
の
現
地
採
訪

調
査
で
、
西
予
市
城
川
町
下お

り

相あ
い

の
踊
り
の
露
払
い
の
次
第
と
し
て
「
五ご

法ほ
う

」
の

演
目
が
踊
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
五
七
頁
）。
こ
れ
は
当
該

解
説
の
中
に
記
し
て
あ
る
が
、
山
伏
、
修
験
者
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、「
三
角
踊
り
」
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
三
角
踊
り
」

は
、
西
予
市
野
村
町
蔵
良
地
区
の
岡お
か

成な
る

の
花
取
踊
り
に
も
最
初
と
最
後
で
踊
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
、
や
は
り
当
該
現
地
採
訪
調
査
の
報
告
の
中
に
記
さ
れ
て
い

る
（
七
〇
〜
七
一
頁
）。

増
田
と
正
木
の
両
所
で
の
祭
り
の
準
備
の
様
子
や
花
取
踊
り
の
演
舞
、
事
後

の
踊
り
関
係
者
の
話
な
ど
か
ら
察
し
て
、
他
の
地
の
民
俗
芸
能
に
も
共
通
す
る

こ
と
だ
が
、
二
つ
と
も
村
社
会
の
中
に
確
固
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
運
営
組

織
の
も
と
で
継
続
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
他
方
昨
今
の
地
域
の
過
疎

化
や
少
子
化
現
象
の
影
響
を
受
け
始
め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
増
田
で
は
、
地
区
内
の
住
民
（
平
成
一
一
年
度
の
調
査
報
告
書
『
愛
媛

の
祭
り
』
に
よ
る
と
約
二
〇
〇
戸
）
が
一
三
組
に
分
か
れ
て
毎
年
の
当
番
組
が

順
送
り
に
交
代
で
行
わ
れ
、
一
五
人
ず
つ
が
役
割
り
を
受
け
持
つ
。
詳
細
な
設

計
図
面
が
所
持
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
祭
り
日
の
前
日
に
、
入
ら
ず
の

山
（
当
該
祭
り
の
主
神
の
墓
が
あ
り
、
普
段
は
み
だ
り
に
近
づ
け
ぬ
樹
林
）
か

ら
シ
イ
や
カ
シ
、
榊
な
ど
を
切
り
出
し
て
来
て
、
二
間
×
三
間
の
楽
屋
と
称
す

る
小
屋
掛
け
を
行
な
い
、
そ
れ
に
接
し
て
四
間
×
三
間
の
踊
り
場
を
設
置
す
る

な
ど
の
祭
場
の
諸
準
備
作
業
が
行
わ
れ
、
他
方
、
踊
り
子
（
八
人
）、
太
鼓
（
一

人
）、
鉦
（
三
人
）
の
役
の
者
た
ち
は
祭
り
日
の
五
日
前
か
ら
水
垢
離
な
ど
の

精
進
潔
斎
を
済
ま
す
な
ど
、
規
範
ど
お
り
に
祭
り
に
臨
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

平
成
一
五
年
の
ビ
デ
オ
記
録
に
は
収
め
ら
れ
て
い
た
「
ひ
ち
め
で
」
と
称
さ
れ

る
主
太
刀
持
ち
（
四
人
）
と
小
太
刀
持
ち
（
四
人
）
と
に
よ
る
踊
り
次
第
は
略

さ
れ
て
い
た
。
同
じ
よ
う
な
所
作
の
繰
り
返
し
だ
か
ら
と
省
い
た
も
の
か
と
察

せ
ら
れ
た
が
、
伝
承
の
衰
退
を
感
じ
さ
せ
た
。
ま
た
正
木
の
方
で
は
、
全
戸
約

一
〇
〇
戸
が
八
組
に
分
か
れ
て
当
番
を
順
送
り
に
し
、
本
年
当
番
の
者
た
ち
が

祭
場
作
り
な
ど
の
諸
準
備
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
当
地
で
は
祭
り
日
の
前
に
篠

山
の
登
山
口
か
ら
五
㌔
上
の
地
点
ま
で
道
刈
り
と
言
っ
て
草
刈
り
な
ど
道
の
掃

除
を
す
る
こ
と
も
勤
め
で
あ
る
と
の
こ
と
。
踊
り
子
（
一
二
人
）、太
鼓
（
二
人
）、

鉦
（
三
人
）
の
役
の
者
は
祭
り
当
日
朝
に
冷
た
い
川
水
に
つ
か
っ
て
水
垢
離
を

と
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
、
旧
庄
屋
蕨
岡
家
の
庭
で
の
演
舞
が
簡
略
化
さ
れ
て

い
た
が
、
住
宅
は
建
っ
て
は
い
る
も
の
の
空
き
家
状
態
に
あ
る
こ
と
と
無
関
係

で
は
な
い
ら
し
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
話
が
変
わ
る
が
、
南
予
の
花
取
踊
り
の
由
来
に
は
、
室
町
時
代
後

期
戦
国
時
代
の
土
佐
の
長
宗
我
部
元
親
と
の
戦
い
、
元
親
の
侵
攻
に
な
ぞ
ら
え

て
語
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
土
佐
側
に
も
同
類
の
話
が
あ
り
、
高
木
啓
夫
氏
は

『
土
佐
の
芸
能
』（
昭
和
六
一
年
、
高
知
市
文
化
事
業
団
刊
）
の
中
で
、
花
取
城

攻
め
の
話
に
花
取
踊
り
の
由
来
を
説
く
偽
装
攻
略
説
と
も
い
う
べ
き
事
例
を
あ

げ
て
い
る
。
愛
媛
県
側
で
は
そ
の
種
の
た
と
え
話
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
る

か
の
よ
う
な
も
の
が
広
ま
っ
て
い
る
。
藤
田
儲
三
氏
は
、
一
文
「
お
お
ら
か
な

南
風
─
県
境
の
伝
承
と
民
俗
芸
能
─
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
ら
れ
た
。

各
地
の
花
取
踊
り
は
花
賀
と
い
う
賊
を
打
ち
取
っ
た
と
か
、
敵
将
の
鼻
を

と
っ
た
と
か
と
い
う
由
来
話
が
必
ず
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
ハ
ナ
取
」
に
か
こ

つ
け
た
語ご

呂ろ

合
わ
せ
で
あ
っ
て
、

右
引
用
中
の
「
花
賀
と
い
う
賊
を
打
ち
取
っ
た
」
と
あ
る
の
は
、
正
木
の
踊

り
伝
承
に
伴
っ
て
い
る
話
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
一
本
松
民
俗
資
料
調
査
報
告

書
（
昭
和
四
八
年
）』（
愛
媛
県
教
育
委
員
会
発
行
）
の
正
木
の
こ
の
踊
り
の
説

明
の
中
に

花
賀
と
い
う
凶
賊
を
討
ち
、
そ
の
祟
り
を
恐
れ
て
供
養
の
た
め
に
始
め
た
の

で
ハ
ナ
ガ
オ
ド
リ
で
あ
っ
た
の
が
、
転
じ
て
ハ
ナ
ト
リ
オ
ド
リ
に
な
っ
た
、

ま
た
右
の
藤
田
氏
筆
の
引
用
文
中
の
「
敵
将
の
鼻
を
と
っ
た
と
か
と
い
う
由

来
話
」
と
あ
る
の
は
、
旧
三
間
町
（
現
宇
和
島
市
）
の
曽
根
の
こ
の
踊
り
の
名

称
由
来
譚
で
、『
三
間
町
誌
』（
平
成
六
年
）
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

歯
長
城
主
が
踊
り
の
場
に
誘
い
出
さ
れ
て
、
土
佐
勢
の
た
め
鼻
を
切
り
取
ら

れ
、
遂
に
倒
れ
た
こ
と
か
ら
「
鼻
取
踊
」
と
よ
ば
れ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
踊
り
名
称
の
由
来
説
は
藤
田
氏
の
指
摘
の
如
く

語
呂
合
わ
せ
と
評
し
て
よ
い
も
の
か
と
思
う
。
こ
れ
だ
け
様
々
に
言
い
伝
え
ら

れ
て
来
た
こ
と
も
事
実
な
わ
け
で
、
事
柄
の
正
非
と
は
ま
た
別
に
〝
火
の
な
い

所
に
煙
り
が
立
た
ず
〟
と
い
う
諺
も
あ
り
、
そ
の
火
種
の
と
こ
ろ
は
忖
度
さ
れ

て
も
よ
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
一
つ
は
、
右
に
説
明
し
た
正
木
の
花
賀
と
い

う
盗
賊
の
説
明
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
踊
り
は
打
ち
取
っ
た
花
賀
の
祟

り
を
恐
れ
て
そ
の
供
養
の
た
め
に
踊
り
始
め
ら
れ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
怨
霊
鎮

め
が
踊
り
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
有
名
武
将
の
攻
防
、
戦
死
話

と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
可
能
性
は
増
田
の
花
取

踊
の
由
来
譚
に
は
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
霊

の
供
養
と
し
て
踊
ら
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
が
高
山
尊
神
と
称
さ
れ

る
者
の
霊
で
、
そ
の
者
が
今
日
祭
場
と
な
っ
て
い
る
安
養
寺
の
開
基
で
あ
る
と

か
、
後
奈
良
天
皇
の
第
二
皇
子
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
郷
土
出
身
の
武
将
板

尾
津
之
輔
か
な
ど
と
言
わ
れ
て
特
定
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
三
つ
目
の
武

将
は
長
宗
我
部
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
落
城
、
戦
死
し
た
者
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
二
つ
め
の
供
養
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ち
よ
ぼ
し
、
弥
三
郎
と
い
う

大
猪
の
牙
に
か
か
っ
て
死
ん
だ
と
さ
れ
る
猟
師
兄
弟
の
霊
で
あ
る
。
語
呂
合
わ

せ
と
思
わ
れ
る
由
来
説
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
う
一
つ
は
、
こ
の
踊
り
の

盛
行
時
代
が
長
宗
我
部
元
親
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
一
六
世
紀
後
半
の
戦
国
武

将
活
躍
時
頃
を
示
し
て
は
い
ま
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
か
り
に
そ
れ
が
後
代

の
者
た
ち
の
喩
え
話
だ
っ
た
と
し
て
も
、
三
つ
め
の
推
定
と
し
て
、
長
刀
や
太

刀
あ
る
い
は
鎌
な
ど
を
手
に
し
て
の
集
団
舞
踊
が
、
何
か
戦
陣
の
様
を
想
像
さ

せ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
出
て
来
た
話
の
よ
う
に
も
想
像
さ
れ
る
。

註（
１
） 『
仏
教
民
俗
学
大
系
５
』（
名
著
出
版
、
平
成
五
年
）
所
載
「
仏
芸
能
の
成
立
過
程
と
そ

の
諸
類
型
」
九
四
頁

（
２
） 『
高
知
県
史
』（
高
知
県
、
昭
和
五
三
年
）
四
七
四
頁

（
３
） 『
日
本
歌
謡
研
究
』
第
四
十
五
号
（
日
本
歌
謡
学
会
、
平
成
一
七
年
）
所
載
「
風
流
踊

り
の
生
成
と
展
開
―
土
佐
の
「
花
取
踊
り
」
を
起
点
と
し
て
―
」
一
二
頁

（
４
） 『
土
佐
の
芸
能
』（
高
知
市
文
化
事
業
団
、
昭
和
六
一
年
）
所
載
「
一
四
、
大
念
仏
と
百

万
遍
」
二
六
〇
～
二
六
九
頁

（
５
） 

註
（
２
）
と
同
著
四
八
四
～
四
八
六
頁

（
６
） 『
土
佐
の
盆
踊
り
と
盆
踊
り
歌
』（
高
知
新
聞
社
、
平
成
二
一
年
）
一
二
七
頁

（
７
） 『
伝
統
芸
能
の
系
譜
』（
錦
正
社
、
昭
和
六
一
年
）
一
五
九
頁
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Ⅰ　

現
地
調
査
報
告

�

大
本　

敬
久

一
　
地
区
の
概
要

増ま
す

田だ

の
花は
な

取と
り

踊お
ど
りは
、
毎
年
旧
暦
七
月
一
一
日
、
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
増

田
の
安
養
寺
境
内
で
行
わ
れ
る
芸
能
で
あ
る
。
高
知
県
を
中
心
に
、
高
知
に
隣

接
す
る
愛
媛
県
内
に
も
分
布
す
る
太
刀
踊
が
一
段
と
風
流
化
し
た
も
の
と
い
わ

れ
る
。
由
来
、
起
源
は
明
確
で
は
な
い
が
、
戦
国
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
、
そ
の
目
的
は
高こ
う

山や
ま

尊そ
ん

神じ
ん

の
供
養
、
ち
よ
ぼ
し
弥
三
郎
兄
弟
の
供
養
、
地
区

内
の
安
全
祈
願
の
三
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

増田地区の景観

安養寺

増
田
地
区
は
、
愛
南
町
の
南
部
、
東
は
高
知
県
宿
毛
市
に
隣
接
し
、
増
田
川

流
域
に
位
置
す
る
。
増
田
の
地
名
の
由
来
は
不
詳
で
あ
る
が
、
耕
地
整
理
な
ど

で
田
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
増
田
は
江

戸
時
代
、
板
尾
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
宇
和
郡
の

う
ち
板
尾
村
が
増
田
村
に
改
称
し
て
成
立
し
て
い
る
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八

九
）
に
一
本
松
村
の
大
字
と
な
り
、
昭
和
の
大
合
併
で
一
本
松
町
増
田
、
平
成

一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
の
合
併
で
愛
南
町
増
田
と
な
り
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
。

地
区
内
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
は
安
養
寺
の
檀
家
で
あ
り
、
氏
神
は
、「
は
い
た

か
十
六
社
権
現
」
で
あ
る
。
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
段
階
で
世
帯
数
は
二

六
五
戸
、
人
口
は
一
〇
三
二
人
で
、
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
で
は
、
世
帯
数
は

二
八
四
戸
、
人
口
は
七
六
二
人
（
男
三
五
四
人
、
女
四
〇
八
人
）
と
な
っ
て
い

る
。
生
業
は
、
農
林
業
が
主
で
稲
、
椎
茸
、
柑
橘
の
他
、
畜
産
、
花
き
栽
培
が

主
で
あ
る
。
平
成
の
大
合
併
前
の
一
本
松
町
の
中
心
部
に
車
で
五
〜
一
〇
分
と

比
較
的
近
い
た
め
、
公
務
員
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
多
く
、
電
子
部
品
工
場
が
一

本
松
に
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
勤
め
る
者
も
多
い
。
愛
媛
県
内
で
も
県
庁
所
在
地

か
ら
遠
い
最
南
端
に
あ
る
愛
南
町
で
は
あ
る
が
、
工
場
等
の
就
職
先
も
他
農
山

漁
村
に
比
べ
る
と
多
く
、
若
者
定
住
率
も
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

二
　
由
来

花
取
踊
の
起
源
由
来
に
つ
い
て
は
不
詳
な
点
が
多
く
、
同
町
内
で
は
正
木
地

区
に
お
い
て
も
花
取
踊
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
か
ら
伝
播
し
た
、

習
っ
た
等
の
伝
承
は
聞
か
れ
な
い
。
ま
た
、
花
取
踊
の
分
布
の
多
い
高
知
県
側

か
ら
習
っ
た
等
の
伝
承
も
地
元
で
は
確
認
で
き
な
い
。

三
　
伝
承
組
織
・
状
況

増
田
地
区
は
一
三
の
ジ
ョ
ウ
カ
イ
（
常
会
）
と
呼
ば
れ
る
組
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
一
、
亀
ノ
串
、
二
、
八
人
組
、
三
、
東
中
屋
、
四
、
西
中
屋
（
平
成
二

八
年
は
こ
の
西
中
屋
が
当
番
）、
五
、
東
中
組
、
六
、
中
組
、
七
、
西
中
組
、
八
、

内
尾
串
第
一
、
九
、
内
尾
串
第
二
、
一
〇
、
内
尾
串
第
三
、
一
一
、
広
岡
、
一

二
、
平
畑
、
一
三
、
中
串
。
以
上
の
一
三
組
で
あ
る
。
こ
の
一
か
ら
一
三
ま
で

の
輪
番
で
、
花
取
踊
の
「
当
番
」
を
担
う
。
平
成
二
八
年
の
当
番
「
西
中
屋
」

で
は
、
楽
屋
の
製
作
や
当
日
の
賄
い
な
ど
一
切
の
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
現
在

で
も
そ
の
運
営
形
態
が
継
続
し
て
い
る
。
地
元
に
は「
は
な
と
り
踊
り
保
存
会
」

が
結
成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
花
取
踊
は
「
保
存
会
」
主
体
で
は
な

く
、
増
田
地
区
の
年
間
の
一
行
事
と
し
て
地
区
主
体
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
地

域
に
密
着
し
た
運
営
形
態
が
現
在
で
も
続
い
て
い
る
。

な
お
、
増
田
の
花
取
踊
は
、
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
日
本
万
国
博
覧

会
（
大
阪
万
博
）
に
出
演
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
作
成
し
た
幕
を
現
在
で
も
祭

礼
当
日
に
楽
屋
に
飾
り
吊
る
し
て
い
る
。
現
在
で
も
愛
南
町
内
の
文
化
祭
な
ど

で
ホ
ー
ル
上
演
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
文
化
財
指
定
状
況
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
〇
年
四
月
二
日
付
で
愛
媛
県
無
形
文
化
財
と
な
り
、
昭
和
四
七
年
八
月
五
日

付
で
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
（
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民

俗
文
化
財
）
と
な
り
、
昭
和
五
二
年
一
月
一
一
日
付
で
県
指
定
替
え
で
愛
媛
県

無
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
。

四
　
期
日

毎
年
旧
暦
七
月
一
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
二
八
年
は
八
月
一
三
日

（
土
）
に
実
施
さ
れ
た
。
旧
暦
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
一
度
、
新

暦
八
月
一
一
日
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
際
に
思
わ
ぬ
怪
我
人
が
出
て

し
ま
っ
た
た
め
、
元
に
戻
し
、
現
在
で
も
旧
暦
七
月
一
一
日
に
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
新
暦
へ
の
移
行
や
、
週
末
開
催
な
ど
の
日
程
変
更
に
つ
い
て
地
元
で
議

論
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
現
況
の
ま
ま
継
続
し
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
踊
り
関

係
者
は
、
旧
七
月
七
日
か
ら
一
一
日
の
祭
礼
ま
で
、
精
進
潔
斎
し
、
毎
朝
水
垢

離
、
家
族
と
は
別
火
を
守
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

五
　
場
所

高山尊神

花
取
踊
が
行
わ
れ
る
安
養
寺
で
あ
る
が
、
増
田
の
中
組
の
小
高
い
丘
に
あ
る

浄
土
宗
鎮
西
派
の
寺
院
で
あ
る
。
火
災
に
よ
り
記
録
類
は
残
っ
て
い
な
い
と
い

う
が
、
本
山
は
知
恩
院
で
、
寺
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
承
和
五
年
（
八
三
八
）
に

真
円
空
大
和
尚
が
開
山
し
た
と
い
う
。
境
内
に
は
中
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
五

輪
塔
の
残
欠
も
見
ら
れ
、
近
世
以
前
か
ら
寺
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本

尊
は
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
増
田
周
辺
で
も
浄
土
宗
の
寺
院
は
多
く
見
ら
れ
る
。
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は
西
中
屋
）
が
作
っ
た
食
事
を
食
べ
る
。
食
事
は
当
番
の
地
区
の
女
性
が
集
会

所
に
て
作
る
が
、
安
養
寺
に
持
参
、
提
供
す
る
の
は
男
性
が
行
う
こ
と
に
現
在

で
も
な
っ
て
い
る
。

花付の準備

旧
暦
七
月
一
一
日
（
平
成
二
八
年
は
八
月
一
三
日
）
が
祭
礼
日
で
あ
る
。
五

日
前
の
旧
暦
七
月
七
日
よ
り
精
進
に
入
り
、
水
垢
離
を
取
り
、
家
族
と
は
火
を

切
り
、
他
の
火
は
一
切
嫌
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
衣
裳
の
浴
衣
一
二
着
も
、

花
取
踊
が
終
了
す
る
と
、
直
ち
に
川
に
て
洗
い
、
翌
年
の
祭
り
前
に
糊
を
つ
け

る
。
そ
の
糊
付
け
も
、
家
で
使
っ
て
い
る
盥
は
用
い
ず
、
お
寿
司
等
を
つ
く
る

ハ
ン
ボ
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
洗
濯
も
糊
付
け
も
、
若
い

女
性
は
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、月
や
く
の
済
ん
だ
年
配
の
女
性
か
、男
手
で
行
っ

て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
、
踊
り
手
そ
れ
ぞ
れ
で
精
進
潔
斎
し
、
肉
類
、

魚
類
や
香
辛
料
、
ネ
ギ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ラ
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
は
控
え
る
食
事

を
守
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
牛
乳
、
卵
も
控
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は
近
年
、
差

支
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

当
日
の
踊
り
の
演
目
は
四
段
か
ら
な
り
、
最
初
の
「
さ
い
払
い
（
さ
や
払
い

と
も
い
う
）」
で
は
、
山
伏
問
答
と
い
う
べ
き
大
峰
の
善
久
坊
と
寺
山
の
南
光

院
の
掛
け
合
い
問
答
が
あ
る
。
歌
詞
の
中
に
出
て
く
る
「
南
光
坊
（
も
し
く
は

南
光
院
）」
に
つ
い
て
は
、『
一
本
松
町
史
』
に
よ
る
と
、北
宇
和
郡
日
吉
村
（
現

鬼
北
町
）
に
「
和
中
」
と
い
う
家
が
あ
り
、
そ
の
先
祖
は
「
和
中
院
南
光
坊
」

と
い
わ
れ
た
。
そ
の
日
吉
村
に
は
下
鍵
山
に
「
高
山
神
社
」
が
あ
り
、
こ
の
祭

神
が
和
中
家
の
先
祖
の
「
南
光
坊
」
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
北

宇
和
郡
日
吉
村
下
鍵
山
で
は
花
取
踊
は
伝
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
増
田
地
区
は
距

離
も
離
れ
、
直
接
交
流
の
あ
っ
た
地
域
で
は
な
い
た
め
、
偶
然
の
一
致
で
あ
り
、

直
接
、
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
南
光
院
」
に
つ
い
て
は
、
愛
南
町
と
隣

接
す
る
高
知
県
宿
毛
市
の
四
国
霊
場
第
三
九
番
札
所
の
赤
亀
山
延
光
寺
の
坊
頭

で
あ
っ
た
「
南
光
院
」
と
推
定
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

な
お
、『
宇
和
地
帯
の
民
俗
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）
に
よ
る
と
、

増
田
の
内
尾
串
に
い
た
山
伏
の
叶
院
寿
海
法
印
は
、
高
山
尊
神
の
別
当
と
さ
れ

て
い
た
。
現
在
で
の
聞
き
取
り
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
叶
院
寿
海
（
も

し
く
は
受
戒
）
は
、
花
取
踊
の
際
に
読
経
し
て
い
た
が
、
断
絶
し
た
た
め
安
養

寺
住
職
に
代
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

踊
り
は
、
最
初
（
第
一
回
目
）
に
「
高
山
尊
神
供
養
」、
第
二
回
目
は
「
ち

よ
ぼ
し
弥
三
郎
兄
弟
供
養
」、
第
三
回
目
は
「
地
区
の
安
全
供
養
」、
最
後
に

「
御お

願が
ん

解ほ
ど

き
」
の
踊
り
を
踊
っ
て
納
め
る
。

こ
の
寺
院
の
特
色
は
、
本
堂
の
一
角
に
「
高
山
尊
神
（
コ
ウ
ヤ
マ
ソ
ン
ジ
ン
）」

を
祀
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
高
山
尊
神
は
「
神
」
で
あ
り
、
花
取
踊
の
際
の

祭
神
で
も
あ
る
。
明
治
時
代
初
期
の
廃
仏
毀
釈
、
神
仏
分
離
、
修
験
道
廃
止
の

中
で
、
安
養
寺
と
高
山
尊
神
が
分
離
せ
ず
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
こ
と
は
稀
有

な
事
例
と
い
え
る
。

な
お
、
増
田
に
残
る
伝
承
と
し
て
、
愛
媛
県
内
を
代
表
す
る
霊
山
「
石
鎚
山
」

（
西
条
市
）（
標
高
一
九
八
二
㍍
）
の
神
と
、
増
田
の
地
元
の
高
山
尊
神
は
仲
が

悪
く
、
江
戸
時
代
よ
り
、
増
田
（
当
時
板
尾
村
）
の
者
は
石
鎚
参
詣
し
て
は
い

け
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
安
養
寺
の
境
内
に
て
、
楽
屋
、
踊
り
場
が
設
け
ら
れ
、
花
取
踊
は
行
わ

れ
る
。

な
お
、花
取
踊
の
祭
神
で
も
あ
る
高
山
尊
神
に
つ
い
て
は
、昭
和
三
四
年
（
一

九
五
九
）
の
愛
媛
大
学
の
和
田
茂
樹
氏
に
よ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
安
養
寺
本
堂

の
本
尊
横
に
祀
ら
れ
て
い
る
高
山
尊
神
の
位
牌
に
は
、
表
に
「
高
山
尊
神
道
清

大
禅
定
明
覚
霊
」、
裏
に
「
松
山
久
左
衛
門
」
の
文
字
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
安
養
寺
の
記
録
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
七
月
十

一
日　

當
山
開
基　

高
山
道
清
公
霊
儀　

公
者
王
孫
タ
リ
然
ト
モ
時
変
ニ
逢
ヒ

永
正
年
間
災
火
ニ
罹
リ
堂
宇
ハ
悉
皆
灰
塵
ニ
帰
シ
、
依
テ
年
暦
由
緒
不
詳
今
ニ

現
存
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
霊
廟
地
山
林
壱
反
六
畝
六
歩
ト
供
養
田
有
ル
已
（
供
養
田

は
六
畝
）、
法
号
ハ
安
養
寺
殿
満
誉
高
山
道
清
大
居
士
ト
稱
ス
、
往
古
ヨ
リ
御

祥
忌
ヲ
卜
シ
年
々
七
月
十
一
日
村
民
保
全
ヲ
祈
リ
、
法
要
祭
祀
怠
ラ
ズ
勧
修
ス

ル
事
、
現
住
職
ニ
至
ル
二
拾
代
星
霜
ヲ
経
タ
リ
、
大
正
五
丙
辰
年
九
月
調
査
ニ

付
、
紀
録
シ
テ
後
后
送
ル
、
法
王
山
二
拾
三
世　

勸
譽
諦
俊
代
」
と
あ
り
、
大

正
五
年
（
一
九
一
六
）
段
階
で
住
職
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で

由
緒
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
高
山
尊
神
が
明
治
初
期
以
降
の
神

仏
分
離
や
神
社
合
祀
な
ど
に
影
響
さ
れ
祀
ら
れ
は
じ
め
た
祭
神
で
は
な
く
、
江

戸
時
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
祀
ら
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

こ
の
大
正
五
年
写
の
記
録
に
、
高
山
尊
神
が
、
一
説
に
は
、
後
奈
良
天
皇
の

第
二
皇
子
で
「
か
く
し
ゅ
う
親
王
」
で
あ
り
、
比
叡
山
の
僧
侶
で
、
元
亀
年
間

（
一
五
七
〇
〜
一
五
七
三
）
に
増
田
に
流
さ
れ
た
と
か
、
ま
た
、
板
尾
城
主
板

尾
津
之
助
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
記
載
さ
れ
、『
一
本
松
町
史
』
に
も
こ
れ

ら
の
説
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
正
五
年
段
階
の
住
職
は
こ
れ
を
否
定
し
て

い
る
記
述
が
あ
る
。

な
お
、
高
山
尊
神
の
墓
地
が
「
入
ら
ず
の
山
」
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
楽
屋

を
作
る
材
を
と
る
。
女
人
禁
制
で
あ
り
、
葬
式
の
行
列
は
、
こ
の
「
入
ら
ず
の

山
」
の
前
を
通
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
高
山
尊
神
の

祭
礼
の
時
に
は
、
安
養
寺
境
内
に
女
性
が
入
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い

う
伝
承
も
あ
る
が
、
現
在
で
は
男
女
、
性
別
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

な
お
、
内
尾
串
（
ウ
ト
グ
シ
）
に
叶
院
寿
海
法
印
と
い
う
修
験
が
あ
り
、
高

山
尊
神
の
別
当
で
あ
る
と
い
う
伝
承
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
そ
の
修
験

の
家
も
途
絶
え
て
お
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

六
　
芸
能
の
次
第
・
内
容

か
つ
て
は
旧
暦
七
月
一
日
、
三
日
、
五
日
、
八
日
を
練
習
日
と
し
て
い
た
。

現
在
は
練
習
は
週
末
等
に
踊
り
手
の
都
合
に
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

旧
暦
七
月
一
〇
日
（
平
成
二
八
年
は
八
月
七
日
が
週
末
だ
っ
た
の
で
そ
の
日

に
行
っ
た
）
を
「
宵
宮
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
夜
間
に
特
に
神
事
を
行
う
こ
と

は
な
い
。
こ
の
日
に
踊
り
手
は
最
終
練
習
で
あ
る
「
花
そ
ろ
え
」
を
行
う
。
午

後
三
時
に
集
合
し
、
住
職
や
当
番
の
者
と
「
入
ら
ず
の
山
」
に
行
き
、
そ
こ
で

高
山
尊
神
の
墓
を
拝
み
、
安
養
寺
に
帰
っ
て
か
ら
踊
り
の
練
習
を
行
う
。
一
〇

分
程
度
の
軽
い
練
習
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
終
了
し
た
ら
、
当
番
（
平
成
二
八
年
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ちよぼし弥三郎兄弟の墓

踊
り
場
は
、
境
内
に
四
本
の
杭
を
打
ち
、
三
間
×
四
間
に
注
連
縄
を
張
る
。

太
鼓
一
、
鉦
三
の
演
奏
と
八
人
の
踊
り
手
で
あ
り
、
五
日
前
か
ら
精
進
潔
斎
し
、

水
垢
離
、
別
火
を
と
る
。

構
成
は
踊
り
手
男
子
八
名
、
囃
子
方
は
大
太
鼓
一
、
す
り
鉦
三
、
歌
い
手
一

で
あ
る
。

設
備
は
、
境
内
約
〇
・
五
㌶
が
踊
り
場
と
な
る
。
四
隅
に
榊
を
立
て
て
、
そ

れ
に
注
連
縄
を
上
下
三
段
に
張
る
。
そ
の
一
方
に
楽
屋
を
作
り
、
枯
葉
の
つ
い

た
木
で
仮
設
の
屋
根
を
葺
い
て
い
る
（
三
一
頁　

七　

設
備
参
照
）。
雨
天
時

の
場
合
は
踊
り
は
安
養
寺
本
堂
に
て
行
っ
て
い
る
。

扮
装
は
麻
の
長
着
に
襷
を
か
け
、
鉢
巻
を
締
め
、
素
足
に
わ
ら
草
履
を
履
く
。

採
り
物
は
、
主お

も

太
刀
と
鎌
小
太
刀
で
、
と
も
に
真
剣
で
あ
る
。

芸
態
は
、
最
初
二
人
の
修
験
者
が
、「
さ
い
払
い
」
と
い
う
狂
言
め
い
た
問

答
と
所
作
を
行
う
。
次
に
八
人
の
踊
り
手
が
囃
子
に
合
わ
せ
て
踊
る
。

平
成
二
八
年
の
次
第
と
し
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

八
月　

七
日�

�

「
花
そ
ろ
え
」
と
称
し
て
、
練
習
を
行
う
。

八
月
一
三
日�

午
前
一
一
時�

安
養
寺
に
集
合
。
安
養
寺
の
本
堂
に
て
、
当
日

の
祭
礼
を
集
落
に
知
ら
せ
る
「
呼
び
太
鼓
」

が
打
た
れ
る
。
そ
の
後
、
同
本
堂
に
て
着
替

え
を
行
う
。「
紅
付
け
」
と
称
し
て
安
養
寺

本
堂
横
の
入
ら
ず
の
間
で
酒
盛
り
を
行
う
。

こ
の
時
に
は
関
係
者
以
外
は
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

�

午
前
一
二
時�

住
職
に
よ
る
清
め
の
式
（
約
三
分
）

�

午
前
一
二
時
半�

第
一
回
目　

高
山
尊
神
供
養
（
約
一
五
分
）

こ
の
間
、
住
職
は
座
敷
の
高
山
尊
神
の
前
で

般
若
心
経
を
繰
り
返
し
勤
行
す
る
。

第
二
回
目　

ち
よ
ぼ
し
弥
三
郎
兄
弟
供
養

第
三
回
目　

地
区
の
安
全
供
養

�

午
後
二
時
半
〜�

「
御
願
解
き
」
の
踊
り
を
踊
っ
て
終
了
。
か

つ
て
は
御
願
が
多
く
、
日
暮
れ
頃
ま
で
踊
っ

た
。

三
回
の
踊
り
そ
れ
ぞ
れ
で
、
①
さ
い
払
い
（
山
伏
問
答
）、
②
で
は
、
③
主

太
刀
、
④
鎌
小
太
刀
の
順
で
踊
ら
れ
る
。

「
さ
い
払
い
」（
山
伏
問
答
）
は
、
善
久
坊
、
南
光
坊
二
人
の
修
験
者
役
が
楽

屋
か
ら
出
て
き
て
、
次
の
よ
う
な
問
答
を
し
な
が
ら
、
長
さ
一
・
八
㍍
の
竹
で

互
い
を
打
ち
合
い
、
続
い
て
刀
を
抜
い
て
斬
り
あ
う
所
作
を
す
る
。

住職による清め

高山尊神への読経

さい払い（（）

さい払い（2）

さい払い（3）

第
二
回
目
の
踊
り
の
「
ち
よ
ぼ
し
」「
弥
三
郎
」
に
つ
い
て
は
地
元
の
伝
説

が
残
り
、
二
人
は
兄
弟
で
、
強
力
で
狩
猟
の
名
手
で
あ
っ
た
。
猪
を
千
匹
獲
っ

た
時
、
殺
生
の
罪
に
め
ざ
め
、
猪
供
養
の
た
め
、
格
好
の
石
を
兄
弟
が
一
つ
担

い
で
取
り
寄
せ
、
禁
猟
祈
願
を
込
め
て
供
養
塔
を
建
立
し
た
。
そ
の
後
、
今
ま

で
に
見
た
こ
と
も
な
い
大
猪
が
現
わ
れ
た
の
で
禁
猟
の
誓
を
忘
れ
て
こ
れ
を
銃

殺
す
る
た
め
に
数
発
放
っ
た
が
、
一
発
も
命
中
せ
ず
、
遂
に
兄
弟
共
に
猪
に
食

い
殺
さ
れ
た
と
い
う
。「
ち
よ
ぼ
し
弥
三
郎
兄
弟
供
養
」
の
踊
り
は
、
当
時
、

農
作
物
を
荒
し
廻
っ
た
猪
を
退
治
し
た
兄
弟
の
農
作
物
保
護
の
功
に
感
謝
し
て

の
供
養
踊
り
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
兄
弟
の
供
養
塔
は
境
内
に
建

て
ら
れ
て
い
る
。
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次
の
「
主
太
刀
」
の
踊
り
で
あ
る
が
、
踊
り
に
は
九
種
の
形
が
あ
る
。
①
も

と
、
②
か
た
て
車
、
③
ご
ほ
う
、
④
左
合
い
、
⑤
さ
す
か
た
ぎ
、
⑥
大
車
、
⑦

き
り
つ
く
な
み
、
⑧
そ
で
ま
き
、
⑨
ひ
き
は
の
九
種
で
あ
る
。「
主
太
刀
」
の

歌
詞
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

詞�

「
ヘ
イ
ヤ
、
ヘ
イ
ヤ
」

歌�

「
あ
の
山
の
山
、
奥
山
の
岩
つ
つ
じ
、
ふ
た
も
と
ほ
し
や
、
ヘ
イ

ヘ
イ
」

念
仏�

「
な
あ
む
お
ー
み
ど
ー
お
ん
、
な
む
あ
み
ど
ん
よ
」

歌�

「
ひ
と
も
と
は
釈
迦
の
土
産
に
、
ま
た
ひ
と
も
と
は
わ
が
身
の
た

め
に
」

念
仏�

「
な
あ
む
お
ー
み
ど
ー
お
ん
、
な
む
あ
み
ど
ん
よ
」

ひ
き
は�

「
ひ
け
ひ
け
、
ひ
き
木
、
ま
わ
れ
ば
こ
う
す
や
ば
ん
ば
、
こ
う
や

お
ろ
せ
や
、
こ
う
ば
の
茶
」

次
に
「
鎌
小
太
刀
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
九
種
の
形
が
あ
る
。
①
む
と
う
、

②
よ
つ
ぎ
り
、
③
つ
き
あ
げ
、
④
あ
し
か
り
、
⑤
ま
ね
き
、
⑥
は
り
の
け
、
⑦

ね
じ
き
り
、
⑧
か
り
か
ま
、
⑨
ひ
き
は
の
以
上
九
種
で
あ
る
。「
鎌
小
太
刀
」

の
歌
詞
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

念
仏�

「
な
あ
む
お
ー
み
ど
ー
お
ん
、
な
む
あ
み
ど
ん
よ
」

歌�

「
う
ま
づ
め
ば
、
竹
の
根
を
か
ら
め
は
蛇
（
じ
ゃ
）
に
な
る
」

念
仏�

「
な
あ
む
お
ー
み
ど
ー
お
ん
、
な
む
あ
み
ど
ん
よ
」

歌�

「
ヘ
イ
ヘ
イ
、
蛇
（
じ
ゃ
）
に
な
ろ
う
と
も
ひ
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
に
な

る
な
、
福
蛇
と
な
り
て
徳
を
与
え
」

ひ
き
は�

「
ひ
け
ひ
け
、
ひ
き
木
、
ま
わ
れ
ば
こ
う
す
や
ば
ん
ば
、
こ
う
や

お
ろ
せ
や
、
こ
う
ば
の
茶
」

そ
し
て
、「
主
太
刀
」、「
鎌
小
太
刀
」
の
あ
と
に
、
平
成
一
〇
年
代
半
ば
ま

で
は
「
ひ
ち
め
で
」
と
呼
ば
れ
る
演
目
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
九
種
の
形
が

あ
っ
た
。
①
も
と
、
②
え
だ
し
、
③
え
ふ
り
、
④
ふ
ね
、
⑤
さ
き
と
り
、
⑥
う

け
だ
ち
、
⑦
つ
か
い
な
が
し
、
⑧
え
が
え
し
、
⑨
ひ
き
は
の
以
上
九
種
で
あ
る
。

こ
れ
ら
形
を
そ
れ
ぞ
れ
「
主
太
刀
」、「
鎌
小
太
刀
」、「
ひ
ち
め
で
」（
合
計
二

七
種
）
で
行
い
、
そ
れ
を
一
セ
ッ
ト
と
し
て
、
三
セ
ッ
ト
（
一
回
目
の
高
山
尊

神
供
養
、
二
回
目
の
ち
よ
ぼ
し
弥
三
郎
兄
弟
供
養
、
三
回
目
の
地
区
の
安
全
供

養
）
踊
っ
て
い
た
。

「
御
願
解
き
」
は
、「
さ
い
払
い
」
で
始
ま
り
、
続
い
て
「
鎌
小
太
刀
」
が
踊
ら

れ
る
。
そ
の
途
中
で
小
太
刀
（
真
剣
）
の
演
者
が
踊
り
場
の
注
連
縄
を
小
太
刀

で
切
り
始
め
て
、
踊
り
は
終
わ
る
。

七
　
設
備
（
楽
屋
・
踊
り
場
）

柱

36
50
m
m

73
20
m
m

（
約
4
間
）

6100mm
（約 3間）

桜の木

榊の木

榊の木
そえる。榊の木

そえる。

柱は
椎の生木

目隠しは
椎の枝と葉

出入口 出入口

柱

柱 柱縄三段御幣を付ける。

踊　　場

楽　　屋

縄
三
段
御
幣
を
付
け
る
。

縄
三
段
御
幣
を
付
け
る
。

榊
の
木

11
00
m
m

主太刀（（）

主太刀（2）

鎌小太刀（（）

鎌小太刀（2）

第二回目

　

問
答�

南
光
坊�

「
お
ー
い
。そ
も
そ
も
そ
こ
へ
ま
か
り
出
た
は
何
者
な
る
ぞ
」

�

善
久
坊�

「
お
ー
。
ま
か
り
出
た
る
は
大
峰
の
善
久
坊
に
候
。
今
日
、

高
山
尊
神
の
御
祭
礼
に
参
っ
た
も
の
」

�

南
光
坊�

「
お
お
、
そ
れ
が
し
は
寺
山
の
南
光
院
。
今
日
、
高
山
尊

神
の
御
祭
礼
の
露
払
い
に
参
っ
た
者
。
道
を
開
け
通
ら
せ

給
え
」

�

善
久
坊�

「
急
ぐ
道
な
ら
通
り
給
え
」

�

南
光
坊�

「
お
お
、
急
ぐ
、
急
ぐ
」

次
の
「
で
は
」
は
、「
出
端
」
と
表
記
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
地
元
で
も

漢
字
表
記
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
歌
詞
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

で
は（
歌
）�「
こ
こ
あ
け
や
、
山
通
る
、
木
戸
あ
け
ば
、
の
ぼ
り
は
ね
こ
す
」

念
仏�
「
な
あ
む
お
ー
み
ど
ー
お
ん
、
な
む
あ
み
ど
ん
よ
」



−  33  − −  32  −

八
　
道
具

口
絵　

六
頁
参
照
。

主
太
刀
（
オ
モ
ダ
チ
）　

八
名
分
、
八
振
。
花
付
き
で
あ
る
。「
花
」
と
は
、
五

色
の
短
冊
を
四
下
り
の
御
幣
に
切
り
、一
〇
〇
〜
一
五
〇
枚
（
幅
約
一
尺
（
三

〇
㌢
）
く
ら
い
）
を
つ
け
て
い
る
。「
花
」
と
も
「
花
紙
」
と
も
い
っ
て
い
る
。

こ
の
「
花
」
を
も
っ
て
花
取
と
称
す
る
説
も
あ
る
。

小
太
刀
（
コ
ダ
チ
）　

四
振
。
真
剣
。
花
は
付
け
な
い
。
個
人
で
保
管
す
る
場

合
と
、
愛
南
町
一
本
松
郷
土
資
料
館
に
て
保
管
す
る
場
合
が
あ
る
。
模
造
刀

は
使
っ
て
い
な
い
。

鎌（
カ
マ
）　

四
丁
。
木
製
、花
付
き
で
あ
る
。
短
冊
を
三
下
り
の
御
幣
に
切
り
、

七
、
八
〇
枚
く
ら
い
つ
け
て
い
る
。

青
竹　

五
〇
本
。
物
干
し
竿
位
の
大
き
さ
で
長
さ
一
間
（
一
・
八
㍍
）
ほ
ど
の

長
さ
で
あ
る
。
全
部
の
踊
り
が
終
了
す
れ
ば
、
踊
り
に
使
っ
た
真
剣
に
て
、

踊
り
場
に
張
り
め
ぐ
ら
し
た
注
連
縄
を
一
㍍
く
ら
い
の
長
さ
に
切
り
、「
さ

い
払
い
」に
使
っ
た
竹（
こ
の
竹
は
、打
々
発
止
の
渡
り
合
い
で
割
れ
て
い
る
）

の
割
れ
目
に
、
切
っ
た
注
連
縄
を
丸
め
て
挾
み
、
地
区
の
者
や
踊
り
子
な
ど

が
自
宅
に
持
ち
帰
り
、
一
年
間
、
玄
関
先
に
飾
っ
て
お
き
、
お
守
り
と
す
る
。

衣
裳　

一
二
着
。
も
と
も
と
藍
染
の
浴
衣
を
用
い
て
い
た
。
一
本
松
郷
土
資
料

館
に
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
製
の
衣
裳
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

は
白
糸
の
縫
取
り
が
あ
り
、
製
作
年
代
が
わ
か
っ
て
い
る
。
増
田
の
花
取
踊

の
道
具
・
衣
裳
と
し
て
最
も
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
道
具
の
上
か
ら
、

少
な
く
と
も
天
保
一
五
年
以
前
か
ら
花
取
踊
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
な
お
、
か
つ
て
は
毎
年
、
晒
木
綿
で
、
五
尺
五
寸
（
約
一
六
六
㌢
）

の
フ
ン
ド
シ
を
地
区
負
担
で
新
調
し
て
い
た
。
鉢
巻
は
、
鉦
、
太
鼓
は
片
締

め
で
あ
る
が
、
踊
り
手
は
両
締
め
の
鉢
巻
姿
で
あ
り
、
色
は
黄
色
で
あ
る
。

第
一
回
目
の
踊
り
で
あ
る
「
高
山
尊
神
供
養
」
の
際
は
、
草
履
を
履
い
て
、

長
着
の
裾
を
お
ろ
し
て
踊
る
が
、
第
二
回
目
、
第
三
回
目
は
、
裸
足
で
裾
を

捲
し
上
げ
て
踊
る
。

竹を持ち帰る（（）

竹を持ち帰る（2）

竹を持ち帰る（3）

踊
り
場
は
、榊
四
本
を
立
て
、注
連
縄
を
張
る
。
注
連
縄
は
、垂
れ
が
一
・
五
・

三
本
と
神
注
連
縄
に
作
り
、
三
段
に
張
る
。
そ
の
注
連
縄
に
吊
る
御
幣
は
四
下

り
に
切
る
。
踊
場
の
四
角
の
柱
、
楽
屋
の
柱
、
囲
い
、
日
覆
の
屋
根
等
は
、
す

べ
て
山
よ
り
立
木
を
伐
り
出
し
作
る
。

楽
屋
は
「
シ
バ
ガ
コ
イ
」（
柴
囲
い
）
さ
れ
、
シ
イ
、
カ
シ
な
ど
の
雑
木
で

作
ら
れ
て
い
る
。
雑
木
を
用
い
る
た
め
、
シ
イ
、
カ
シ
な
ど
特
に
特
定
の
材
を

用
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
入
ら
ず
の
山
」

に
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
植
林
は
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
広
葉
樹
で
覆
わ
れ
、

必
然
的
に
シ
イ
、
カ
シ
が
使
わ
れ
て
い
る
。

楽
屋
の
製
作
・
準
備
に
つ
い
て
は
、
シ
バ
は
、
平
成
二
八
年
は
祭
礼
の
五
日

前
の
八
月
六
日
に
「
入
ら
ず
の
山
」
に
採
り
に
行
き
、
七
日
午
前
八
時
に
安
養

寺
に
集
合
し
、
午
後
四
時
ま
で
か
か
っ
て
楽
屋
を
完
成
さ
せ
た
。

踊
り
場
は
四
隅
に
榊
が
建
て
ら
れ
、
注
連
縄
が
は
ら
れ
て
い
る
が
、
踊
り
手
、

役
員
な
ど
の
関
係
者
以
外
は
、
こ
の
楽
屋
の
中
に
は
入
っ
て
は
い
け
な
い
。
ま

た
、
注
連
縄
の
中
に
も
入
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
楽
屋
や
踊
り
場
の
注
連
縄
な
ど
も
す
べ
て
当
番
と
な
っ
た
組
（
ジ
ョ

ウ
カ
イ
・
常
会
、
平
成
二
八
年
は
西
中
屋
）
が
製
作
、
設
営
、
撤
去
を
担
っ
て

い
る
。

楽屋

楽屋内部

楽屋の解体（（）

楽屋の解体（2）
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衣裳（（）衣裳（2）

鉦と太鼓

鉢巻き

太
鼓　

一
点
。
盆
踊
り
等
に
使
う
も
の
で
、
花
取
踊
に
の
み
使
わ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
桴
は
花
付
き
で
、
鎌
と
同
じ
く
三
下
り
の
御
幣
七
、
八
〇
枚
く
ら

い
で
あ
る
。

鉦　

三
点
。
花
取
踊
の
た
め
の
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
寺
に
保
管
さ
れ
て
い

る
伏
せ
鉦
を
吊
っ
て
使
う
。
二
点
は
江
戸
時
代
製
作
、
一
点
は
昭
和
四
五
年

（
一
九
七
〇
）
製
作
で
あ
る
。

九
　
踊
り
の
構
成
・
人
数

踊
り
手
が
八
名
で
、
主
太
刀
（
オ
モ
ダ
チ
）、
鎌
（
カ
マ
）、
小
太
刀
（
コ
ダ

チ
）
を
持
っ
て
踊
る
。
ま
た
、
鉦
（
鉦
叩
き
、
中
老
、
老
人
）
三
名
が
唄
、
鉦

を
担
当
し
、
太
鼓
叩
き
を
子
ど
も
一
名
が
担
当
す
る
。
合
計
は
一
二
名
で
あ
る
。

踊
り
手
に
は
年
齢
制
限
は
な
く
、
体
力
的
に
続
く
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

青
年
期
に
踊
り
手
を
担
っ
て
、
年
配
に
な
っ
て
か
ら
鉦
を
担
当
す
る
こ
と
が
多

い
と
い
う
。
太
鼓
は
小
学
生
が
担
う
慣
習
に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
二
八
年
は

小
学
六
年
生
が
行
っ
て
い
た
。

参
考
文
献

和
歌
森
太
郎
編
『
宇
和
地
帯
の
民
俗
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
六
年
）

愛
媛
県
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
一
本
松
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
昭
和
四
八
年
）

一
本
松
町
史
編
集
委
員
会
編
『
一
本
松
町
史
』（
一
本
松
町
、
昭
和
五
四
年
）

Ⅱ　

芸
態

 

星
野　

紘

一
　
所
作
の
全
体
像

芸
態
と
言
え
ば
踊
り
手
の
所
作
と
、
そ
れ
を
囃
す
鉦
、
太
鼓
に
念
仏
や
歌
と

い
っ
た
音
楽
的
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
た
そ
の
全
体
の
こ
と
を
指
す
の
だ
が
、
こ

こ
で
は
主
と
し
て
踊
り
手
の
所
作
を
説
明
し
た
い
。
そ
の
全
体
の
様
相
は
当
調

査
報
告
書
の
二
〜
四
頁
の
口
絵
写
真
が
示
し
て
い
る
の
で
ま
ず
そ
れ
を
御
覧
い

た
だ
き
た
い
。
最
初
の
「
さ
い
払
い
」
と
最
後
の
「
注
連
縄
切
り
」
の
二
葉
を

除
い
た
残
り
の
四
葉
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
よ
う
に
、
踊
り
手
（
八
人
）
が
輪

に
な
っ
て
、
太
刀
や
鎌
と
い
っ
た
採
り
物
を
振
り
ま
わ
し
た
り
、
打
ち
合
っ
た

り
の
所
為
を
し
て
い
る
。
お
お
む
ね
輪
の
中
心
に
向
い
て
踊
っ
て
い
る
の
だ
が
、

時
に
外
側
向
き
に
な
る
。
ま
た
概
し
て
一
重
の
輪
で
あ
る
が
、
太
刀
持
ち
と
鎌

持
ち
と
が
交
錯
す
る
場
面
で
は
二
重
の
輪
の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
。
総
じ
て

所
謂
輪
に
な
っ
て
の
盆
踊
り
の
か
た
ち
に
近
い
の
だ
が
、
盆
踊
り
の
踊
り
手
は
、

踊
り
な
が
ら
左
回
り
と
か
右
回
り
に
旋
回
移
動
す
る
形
式
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

こ
ち
ら
に
は
そ
れ
が
な
く
、
せ
い
ぜ
い
左
に
二
、
三
歩
動
い
て
み
た
り
、
右
に

二
、
三
歩
動
い
て
み
た
り
す
る
程
度
で
あ
る
。

二
　
入
れ
子
状
態
の
大
、
中
、
小
の
複
雑
な
次
第
区
分

祭
り
の
日
の
踊
り
次
第
の
大
き
な
区
分
か
ら
、
踊
り
手
の
一
つ
一
つ
の
動
作

所
為
の
小
区
分
に
至
る
ま
で
、
大
中
小
の
三
段
階
に
わ
た
る
次
第
が
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
分
割
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
当
該
報
告
書
の
大
本
敬
久

氏
の
報
告
（
二
六
〜
三
一
頁　

六　

芸
能
の
次
第
・
内
容
）
の
中
に
記
し
て
あ

る
が
、
便
宜
上
こ
こ
で
ま
と
め
て
要
約
表
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
大
き
く
当
日
は
、「
高
山
尊
神
供
養
」、「
ち
よ
ぼ
し
弥
三
郎
兄
弟
供
養
」

「
地
区
の
安
全
供
養
」「
御
願
解
き
」
の
四
つ
の
大
次
第
が
数
時
間
に
わ
た
っ
て

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
御
願
解
き
」
以
外
の
供
養
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
さ

い
払
い
」、「
で
は
」、「
主
太
刀
」、「
鎌
小
太
刀
」、「
ひ
ち
め
で
」
の
五
段
の
中

次
第
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
「
ひ
ち
め
で
」
は
平
成
一
〇
年
代
の

中
ご
ろ
か
ら
踊
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
中
の「
主
太
刀
」と「
鎌

小
太
刀
」
の
二
段
に
は
小
次
第
と
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
九
種
の
動
作
所
為
が
演
ぜ

ら
れ
る
。
即
ち
前
者
に
は
①
も
と
②
か
た
て
車
③
ご
ほ
う
④
左
合
い
⑤
さ
す
か

た
ぎ
⑥
大
車
⑦
き
り
つ
く
な
み
⑧
そ
で
ま
き
⑨
ひ
き
は
の
九
所
作
が
あ
り
、
後

者
で
は
、
①
む
と
う
②
よ
つ
ぎ
り
③
つ
き
あ
げ
④
あ
し
か
り
⑤
さ
す
か
た
ぎ
⑥

は
り
の
け
⑦
ね
じ
き
り
⑧
か
り
か
ま
⑨
ひ
き
は
の
九
所
作
が
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
二
系
列
の
所
為
は
①
②
①
②
③
、
④
⑤
④
⑤
⑥
、
⑦
⑧
⑦
⑧
⑨
と
い
っ

た
一
連
の
順
序
次
第
で
踊
ら
れ
る
（
両
者
と
も
）。
も
っ
と
も
、こ
れ
ら
の
九
種
、

九
種
の
動
作
所
為
は
連
続
し
た
身
体
の
動
き
な
の
で
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が

そ
れ
ぞ
れ
の
手
な
の
か
、
実
は
見
て
い
て
判
別
し
に
く
い
。

三 

動
作
所
為
と
念
仏
と
歌
、
鉦
の
音
楽
的
要
素
を
一
括
し

て
表
記
し
た
芸
態
の
図
表

今
右
に
述
べ
た
よ
う
な
、
大
中
小
の
次
第
が
複
雑
に
入
れ
子
状
態
に
交
錯
し

て
い
る
時
間
的
流
れ
の
中
で
の
「
主
太
刀
」
の
芸
態
を
、
踊
り
の
動
作
所
為
、

念
仏
と
歌
、
鉦
の
奏
打
の
音
楽
的
要
素
と
を
一
括
し
て
ひ
と
つ
図
表
に
と
り
ま

と
め
て
く
れ
た
、
大
変
緻
密
な
労
作
が
『
愛
媛
の
祭
り
』（
愛
媛
県
生
涯
学
習
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な
お
細
か
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
図
表
に
は
欠
け
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
そ

の
点
を
前
も
っ
て
註
記
し
て
お
き
た
い
。「
主
太
刀
」
と
「
鎌
小
太
刀
」
の
双

方
と
も
に
、
最
初
の
方
で
「
さ
い
払
い
」、「
で
は
」
の
二
次
第
が
あ
る
の
だ
が
、

上
図
表
に
は
そ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
さ
い
払
い
」
に
つ
い
て
先
述

の
よ
う
に
山
伏
問
答
が
行
わ
れ
る
。
続
い
て
の
「
で
は
」
で
は
、
踊
り
手
一
同

が
ふ
た
手
に
分
か
れ
て
こ
も
ご
も
に
楽
屋
の
左
右
の
出
口
か
ら
踊
り
な
が
ら
出

て
来
て
、
一
同
踊
り
場
に
輪
を
作
る
次
第
で
あ
る
。
そ
の
時
に
歌
い
手
に
よ
り
、

「
こ
こ
開
け
や　

山
通
る　

木
戸
開
け
ず
ば　

上
り
は
ね
越
す
」
の
「
で
は
」

の
歌
が
う
た
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
図
表
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

か
ら
ま
た
、
以
降
の
五
で
言
及
す
る
「
鎌
小

太
刀
」
に
お
い
て
も
歌
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、

動
作
所
為
の
③
「
つ
き
あ
げ
」、
⑥
「
は
り

の
け
」、⑨「
ひ
き
は（
正
木
の
名
称
で
は「
ひ

き
す
て
」）」
の
三
箇
所
で
歌
が
う
た
わ
れ
て

い
る
の
だ
。
同
じ
く
『
愛
媛
の
祭
り
』
に
こ

れ
ら
③
⑥
⑨
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
記
し
た
図

表
も
付
し
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
も
引
用
し

て
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

セ
ン
タ
ー
、
平
成
一
一
年
）
の
二
三
六
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
〝
図

表
2

−

2

−

（3　

主
太
刀
の
踊
り
の
要
領
〟
の
こ
と
で
あ
る
が
、
以
下
の
九
種

の
動
作
所
為
の
説
明
に
大
い
に
参
考
と
な
る
も
の
な
の
で
左
に
引
用
し
て
お
き

た
い
（
も
っ
と
も
動
作
所
為
の
具
体
的
表
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
）。

四
　「
主
太
刀
」
の
九
種
の
動
作
所
為
の
特
徴

動
作
所
為
に
つ
い
て
は
、
右
引
用
の
図
表
に
は
先
述
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の

名
称
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今
回
の
現
地
採
訪
時
に
関
係
者
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
所
為
の
特
徴
的
な
点
を
聴
取
し
た
。「
主
太
刀
」
の
九
種
の
手
に
つ

い
て
、
増
田
の
は
な
と
り
踊
り
保
存
会
の
小
松
幹
明
氏
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
折
り
、
基
本
的
な
重
要
な
情
報
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
踊
り
手
の

足
運
び
の
所
為
は
一
つ
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
ま
ず
、
左
方

向
へ
左
足
か
ら
一
歩
跳
び
、
引
き
続
き
右
足
を
左
足
が
置
か
れ
た
位
置
よ
り
も

さ
ら
に
左
先
へ
運
び
、
そ
し
て
左
足
を
右
足
の
置
か
れ
た
位
置
に
揃
え
る
。
次

に
右
向
き
と
な
り
、
右
方
向
へ
ま
ず
右
足
で
一
歩
跳
び
、
引
き
続
き
左
足
を
右

足
の
置
か
れ
た
位
置
よ
り
も
さ
ら
に
右
先
へ
一
歩
運
び
、
そ
し
て
右
足
を
左
足

の
置
か
れ
た
位
置
に
揃
え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
左
方
向
へ
、
続
い
て
右
方

向
へ
の
移
動
の
繰
り
返
し
が
踊
り
の
最
初
か
ら
終
わ
り
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。

九
種
の
手
と
は
、
こ
の
下
半
身
の
運
び
と
と
も
に
所
為
さ
れ
る
、
採
り
物
を
手

に
し
た
上
半
身
の
動
き
の
特
徴
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
（
中
に
は
一

部
膝
付
き
と
な
る
手
も
あ
る
が
）。　

九
種
の
所
作
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
①
「
も
と
」
は
、

太
刀
を
右
側
下
方
か
ら
前
面
上
方
に
え
ぐ
り
挙
げ
、
続
い
て
左
側
下
方
か
ら
前

面
上
方
に
え
ぐ
り
挙
げ
る
。
こ
の
所
為
が
全
体
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
②「
か

た
て
車
」
は
、
左
膝
を
付
き
右
膝
の
上
に
横
た
え
た
右
手
の
太
刀
の
柄
を
左
手

で
た
た
き
落
と
し
て
刃
先
を
ク
ル
リ
と
回
転
さ
せ
る
。
③
「
ご
ほ
う
」
は
、
五

方
を
切
る
所
為
。
④
「
左
合
い
」
は
、
左
足
を
一
歩
前
へ
跳
ん
で
か
ら
の
所
為
。

⑤
「
さ
す
か
た
ぎ
」
は
、
太
刀
を
肩
に
か
つ
い
で
か
ら
の
所
為
。
⑥
「
大
車
」

は
、
太
刀
を
頭
上
で
回
転
さ
せ
る
。
⑦
「
き
り
つ
く
な
み
」
は
、
太
刀
を
振
り

降
ろ
す
と
と
も
に
膝
付
き
と
な
り
、
膝
の
上
に
太
刀
を
置
い
て
か
ら
ま
た
太
刀

を
振
り
降
ろ
す
。
⑧
「
そ
で
ま
き
」
は
、
左
手
で
右
手
の
袖
を
た
く
し
上
げ
て

か
ら
太
刀
を
振
り
降
ろ
す
。
⑨
「
ひ
き
は
」
は
、
太
刀
を
右
側
下
方
か
ら
前
面

上
方
に
え
ぐ
り
挙
げ
、
ま
た
左
側
下
方
か
ら
前
面
上
方
に
え
ぐ
り
挙
げ
、
右
足

を
一
歩
前
へ
跳
ぶ
と
同
時
に
体
を
回
転
さ
せ
て
後
ろ
向
き
と
な
る
。

五
　「
鎌
小
太
刀
」
の
九
種
の
動
作
所
為
の
特
徴

小
松
幹
明
氏
は
「
鎌
小
太
刀
」
の
動
作
所
為
は
相
手
（
鎌
）
が
い
な
い
と
説

明
で
き
な
い
こ
と
だ
と
い
う
理
由
で
そ
れ
を
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
正
木

の
花
取
踊
で
も
ほ
ぼ
同
一
名
称
の
九
種
の
手
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
正
木
の
花

と
り
踊
り
保
存
会
の
踊
り
の
精
通
者
か
ら
聴
取
し
た
も
の
を
、
参
考
ま
で
以
下

に
記
す
こ
と
と
す
る
。
い
ず
れ
も
鎌
の
持
ち
手
の
所
為
の
特
徴
か
ら
名
づ
け
ら

れ
て
い
る
名
称
で
あ
る
。

①
「
む
と
う
」
は
、
鎌
を
逆
手
で
持
っ
て
の
所
為
（
鎌
の
刃
を
自
分
の
方
に

向
け
る
）。
②
「
よ
つ
ぎ
り
」
は
、
鎌
を
正
規
の
持
ち
方
に
変
え
て
右
、
左
に

切
り
払
う
所
為
。
③
「
つ
き
あ
げ
」
は
、
鎌
役
が
小
太
刀
役
の
打
ち
込
み
を
頭

上
で
鎌
の
背
で
受
け
止
め
る
防
御
の
態
。
④
「
あ
し
か
り
」
は
鎌
で
小
太
刀
役

の
足
を
刈
る
よ
う
な
所
為
。
⑤
「
ま
ね
き
」
は
、
小
太
刀
役
の
打
ち
込
み
を
誘

う
手
。
⑥
「
は
り
の
け
」
は
、
鎌
が
小
太
刀
を
払
い
の
け
る
所
為
（
上
空
で
）。

⑦
「
ね
じ
き
り
」
は
、
鎌
の
柄
を
逆
手
に
持
っ
て
相
手
の
小
太
刀
を
左
か
ら
右

へ
ま
わ
し
て
ね
じ
切
る
所
為
。
⑧
「
か
り
か
ま
」
は
、
鎌
役
が
小
太
刀
持
ち
の

腰
に
抱
き
付
く
所
為
。
⑨
「
ひ
き
す
て
」
は
、
打
ち
込
ん
で
来
る
小
太
刀
を
鎌

の
刃
で
受
け
て
、
小
太
刀
を
巻
き
込
ん
で
捨
て
去
る
よ
う
な
所
為
。
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図表 2-2-13　主太刀の踊りの要領

　　踊りの種類　　　　　　　歌（この間、鉦や太鼓で拍子をとる）

お　
　

も　
　

だ　
　

ち

①もと （念仏）ヘイ�ヨウ�なむおんみどうほん�なむおみどんよ　（8遍繰り返す）

②かたて車 （鉦） ヘイ�チンチンカン−−−−　（（（ 遍繰り返す）

①もと （念仏）ヘイ　（同前）

②かたて車 （鉦） ヘイ　（同前）

③ごほう （歌） ヘイヤヘイ�あの山の�アー�さん奥山の�岩つつじ�二
ふた

本
もと

（ふたもと）ほしや�ヘイヤヘイ�ヘイ�−−−−

　　　　　　　　　　　　小　　　休　　　憩

④左合い （念仏）ヘイ�ヨウ�なむおんみどうほん�なむおみどんよ　（6遍繰り返す）

⑤さすかたぎ（鉦） ヘイ�チンチンカン−−−−　（6遍繰り返す）

④左合い （念仏）ヘイ　（同前）

⑤さすかたぎ（鉦） ヘイ　（同前）

⑥大
おお

車
ぐるま

（歌） ヘイヤヘイ�一
ひと

本
もと

は�アー�釈迦のみやげに�また一本はわれやわが身のために�ヘイヤヘイ�ヘイ−−−−

　　　　　　　　　　　　小　　　休　　　憩

⑦きりつくなみ（念仏）ヘイ�ヨウ�なむおんみどうほん�なむおみどんよ　（8遍繰り返す）

⑧そでまき （鉦） ヘイ�チンチンカン−−−−　（8遍繰り返す）

⑦きりつくなみ（念仏）ヘイ　（同前）

⑧そでまき （鉦） ヘイ　（同前）

⑨ひきは （歌） ヘイヤヘイ�ひけひけよ�挽き木よわれば�こうすやばんば�こうやおろせや�こうばの茶�ヘイヤヘイ�ヘイ

� 福岡　勲さんからの聞き取りより作成

「鎌小太刀」の歌

③ヘイヤヘイ　うまず女
め

は　竹の根を　から女は蛇
じゃ

になる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘイヤヘイ　ヘイ−−−−
⑥ヘイヤヘイ　蛇になろとも　貧

ひん

者
じゃ

になるな　福じゃとなりて徳を与え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘイヤヘイ　ヘイ−−−−
⑨ヘイヤヘイ　ひけひけよ　ひき木よわればこうすやばんば　こうやおろせや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうばの茶　ヘイヤヘイ　ヘイ−−−−
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Ⅲ　

音
楽

�

岡
田　

千
歳

一
　
増
田
地
区
「
花
取
踊
」
の
音
楽
に
つ
い
て

「
花
取
踊
」
の
音
楽
に
つ
い
て
、
最
初
に
愛
南
町
増
田
地
区
の
調
査
結
果
を

述
べ
る
。
続
い
て
現
地
調
査
に
参
加
し
た
同
町
正
木
地
区
と
城
川
町
下お
り

相あ
い

地
区

に
つ
い
て
触
れ
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
三
地
域
に
お
け
る
「
花
取
踊
」
の
音
楽

に
つ
い
て
比
較
を
試
み
た
い
と
思
う
。

増
田
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、「
花
取
踊
」
が
始
ま
る
と
、
踊
り
手
の
掛
け
声
、

鉦
・
太
鼓
の
音
、
観
客
の
ざ
わ
め
き
、
そ
れ
に
並
行
し
て
隣
接
す
る
お
堂
か
ら

僧
侶
の
祈
祷
の
声
と
拍
子
木
が
響
き
、
独
特
の
音
空
間
の
中
で
進
行
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

音
楽
的
に
は
、
太
鼓
を
担
当
し
た
Ｙ
さ
ん
（
小
学
六
年
生
）
の
「
太
鼓
は
最

初
、
踊
り
の
足
（
ス
テ
ッ
プ
）
か
ら
教
わ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
だ
っ

た
。
指
導
し
た
保
存
会
の
緒
方
氏
や
小
松
氏
も
「
最
初
は
足
か
ら
教
え
る
。
踊

り
も
太
鼓
も
足
は
同
じ
で
、
足
が
出
来
た
ら
太
鼓
は
で
き
る
」
と
話
し
て
い
た
。

一
見
複
雑
そ
う
な
踊
り
が
、
一
貫
し
て
同
じ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
と
こ
ろ
に
、「
花

取
踊
」
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

そ
の
後
、
調
査
し
た
他
の
地
域
も
含
め
て
「
花
取
踊
」
の
中
で
も
楽
器
担
当

の
足
（
ス
テ
ッ
プ
）
に
留
意
し
、
リ
ズ
ム
、
テ
ン
ポ
の
考
察
に
大
き
な
示
唆
を

得
る
こ
と
が
で
き
た）

（
（

。

使
用
さ
れ
る
楽
器
は
、
太
鼓
一
（
小
学
生
）、
鉦
三
、
の
二
種
類
で
あ
る
。

こ
の
鉦
は
通
常
よ
り
も
一
回
り
大
型
で
、
裏
に
小
さ
な
脚
が
三
個
つ
い
て
い
る
。

踊
り
当
日
は
、
楽
屋
の
屋
根
か
ら
紐
で
吊
り
下
げ
て
奏
す
る
。
鉦
の
中
の
一
人

が
音
頭
取
り
と
し
て
、
太
鼓
の
横
に
位
置
し
、
歌
と
全
体
の
進
行
を
担
う
。

呼び太鼓

鉦の演奏

練習風景

音
楽
的
考
察
の
た
め
に
、「
花
取
踊
」
全
体
の
流
れ
を
採
譜
し
た
。

採
譜
に
際
し
て
は
、
事
前
に
伺
っ
た
練
習
時
の
収
録
と
祭
り
当
日
の
収
録
を

中
心
と
し
た
が
、
歌
が
非
常
に
聞
き
取
り
に
く
い
状
態
だ
っ
た
た
め
、
歌
の
部

分
だ
け
再
録
を
お
願
い
し
た
。
音
頭
取
り
の
本
田
丈
晴
氏
に
よ
る
と
「
念
仏
な

の
で
、
昔
か
ら
小
さ
い
声
で
唱
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
採
譜
し
た

増
田
の
「
花
取
踊
」
の
音
楽
は
、［
楽
譜
Ａ
］
と
し
て
提
示
す
る
。

増
田
の
は
な
と
り
踊
り
保
存
会
で
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
歌
本
に
は
、
次
の

通
り
、
踊
り
の
演
目
の
名
称
と
歌
の
歌
詞
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
歌
本
の
音

楽
的
記
述
を
文
頭
に
出
し
て
提
示
す
る
。

「
花
取
り
踊
り
」（
歌
）（
は
な
と
り
踊
り
保
存
会
・
プ
リ
ン
ト）

2
（

）

（
歌
）�

一
、
で
は�

こ
こ
あ
け
や
山
通
る
木
戸
あ
け
ば
の
ぼ
り
は

ね
こ
す

 

二
、
お
も
だ
ち

（
念
仏
）�

①
も
と�

な
あ
む
お
ー
み
ど
ー
お
ん　

�
�

な
む
あ
み
ど
ん
よ

（
か
ね
）�

②
か
た
て
ぐ
る
ま�

チ
ン
ヽ
ガ
ン
ヽ

（
歌
）�

③
ご
ほ
う�

ヘ
イ
ヤ
ヘ
イ　

あ
の
山
の
山
奥
山
の
岩
つ
つ

じ
二
本
ほ
し
や
ヘ
イ
ヘ
イ

（
念
仏
）�

④
ひ
だ
り
あ
い

（
か
ね
）�

⑤
さ
す
か
た
ぎ

（
歌
）�

⑥
お
お
ぐ
る
ま�

一
本
は
シ
ャ
カ
の
み
や
げ
に
又
一
本
は
我
が

身
の
た
め
に

（
念
仏
）�

⑦
き
り
つ
く
な
み

（
か
ね
）�

⑧
そ
で
ま
き

（
歌
）�

⑨
ひ
き
は�

ひ
け
ひ
け
ひ
き
木
ま
わ
れ
ば
こ
う
す
や　

ば

ん
ば
こ
う
や
お
ろ
せ
ば
や
こ
う
ば
の
ち
ゃ

 

三
、
か
ま

（
念
仏
）�

①
む
と
う

（
か
ね
）�

②
よ
つ
ぎ
り

（
歌
）�

③
つ
き
あ
げ�

う
ま
づ
め
ば
竹
の
根
を
か
ら
女
は
じ
ゃ
に
な

る

（
念
仏
）�

④
あ
し
か
り

（
か
ね
）�

⑤
ま
ね
き

（
歌
）�

⑥
は
り
の
け�

ヘ
イ
ヤ
ヘ
イ　

じ
ゃ
に
な
ろ
う
と
も
ひ

じ
ゃ
ん
じ
ゃ
に
な
る
な
福
じ
ゃ
と
な
り
て
徳

を
あ
た
え

（
念
仏
）�

⑦
ね
じ
き
り

（
か
ね
）�

⑧
か
り
か
ま

（
歌
）�

⑨
ひ
き
は�

ひ
け
ひ
け
ひ
き
木
ま
わ
れ
ば
こ
う
す
や　

ば

ん
ば
こ
う
や
お
ろ
せ
ば
や
こ
う
ば
の
ち
ゃ

踊
り
は
「
で
は
」「
お
も
だ
ち
」「
か
ま
」
の
三
部
か
ら
な
り
、「
お
も
だ
ち
」

と
「
か
ま
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
種
の
所
作
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
踊
り
の

複
雑
さ
に
比
べ
る
と
、音
楽
的
構
成
の
記
述
は
簡
素
で
、（
歌
）（
念
仏
）（
か
ね
）

の
三
種
類
の
反
復
で
あ
る
。

歌
本
に
あ
る（
歌
）（
念
仏
）（
か
ね
）を
実
際
の
楽
譜
と
比
較
し
て
み
る
。（
歌
）

の
部
分
は
、「
で
は
、
も
と
、
ご
ほ
う
、
お
お
ぐ
る
ま
、
ひ
き
は
、
つ
き
あ
げ
、

は
り
の
け
、
ひ
き
は
（
前
と
同
じ
）」
の
八
曲
で
あ
る
。

「
で
は
」［
楽
譜
Ａ
（
で
は
）］
と
他
の
歌
の
部
分
［
楽
譜
Ａ
（
ご
ほ
う
）（
ひ

き
は
）］
及
び
［
楽
譜‘
Ａ
（
歌
）］
を
比
較
す
る
と
、
歌
詞
に
よ
る
若
干
の
変

化
が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
同
じ
旋
律
と
考
え
る
。
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音
楽
的
考
察
の
た
め
、
全
体
の
流
れ
を
採
譜
す
る
。［
楽
譜
Ｂ
］

採
譜
に
際
し
て
は
、
祭
り
当
日
の
収
録
で
行
っ
た
。
歌
は
再
録
を
お
願
い
し

た
。使

用
さ
れ
る
楽
器
は
、
太
鼓
二
（
小
学
生
）
鉦
三
の
二
種
類
で
あ
る
。
鉦
は

普
通
の
大
き
さ
で
、
増
田
の
鉦
よ
り
一
回
り
小
さ
い
。
鉦
の
一
人
が
音
頭
取
り

で
、
全
体
の
進
行
を
担
う
。
長
年
歌
い
続
け
た
達
人
で
、
独
特
の
節
回
し
が
印

象
深
か
っ
た）

（
（

。

楽
譜
と
照
合
す
る
た
め
に
、
現
在
の
音
頭
取
り
で
あ
る
森
内
優
氏
の
歌
本
を

提
示
す
る
。
こ
の
歌
本
は
、
森
内
氏
が
自
身
の
た
め
に
手
書
き
で
作
成
し
た
も

の
で
、
歌
い
や
す
い
よ
う
に
生
み
字
や
引
き
延
ば
す
箇
所
を
分
か
り
易
く
、
カ

タ
カ
ナ
で
表
記
し
て
い
る
。
原
文
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
。

正
木
地
区
「
花
取
踊
」
の
歌
本
（
森
内
氏
所
蔵）

（
（

）

入
羽
（
イ
レ
ハ
）

ハ
ー
コ
コ
ア
ー
ケ
ヨ
ヤ
ー
マ
ン
、
オ
ト
ー
ヲ
リ

シ
イ
テ
ヤ
、
ア
ケ
ズ
バ
ノ
ー
ボ
ー
リ
ヲ
リ

ヤ
ハ
ネ
コ
ー
ス
（
ハ
ー
・
ヤ
ー
・
ヘ
イ
）

１
、
念
佛

ウ
ン
ヨ
ー
ナ
ム
オ
ミ
ド
ー
ン
ヨ
ー
ナ
ム
ゴ

○
セ
ン
ゴ
ー
ゼ
ー
エ
ー
ワ
マ
ァ
ー
ン
ノ
テ
ー
エ
ー
キ

キ
ー
ゾ
ヤ
、
オ
サ
ヨ
ー
リ
、
マ
ー
ア
ー
エ
ニ

ヤ
エ
ヲ
カ
ク
、
オ
サ
モ
ナ
ジ
ー
レ
イ
エ
ヤ

ヤ
エ
モ
ー
ジ
レ
エ
ー
ヲ
、
ヲ
ヲ
ル
ハ
天
バ
ア
ー
チ

ヌ
ノ
ニ
イ
ー
ハ
、
イ
ヤ
ナ
ラ
ヌ

２
、（
ガ
ン
ガ
ン
）

ト
ロ
ト
ー
ロ
ー
ヲ
ト
、
ケ
ー
ア
ン
、
ア
ネ
ゴ
ー
ヤ

シ
ー
テ
ヤ
、
タ
ケ
ノ
ー
ネ
、
オ
ー
ホ
ー
ル
ー
ハ

ウ
マ
ヅ
ー
メ
、
ウ
マ
ヅ
ー
メ
ェ
ー
エ
ハ

タ
ー
ケ
ン
ゲ
ノ
ネ
ー
エ
ヲ
、
オ
ー
オ
ル
ハ

ネ
エ
カ
ー
ラ
、
オ
ン
ナ
ノ
コ
ー
ニ
ャ
ア
ジ
ヤ
ニ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ー
レ

ジ
ャ
ニ
ナ
ー
ロ
ー
ト
、
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ナ
ル
ナ

ナ
ー
レ
ヨ
、
ト
ク
ジ
ャ
ー
ト
ナ
ー
ア
ー
リ
ー
ィ
テ

ト
ク
ヲ
ト
レ

３
、
ヒ
ケ
ヒ
ケ

ヒ
ケ
ヒ
ー
ケ
ー
エ
ー
ヤ
ケ
ー
ア
ン
ア
ネ
ゴ
ー
ヲ
ヤ

ウ
ゥ
ー
ス
ヤ
バ
ン
バ
ー
（
ト
）
ヲ
ー
ヲ
ー
ロ
ー
セ

ア
ア
ー
コ
バ
ノ
ー
チ
ャ

こ
の
歌
本
で
は
「
入
羽
」
を
最
初
に
、
最
後
の
「
ヒ
ケ
ヒ
ケ
」
で
締
め
く
く

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。（
歌
）
の
表
記
は
な
い
が
、
歌
詞
が
つ
い
て
い
る
の

が
歌
の
部
分
で
あ
る
。
増
田
と
同
様
に
、
音
楽
的
に
は
（
歌
）（
念
佛
）（
ガ
ン

ガ
ン
）
の
三
種
類
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

踊
り
の
演
目
は
「
入
羽
」「
太
刀
」「
鎌
」
と
あ
り
、「
太
刀
」
と
「
鎌
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
九
種
類
の
所
作
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
太
刀
」
は
①
ム
ト
ウ
②
フ

リ
ム
ク
ィ
③
サ
カ
テ
④
キ
リ
ツ
ケ
⑤
オ
リ
シ
キ
⑥
ヌ
ケ
ア
シ
⑦
ナ
ガ
ミ
セ
⑧
く

る
ま
⑨
エ
フ
リ
。「
鎌
」
は
、
①
ム
ト
ウ
②
四
つ
切
③
ツ
キ
上
④
足
刈
⑤
マ
ネ

キ
⑥
ハ
リ
ノ
ケ
⑦
ネ
ジ
切
⑧
刈
カ
マ
⑨
ヒ
キ
ス
テ
で
あ
る
。

当
日
は
以
下
の
通
り
決
め
ら
れ
た
組
合
せ
で
踊
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
太
刀
」

の
場
合
、
①
②
③
、
④
⑤
⑥
、
⑦
⑧
⑨
と
区
切
っ
て
踊
る
。
し
た
が
っ
て
音
楽

は
（
念
佛
）（
ガ
ン
ガ
ン
）（
歌
）
の
組
合
せ
を
三
回
反
復
す
る）

6
（

。

歌
本
と
楽
譜
を
照
合
す
る
と
、（
歌
）
は
、「
入
羽
」「
セ
ン
ゴ
ー
ゼ
」「
ト
ロ

「
で
は
」
は
楽
屋
の
左
と
右
の
出
入
口
か
ら
踊
り
手
た
ち
が
踊
り
な
が
ら
入

場
し
、
円
陣
を
組
ん
で
座
位
に
つ
く
。「
で
は
」
の
み
、
太
鼓
を
横
位
置
に
据
え
、

終
わ
る
と
元
の
縦
位
置
に
直
す
。
太
鼓
は
打
つ
音
に
合
わ
せ
て
右
足
を
上
げ
一

拍
ご
と
に
地
面
を
打
つ
。
踊
り
手
以
外
で
足
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の
は
太
鼓
だ

け
で
あ
る）

3
（

。

次
に
（
念
仏
）［
楽
譜
Ａ
（
念
仏
）］
は
、非
常
に
短
い
フ
レ
ー
ズ
だ
が
、ゆ
っ

た
り
と
し
た
曲
調
で
、
何
度
も
反
復
し
て
奏
さ
れ
る
。
祭
り
後
の
再
録
の
際
に

確
認
す
る
と
、
通
常
五
回
だ
が
、
そ
の
時
の
踊
り
の
進
行
具
合
に
よ
っ
て
反
復

回
数
を
決
め
る
そ
う
だ
。
こ
の
（
念
仏
）
も
歌
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、

全
て
同
じ
音
楽
が
奏
さ
れ
、
各
々
の
演
目
内
の
反
復
も
同
様
で
あ
る
。

三
つ
め
の
（
か
ね
）［
楽
譜
Ａ
（
か
ね
）］
は
、
実
際
に
は
太
鼓
と
鉦
で
奏
さ

れ
る
が
、
テ
ン
ポ
が
速
い
の
と
、
鉦
の
音
が
非
常
に
大
き
く
響
く
こ
と
か
ら
、

歌
本
に
は
「
チ
ン
ヽ
カ
ン
ヽ
」
と
擬
音
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。（
か
ね
）
の
場

合
は
、
音
と
共
に
太
鼓
の
奏
法
が
華
や
か
で
、
例
の
基
本
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な

が
ら
奏
す
る
。
左
右
に
跳
躍
し
な
が
ら
打
つ
の
で
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
場
面
で

あ
る
。
踊
り
の
具
合
に
よ
る
が
大
体
一
〇
回
ほ
ど
反
復
さ
れ
、
音
楽
的
に
は
一

番
の
盛
り
上
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

祭
り
当
日
に
は
「
お
も
だ
ち
」
と
「
か
ま
」
は
、
決
め
ら
れ
た
組
合
せ
で
踊

る
。
例
え
ば
「
お
も
だ
ち
」
で
は
、
前
掲
の
歌
本
の
番
号
で
①
②
①
②
③
、
④

⑤
④
⑤
⑥
、
⑦
⑧
⑦
⑧
⑨
の
組
合
せ
で
踊
る
。
し
た
が
っ
て
音
楽
的
に
も
（
念

仏
）（
か
ね
）（
念
仏
）（
か
ね
）（
歌
）
が
一
組
と
な
っ
て
、
全
体
で
三
回
反
復

さ
れ
る
。
各
々
の
反
復
回
数
を
入
れ
る
と
、（
念
仏
）
と
（
か
ね
）
の
回
数
が

圧
倒
的
に
多
く
、
強
く
印
象
に
残
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
増
田
の
「
花
取
踊
」
の
音
楽
は
、
基
本
の
足
（
ス
テ
ッ

プ
）
を
土
台
に
、（
念
仏
）（
か
ね
）（
歌
）
の
組
合
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。（
歌
）

や
（
念
仏
）
の
場
合
は
、
祈
り
の
意
味
で
小
さ
い
声
で
歌
う
。
こ
の
た
め
、
太

鼓
と
鉦
の
音
が
際
立
ち
、
反
復
回
数
の
多
い
こ
と
か
ら
、
打
楽
器
主
体
の
音
楽

が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
。

「
花
取
踊
」
全
体
が
、
真
剣
の
太
刀
や
鎌
を
使
っ
た
激
し
く
勇
壮
な
振
り
付

け
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
素
朴
な
感
じ
が
す
る
の
は
、
音
楽
構
成
の
簡
素
さ

に
も
一
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
　
正
木
地
区
「
花
取
踊
」
の
音
楽
に
つ
い
て

正
木
地
区
は
増
田
地
区
と
地
理
的
に
近
い
こ
と
か
ら
、
太
鼓
の
奏
法
な
ど
共
通

点
が
多
い
の
で
は
と
興
味
深
く
調
査
に
臨
ん
だ
。
当
日
は
、
踊
り
場
が
三
ヶ
所
あ
っ

た
。
山
林
に
あ
る
正
木
権
現
堂
前
や
里
の
歓
喜
光
寺
境
内
、
蕨
岡
家
の
庭
な
ど
、

同
じ
踊
が
場
所
に
よ
っ
て
違
っ
て
見
え
る
の
も
興
味
深
か
っ
た
。
正
木
権
現
堂
で
は

増
田
と
同
様
に
、
僧
侶
の
祈
祷
の
声
と
拍
子
木
等
の
独
特
の
音
空
間
が
見
ら
れ
た
。

太鼓を次の場所へ運ぶ

正木権現堂から歓喜光寺へ移動
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鼓
二
（
小
学
生
）
で
あ
る
。
楽
器
担
当
を
楽
（
が
く
）
と
呼
び
、
二
年
ご
と
に

改
選
さ
れ
る
役
員
六
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る）

（
（

。

音
楽
的
考
察
の
た
め
、
全
体
の
流
れ
を
採
譜
し
た
。
祭
り
当
日
の
録
音
を
元

に
し
、
歌
は
後
日
再
調
査
の
折
、
偶
然
出
会
っ
た
横
山
哲
也
氏
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
。
横
山
氏
は
か
っ
て
「
花
取
踊
」
の
踊
り
手
で
、
大
世
話
の
経
験
者
で

も
あ
る
。［
楽
譜
Ｃ
］

現
在
の
保
存
会
で
使
用
さ
れ
て
い
る
歌
本
に
よ
る
と
、
踊
り
の
構
成
は
、
以

下
の
一
四
種
で
あ
る）

8
（

。
①
五ご

法ほ
う

②
先
投
げ
③
え
つ
き
④
わ
き
払
い
⑤
み
つ
く
ば

み
⑥
き
り
わ
け
⑦
も
ん
じ
り
⑧
ゆ
う
ろ
う
⑨
さ
か
て
⑩
く
る
ま
⑪
ま
ね
き
⑫
あ

さ
く
さ
が
り
⑬
た
ち
も
ん
じ
り
⑭
ひ
き
は
。

「
花
取
踊
」
の
当
日
は
、
①
、
②
、
③
④
⑤
、
⑥
⑦
⑧
、
⑨
⑩
⑪
、
⑫
⑬
、

⑭
の
組
合
せ
で
踊
る
。
こ
の
中
で
旋
律
の
つ
い
た
歌
は
、
②
先
投
げ
⑤
み
つ
く

ば
み
⑧
ゆ
う
ろ
う
⑪
ま
ね
き
⑭
ひ
き
は
、
の
五
曲
で
歌
詞
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
で

書
か
れ
て
い
る
。（
五
八
・
五
九
・
六
〇
頁
参
照
）

（
歌
）（
念
仏
）（
か
ね
）
の
記
載
は
な
い
が
、
実
際
に
は
（
念
仏
）（
か
ね
）

の
部
分
が
あ
り
、
音
楽
的
に
は
前
述
の
歌
本
の
番
号
③
以
降
は
、（
念
仏
）（
か

ね
）（
歌
）
の
順
に
組
合
せ
て
踊
る）

（
（

。
こ
の
中
で
、
最
初
の
①
五
法
と
②
先
投

げ
⑭
ひ
き
は
、
に
つ
い
て
は
、
特
別
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

①
五
法
は
、
締
め
太
鼓
と
鉦
で
奏
さ
れ
る
。
道
行
と
か
露
払
い
の
場
面
で
、

神
社
の
鳥
居
の
外
か
ら
踊
り
手
を
先
導
し
て
入
場
す
る
。
締
め
太
鼓
は
、
一
人

が
面
を
上
に
し
て
支
え
持
ち
、
も
う
一
人
が
細
長
い
桴
で
叩
く
。
鉦
は
撞
木
の

柄
の
部
分
で
擦
り
な
が
ら
進
む
。
音
は
非
常
に
静
か
で
、
こ
の
部
分
が
音
楽
的

に
も
、
踊
り
的
に
も
非
常
に
荘
厳
で
印
象
的
だ
っ
た
。［
楽
譜
Ｃ
（
五
法
）］

②
先
投
げ
と
⑭
ひ
き
は
、
太
鼓
が
特
別
に
回
り
太
鼓
と
な
り
、
小
学
生
二
人

が
担
当
す
る
。
両
端
に
鮮
や
か
な
色
彩
の
短
冊
を
つ
け
た
帯
を
締
め
、
華
や
か

に
跳
躍
し
回
転
し
な
が
ら
演
奏
す
る
。

（
歌
）
は
六
人
い
る
楽
が
全
員
で
歌
う
。
大
世
話
が
最
初
の
一
節
を
踊
り
な

が
ら
歌
い
、
各
要
所
要
所
で
「
セ
ー
、
ソ
ー
リ
ャ
、
コ
ー
リ
ャ
、
オ
ッ
」
な
ど

の
掛
け
声
を
出
し
、
踊
り
全
体
の
進
行
を
担
う
。

下
相
で
は
（
歌
）
の
歌
詞
が
長
く
②
先
投
げ
が
五
番
、
⑤
み
つ
く
ば
み
が
三

番
、
⑧
ゆ
う
ろ
う
⑪
ま
ね
き
⑭
ひ
き
は
、
が
そ
れ
ぞ
れ
四
番
ま
で
あ
り
、
同
じ

旋
律
を
反
復
し
て
歌
う
。［
楽
譜
Ｃ
（
先
投
げ
）（
ひ
き
は
）］

下
相
の
「
花
取
踊
」
の
音
楽
は
、「
五
法
」
で
締
め
太
鼓
を
使
う
こ
と
、
歌

を
六
人
の
楽
が
全
員
で
歌
う
こ
と
、
回
り
太
鼓
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

音
楽
的
に
は
増
田
や
正
木
と
同
様
に
、（
念
仏
）（
か
ね
）（
歌
）
で
構
成
さ
れ

て
い
る
が
、（
歌
）
の
歌
詞
が
長
く
同
じ
旋
律
の
反
復
が
多
い
た
め
、
楽
器
の

音
と
共
に
、
歌
も
強
く
印
象
的
で
あ
る
。

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
楽
の
足
（
ス
テ
ッ
プ
）
で
、
②
先
投
げ
、
か
ら
最
後

の
⑭
ひ
き
は
、
に
至
る
ま
で
、
終
始
一
貫
し
て
同
じ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
で

あ
る
。
一
歩
横
に
出
し
て
、
片
方
を
そ
の
前
に
出
し
て
揃
え
る
。
こ
れ
を
左
右

交
互
に
続
け
る
。
踊
り
手
も
同
じ
ス
テ
ッ
プ
を
揃
っ
て
踏
む
個
所
が
あ
り
、
整

然
と
し
た
隊
列
が
規
律
正
し
く
踏
む
足
は
、
清
々
し
い
感
じ
が
す
る
。
こ
の
楽

の
足
は
、
簡
素
だ
が
下
相
の
踊
り
の
テ
ン
ポ
を
司
る
基
本
の
足
と
考
え
る
。

四
　
ま
と
め
（
三
地
域
の
比
較
）

増
田
、
正
木
、
下
相
と
三
地
域
の
「
花
取
踊
」
の
音
楽
に
つ
い
て
簡
単
に
比

較
考
察
を
試
み
る
。
本
来
は
、
も
っ
と
多
く
全
地
域
の
「
花
取
踊
」
に
つ
い
て

比
較
考
察
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
今
回
は
実
際
に
現
地
調
査
に
参

加
し
た
三
地
域
の
み
で
、
非
常
に
限
定
的
な
報
告
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。　

音
楽
的
な
構
成
は
三
地
域
と
も
共
通
で
、（
念
仏
）（
か
ね
）（
歌
）
の
三
部

ト
ー
ロ
」「
ヒ
ケ
ヒ
ケ
」
の
部
分
だ
が
、
増
田
に
比
べ
て
歌
詞
が
長
く
、
明
記

さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
旋
律
か
ら
判
断
す
る
と
「
セ
ン
ゴ
ー
ゼ
」
は
二
番
、「
ト

ロ
ト
ー
ロ
」
は
三
番
ま
で
あ
り
、
歌
詞
が
続
け
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
歌
詞
に

よ
っ
て
少
し
の
変
化
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
同
じ
旋
律
と
考
え
る
。［
楽
譜

Ｂ
（
入
羽
）（
ヒ
ケ
ヒ
ケ
）］

次
に
（
念
佛
）［
楽
譜
Ｂ
（
念
佛
）］
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
曲
調
で
大
体
七

回
半
ほ
ど
反
復
す
る
。

三
つ
目
の
（
ガ
ン
ガ
ン
）［
楽
譜
Ｂ
（
ガ
ン
ガ
ン
）］
は
、
踊
り
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
大
体
一
四
、
五
回
反
復
す
る
。
テ
ン
ポ
が
速
く
華
や
か
な
部
分
で
あ

る
。
増
田
と
同
様
に
、
鉦
と
太
鼓
で
奏
さ
れ
る
た
め
、
擬
音
の
「
ガ
ン
ガ
ン
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
念
佛
）
と
（
ガ
ン
ガ
ン
）
の
反
復
回
数
を
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
全
体
に
は

太
鼓
と
鉦
の
音
が
印
象
強
く
残
る
。
一
方
、
歌
も
「
入
羽
」
以
外
は
二
番
、
三

番
と
旋
律
の
反
復
が
あ
り
、
最
後
の
「
ヒ
ケ
ヒ
ケ
」
は
二
回
反
復
す
る
。
音
頭

取
り
の
声
が
よ
く
通
る
た
め
、音
楽
的
に
は
旋
律
も
十
分
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、正
木
の
「
花
取
踊
」
の
音
楽
は
、増
田
と
同
様
に
（
念
佛
）

（
ガ
ン
ガ
ン
）（
歌
）
の
三
種
類
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。（
歌
）
や
（
念
佛
）
の

旋
律
、（
ガ
ン
ガ
ン
）
の
リ
ズ
ム
な
ど
は
、
楽
譜
か
ら
も
非
常
に
類
似
点
が
多
い
。

歌
詞
の
多
さ
や
旋
律
の
多
少
の
違
い
は
各
々
の
伝
承
地
域
の
独
自
性
と
考
え
る
。

一
方
、
太
鼓
の
衣
装
が
華
や
か
で
、「
花
取
踊
」
全
体
の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
て
い
た
。
太
鼓
は
小
学
生
二
人
で
担
当
す
る
。
曲
に
よ
っ
て
座
位
、
立
位
、

回
転
、
跳
躍
と
多
様
な
打
ち
方
を
す
る
。（
で
は
）
と
（
歌
）
の
部
分
で
は
、

二
人
が
同
じ
方
向
に
移
動
し
回
転
し
な
が
ら
打
つ
。（
で
は
）
は
座
位
、（
念
佛
）

は
、
最
初
の
三
拍
を
座
位
、
四
拍
目
の
枠
打
ち
で
立
位
と
な
り
、
左
右
に
一
歩

出
し
て
揃
え
る
折
に
、
跳
躍
す
る
。
太
鼓
担
当
の
小
学
生
に
練
習
方
法
を
訊
ね

る
と
「
最
初
か
ら
太
鼓
を
叩
い
て
覚
え
た
」
と
い
う
答
え
だ
っ
た
。

蕨岡家での踊り「ヒケヒケ」

踊り終わって挨拶

音
楽
的
に
注
目
し
た
の
は
、
長
老
が
担
っ
て
い
る
鉦
の
三
人
が
揃
っ
て
、
終

始
同
じ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
「
入
羽
」
で
は
、
右

足
を
前
に
出
し
、
ト
ン
ト
ン
と
同
じ
足
で
踏
み
続
け
る
。
こ
の
と
き
は
、
踊
り

手
も
同
じ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
て
、「
花
取
踊
」
全
体
が
、
キ
リ
ッ
と
洗
練

さ
れ
た
感
じ
が
す
る
。
そ
の
後
は
最
後
の
「
ヒ
ケ
ヒ
ケ
」
ま
で
、
一
貫
し
て
左

右
に
一
歩
踏
み
出
し
て
は
両
足
を
揃
え
る
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
続
け
る
。
こ
の
足

（
ス
テ
ッ
プ
）
が
、
正
木
の
「
花
取
踊
」
の
テ
ン
ポ
や
リ
ズ
ム
の
根
底
に
流
れ

る
基
本
の
足
で
あ
る
と
考
え
る
。

三
　
城
川
町
下
相
「
花
取
踊
」
の
音
楽
に
つ
い
て

下
相
の
「
花
取
踊
」
の
音
楽
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
点
が
あ
っ

た
。
ま
ず
、
使
用
さ
れ
る
楽
器
は
、
締
め
太
鼓
一
、
鉦
二
、
太
鼓
二
、
回
り
太
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太鼓
鉦

太鼓
鉦

太鼓
鉦

太鼓
鉦

太鼓
鉦

分
か
ら
な
っ
て
い
る
。（
歌
）
の
歌
詞
は
地
域
に
よ
っ
て
長
短
が
あ
り
、
採
譜

す
る
と
一
番
、
二
番
と
同
じ
旋
律
を
反
復
し
て
歌
っ
て
い
る
事
が
分
か
る
。
旋

律
は
各
地
域
で
異
な
る
が
、
各
地
の
「
花
取
踊
」
の
中
で
は
、
一
貫
し
て
同
一

の
旋
律
が
歌
わ
れ
る
。

本
格
的
な
踊
り
の
前
に
、「
山
伏
問
答
」
や
「
五
法
」
が
あ
る
。
露
払
い
や

道
行
の
部
分
と
考
え
る
。
さ
ら
に
各
地
域
に
「
で
は
」「
入
羽
」「
先
投
げ
」
が

あ
り
、
入
場
、
露
払
い
に
な
っ
て
い
て
、
太
鼓
や
踊
り
は
区
別
し
て
踊
ら
れ
る
。

こ
の
部
分
は
（
歌
）
で
、「
こ
こ
あ
け
や
」
の
歌
詞
が
共
通
し
て
い
る
。

今
回
は
、
音
楽
と
共
に
太
鼓
・
鉦
な
ど
楽
器
担
当
者
の
足
（
ス
テ
ッ
プ
）
に

注
目
し
た
。
増
田
の
基
本
ス
テ
ッ
プ
、
正
木
の
鉦
三
人
の
ス
テ
ッ
プ
、
下
相
の

楽
の
ス
テ
ッ
プ
と
各
地
に
独
自
の
基
本
の
足
（
ス
テ
ッ
プ
）
が
あ
る
。
こ
の
足

を
楽
譜
と
照
合
す
る
と
、
ま
っ
た
く
同
様
の
リ
ズ
ム
で
動
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。［
楽
譜
Ｄ
］

同
じ
太
鼓
と
鉦
の
リ
ズ
ム
で
、
増
田
で
は
踊
り
手
の
足
と
共
通
で
あ
る
こ
と

か
ら
跳
躍
が
あ
り
、
他
の
地
域
と
比
べ
て
、
躍
動
感
が
あ
る
。
正
木
で
は
左
右

に
一
歩
出
し
て
は
揃
え
て
い
る
。
こ
の
揃
え
る
所
で
太
鼓
が
跳
躍
し
な
が
ら
演

奏
す
る
。
下
相
で
は
、
楽
の
六
人
が
左
右
に
一
歩
出
し
て
は
そ
の
前
に
足
を
揃

え
て
、
正
木
の
足
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。

「
花
取
踊
」
と
い
う
踊
り
の
た
め
の
音
楽
な
の
で
当
然
で
は
あ
る
が
、
踊
り

全
体
の
テ
ン
ポ
や
リ
ズ
ム
の
根
幹
を
担
う
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
る
。
表
面

に
現
れ
る
歌
の
旋
律
や
太
鼓
・
鉦
の
リ
ズ
ム
の
底
に
、
こ
う
し
た
足
（
ス
テ
ッ

プ
）
が
踊
り
と
音
楽
を
支
え
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
。

太
鼓
に
小
学
生
が
担
当
す
る
の
も
共
通
で
、
増
田
と
正
木
は
踊
り
全
体
を
通

し
て
叩
い
て
い
る
。
下
相
で
は
回
り
太
鼓
と
し
て
「
先
投
げ
」
と
「
ひ
き
は
」

を
担
当
す
る
。
踊
り
手
と
は
異
な
る
華
や
か
な
衣
装
で
、
跳
躍
・
回
転
し
な
が

ら
打
つ
の
は
正
木
で
、
増
田
と
下
相
は
、
踊
り
手
と
同
じ
衣
装
で
あ
る
。
太
鼓

の
奏
法
や
衣
装
な
ど
は
、
各
地
の
独
自
性
が
見
ら
れ
る
。
回
り
太
鼓
の
回
転
の

仕
方
を
簡
単
に
図
表
化
し
た
。［
楽
譜
Ｄ
（
回
り
太
鼓
）］

「
花
取
踊
」
が
共
通
し
て
、
祈
り
の
場
で
踊
ら
れ
る
こ
と
、
増
田
や
正
木
で

は
僧
侶
の
祈
祷
と
並
行
し
て
進
行
す
る
こ
と
。
下
相
で
は
弘
法
大
師
を
祀
る
大

師
堂
の
前
で
踊
る
こ
と
等
、
人
々
の
祈
り
と
感
謝
の
踊
り
で
あ
る
こ
と
が
、
全

て
の
地
域
で
（
念
仏
）
の
踊
り
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
鉦
と
太
鼓
の

二
種
類
と
い
う
楽
器
編
成
の
上
で
も
、
共
通
し
て
い
る
。
踊
り
の
華
や
か
さ
、

勇
壮
さ
な
ど
所
作
の
複
雑
さ
に
比
べ
て
、
音
楽
構
成
は
素
朴
で
簡
素
な
こ
と
も

共
通
し
て
い
る
。

以
上
、
三
地
域
に
お
け
る
「
花
取
踊
」
の
音
楽
に
つ
い
て
、
簡
単
で
は
あ
る

が
、
比
較
を
試
み
た
。

し
か
し
、
今
回
は
増
田
地
区
を
中
心
に
し
た
報
告
の
た
め
、「
花
取
踊
」
が

踊
ら
れ
る
高
知
県
な
ど
他
の
多
く
の
地
域
の
音
楽
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
触

れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。「
花
取
踊
」
全
体
と
し
て
の
音
楽
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
他
の
地
域
の
資
料
も
合
わ
せ
て
、
も
う
少
し
広
い
範
囲
で
の
調
査
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

［
楽
譜
］
に
つ
い
て

・
採
譜
は
、
各
地
の
「
花
取
踊
」
当
日
の
収
録
を
中
心
と
し
た
。

・
歌
の
実
音
は
一
オ
ク
タ
ー
ブ
下
と
す
る
。

・
楽
譜
は
、
全
体
と
し
て
四
分
の
四
の
表
記
で
あ
る
が
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
踊

り
の
場
合
は
、
太
鼓
と
鉦
が
休
符
を
入
れ
ず
二
拍
分
を
大
き
く
一
拍
に
数
え

て
演
奏
す
る
た
め
、
譜
面
の
よ
う
に
間
に
休
符
を
入
れ
ず
、
四
分
音
符
に
延

長
線
を
つ
け
た
例
外
的
な
表
記
と
し
、
拍
子
記
号
を
略
し
た
。

・
速
度
記
号
は
、
踊
り
の
緩
急
も
あ
り
、
お
お
よ
そ
の
テ
ン
ポ
と
し
た
。

・
楽
譜
上
の
×
印
は
、
掛
け
声
、
太
鼓
と
鉦
は
枠
打
ち
、
空
打
ち
を
表
す
。
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正木「花取踊」の音楽

（入羽）

（ガンガン）

（歌）

（ヒケヒケ）

（念佛）

♩） ≒58

太鼓
鉦

〔楽譜 B〕
演唱　森内　優
採譜　岡田千歳

※

※ eを gに訂正

※

太鼓
鉦

太鼓
鉦

太鼓
鉦

演唱　本田丈晴
採譜　岡田千歳

増田「花取踊」の歌〔楽譜 A' 〕

（おおぐるま）

（ひきは）

（つきあげ）

（はりのけ）

・〔楽譜A〕〔楽譜A' 〕は、実音 fis、1オクターブ下
・♩） ≒58〜60
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「花取踊」太鼓・鉦の足（ステップ）
採譜・作図　岡田千歳

〔楽譜 D〕

♩） ≒58

太鼓
鉦

増田
（踊・太鼓）

正木
（鉦）

下相
（楽）

※1

※1 と記するべきだが、鉦の余音や楽器担当の拍の取り方が	
大きく♩） （＝ ）を単位としているため、上記の通りとした。

※2　○は左足　●は右足　 は跳躍を示す。

※2

正木・	下相 A
	 下相 B
	 （回り太鼓）
（太鼓） ※3

※3　足は左右交互、回転は 2〜 4ステップで一回転の場合もあり、回転の位置と方向を示すのみとした。

下相「花取踊」の音楽
演唱　花取り踊り「楽」一同※

採譜　岡田千歳

（五法）

（先投げ）

（区切り太鼓）

（念仏）

（かね）

♩＝120

♩） ＝52

〔楽譜 C〕

締め太鼓
摺	鉦

太鼓
鉦 （開始・終止などの区切りに使われる）

太鼓
鉦

太鼓
鉦

太鼓
鉦

太鼓
鉦

（歌）
（ひきは）

※ dを cis に訂正　　※歌は「花取踊」当日の収録と再録を横山哲也氏にご協力いただいた。

※
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註（
1
） 

こ
こ
で
の
「
足
」
は
、
踊
り
手
で
は
な
く
、
鉦
や
太
鼓
、
歌
い
手
な
ど
音
楽
担
当
の
方

た
ち
の
足
を
さ
す
。

（
2
） 

歌
の
再
録
の
際
、
歌
い
手
の
本
田
丈
晴
氏
よ
り
現
在
保
存
会
で
使
用
さ
れ
て
い
る
歌
本

を
提
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
歌
本
の
字
句
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

（
3
） 

こ
の
太
鼓
の
足
は
、
増
田
で
は
太
鼓
だ
け
で
あ
る
が
、
右
足
だ
け
で
太
鼓
に
合
わ
せ
て

踏
む
様
子
は
、
正
木
の
「
入
羽
」
の
鉦
の
足
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
興
味
深

い
。

（
4
） 

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
歌
い
手
の
森
内
優
氏
に
よ
る
と
、「
花
取
踊
は
祈
り
な
の
で
、

で
き
る
だ
け
小
節
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
現
実

に
は
メ
リ
ス
マ
（
細
か
い
装
飾
音
、
民
謡
な
ど
の
小
節
）
が
つ
い
て
い
て
、
歌
に
趣
が

感
じ
ら
れ
た
。

（
5
） 

祭
り
終
了
後
、
森
内
氏
よ
り
歌
本
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
字
句
に
つ
い
て
は
そ
の

ま
ま
と
す
る
。

（
6
） 

祭
り
当
日
の
録
画
を
検
討
し
、
必
ず
し
も
踊
り
の
所
作
と
一
致
し
な
い
点
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、音
楽
的
に
は
（
念
佛
）（
ガ
ン
ガ
ン
）（
歌
）
の
反
復
で
進
行
し
て
い
る
。

（
7
） 

下
相
の
文
化
財
保
護
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
山
崎
誠
一
氏
に
よ
る
と
、
役
員
は
二
年

ご
と
に
改
選
さ
れ
る
。
地
区
全
体
か
ら
選
ば
れ
る
た
め
、「
花
取
踊
」
の
経
験
者
も
未

経
験
者
も
含
ま
れ
る
と
い
う
。

（
8
） 

歌
本
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
、（
五
八
頁
）
を
参
照
。

（
9
） 

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
歌
以
外
は
特
に
（
念
仏
）（
か
ね
）
と
呼
ん
で
い
な
い
そ
う
だ

が
便
宜
上
、
他
の
地
区
と
同
様
に
し
た
。

（
参
考
資
料
）

下
相
「
花
取
踊
」
の
歌
詞
（『
城
川
町
誌
』
三
九
七
・
三
九
八
頁
掲
載
）

○
先
状

ヨ
ー
、
こ
こ
開
け
て
ヨ
ー　

山
を
と
り
開
い
て　

開
け
姿
こ　

上
り
ょ
ー
は
ね
こ
え
て
ヨ
ー

は
ね
越
え
ば
ヨ
ー　

み
よ
の
よ
い
小
女
郎　

こ
ち
よ
れ　

絹
の
褄
着
し
ょ
う　

生
木
綿
ヨ
ー
絹
の
褄
よ
り
早
染
め
し　

麻
の
褄
が
よ
い　

ヨ
ー
あ
れ
見
よ
や　

さ
ん
さ
ん
深
山
の
つ
つ
じ
の
花
を
ヨ
ー　

一
枝
ヨ
ー　

一
枝
は
ヨ
ー　

釈
迦
の
折
枝　

ま
た
一
枝
は
ヨ
ー
我
が
身
た
め

○
み
つ
く
ば
み

ヨ
ー
は
な
と
り
は　

七
日
し
ょ
う
じ
て

お
と
す
な　

た
ち
の　

ヨ
ー
せ
ん
ご
ぜ
ぞ

御
荘
の
緑
の　

ヨ
ー
せ
ん
ご
ぜ
ぞ

ヨ
ー
行
き
ゃ
右　

も
ど
り
ゃ
左
の
あ
さ
ひ
の

も
と
の
ヨ
ー
せ
ん
ご
ぜ
ぞ

○
ゆ
う
ろ
う
ー

ヨ
ー
ま
だ
今
朝
は
ヨ
ー　

霧
の
さ
い
ち
ゅ
う
ぞ
静
か
に
飛
べ
や

ヨ
ー
石
橋
を

ヨ
ー
石
橋
を
ヨ
ー

朝
日
ヨ
ー
下
の
瀬
を
見
り
ゃ

午
年
が
ヨ
ー
来
た
わ
い
な
ヨ
ー
午
年
は
ヨ
ー
ど
こ
の
午
年
ぞ

よ
ー
行
き
や
右
も
ど
り
ゃ
左
の
朝
日
の
う
ら
ヨ
ー
午
年
ぞ

○
ま
ね
き

ヨ
ー
来
い
と
ヨ
ー　

招
き
寄
せ
た　

あ
の
代
田
の
中
へ
招
き
寄
せ
ヨ
ー

ヨ
ー
若
け
れ
ば
ヨ
ー
ど
こ
が
寝
床
ぞ

代
田
の
中
が
ヨ
ー
寝
ど
こ
ろ
ぞ

ヨ
ー
あ
の
山
で
ヨ
ー
草
な
ぎ
と
る
は

紺
屋
の
嫁
か
ヨ
ー　

娘
か
ヨ
ー

嫁
な
ら
ば
ぜ
ひ
な
ご
ざ
ら
ね
ど

娘
で
あ
れ
ば
ヨ
ー
物
問
い
ま
し
ょ
う

○
ひ
き
は

ヨ
ー
ひ
け
、
ひ
き
つ
け
ヨ
ー
回
れ
茶
う
す

ま
ん
ま
と　

お
く
る
ヨ
ー　

き
り
が
の
ー

こ
茶
ヨ
ー　

ひ
く
茶
よ
り

い
る
こ
茶
よ
り
も　

十
七
八
が
よ

目
に
つ
い
て
ヨ
ー　

目
に
つ
か
ば
ヨ
ー

つ
れ
て
御
意
召
せ
や　

い
ち
も
り
長
者
の
ヨ
ー

お
と
の
姫
ヨ
ー　

い
な
し
ゃ
れ
ば
ヨ
ー

か
さ
と
御
意
召
せ
や　

お
ぎ
は
か
げ
に
は
ヨ
ー

散
り
ゃ
す
ま
い



第
二
章  

愛
媛
県
内
の
花
取
踊
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Ⅰ　

下お
り

相あ
い

の
花
と
り
踊
り

�

岡
田　

千
歳

一
　
地
区
の
概
要

愛
媛
県
西せ
い

予よ

市
城
川
町
下お
り

相あ
い

地
区
は
、
大
洲
市
か
ら
肱ひ
じ

川
を
遡
り
、
南
隣
の

日
吉
村
を
通
っ
て
高
知
県
に
抜
け
る
街
道
沿
い
に
あ
る
。
城
川
町
に
は
、
現
在

も
五
〇
余
り
の
茶
堂
が
残
さ
れ
て
い
る
。
峠
を
往
来
す
る
旅
人
へ
の
接
待
や
村

人
た
ち
の
信
仰
の
場
、
交
流
の
場
と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
御
田
植
祭
り
と
し
て
の
「
ど
ろ
ん
こ
祭
り
」
や
「
花
と
り
踊
り
」「
念

仏
踊
り
」「
鹿
踊
り
」
な
ど
の
伝
統
行
事
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
高
知
県
の
檮ゆ
す

原は
ら

町
に
も
近
く
、
県
境
の
地
域
の
た
め
、
古
く
か
ら
高
知
県
側
か
ら
多
く
の
文

化
的
影
響
を
受
け
て
い
た
。「
花
取
踊
」
も
そ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
由
来

城
川
町
に
は
、
か
つ
て
川
津
南
、
下
相
、
嘉
喜
尾
、
魚
成
、
田
穂
と
五
地
域

に
「
花
取
踊
」
が
あ
っ
た
が）

（
（

、
現
在
は
下
相
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。『
城
川
町

誌）
2
（

』
に
よ
れ
ば
、下
相
の
花
と
り
踊
り
の
起
源
は
「
藩
政
時
代
の
部
落
行
事
、昔
、

悪
疫
流
行
の
時
祈
願
行
事
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
現
在
の
祭
り
の

場
所
で
あ
る
八
幡
神
社
の
境
内
に
は
、
町
指
定
に
な
っ
た
際
の
記
念
標
が
あ
り
、

表
に
「
花
と
り
踊
り
」、
側
面
に
は
昭
和
四
四
年
一
〇
月
八
日
町
指
定
と
書
か

れ
て
い
る）

3
（

。

本
稿
で
は
平
成
二
八
年
八
月
二
一
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
花
と
り
踊
り
当
日

の
現
地
調
査
に
加
え
、
同
年
一
二
月
二
四
日
（
土
）
に
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査

を
中
心
に）

（
（

、
現
在
の
花
と
り
踊
り
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

三
　
期
日
・
場
所
・
行
事
次
第

こ
れ
ま
で
は
、
大
師
堂
の
縁
日
に
合
わ
せ
て
毎
年
曜
日
に
関
係
な
く
八
月
二

一
日
に
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
八
月
の
第
三
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

場
所
は
下
相
地
区
八
幡
神
社
境
内
に
あ
る
大
師
堂
前
の
広
場
に
て
行
う
。

八幡神社

大師堂

祭
り
当
日
は
、
午
後
一
時
か
ら
大
師
堂
に
て
僧
侶
と
地
区
の
世
話
係
数
名
他

に
よ
る
祭
儀
が
あ
り
、
終
了
後
、
午
後
二
時
か
ら
花
と
り
踊
り
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
午
後
三
時
か
ら
「
念
仏
踊
」
が
行
わ
れ
た
。
全
て
の
行
事
の
終
了
後
、

境
内
で
餅
ま
き
が
行
わ
れ
た
。
花
と
り
踊
り
か
ら
餅
ま
き
ま
で
、
近
隣
の
人
々

や
写
真
愛
好
家
な
ど
が
多
く
詰
め
か
け
、
大
変
賑
や
か
な
祭
り
で
あ
っ
た
。

四
　
踊
り
の
人
的
構
成

楽
器
（
太
鼓
・
四
、
鉦
・
二
、）（
締
め
太
鼓
・
一
、
鉦
・
一
）

�

（
回
り
太
鼓
・
子
ど
も
二
）

踊
り
手
（
大
太
刀
・
七
、
小
太
刀
・
七
、
大
世
話
・
一
）

大
太
刀
は
、
踊
り
に
よ
っ
て
、
小
太
刀
に
持
ち
替
え
て
踊
る
。

小
太
刀
は
、
踊
り
に
よ
っ
て
鎌
に
持
ち
替
え
て
踊
る
。

太
鼓
と
鉦
、
歌
の
担
当
を
「
楽が
く

」
と
い
う
。

締め太鼓

楽の六人

五
　
衣
裳
と
道
具

こ
の
地
区
の
花
と
り
踊
り
の
衣
裳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
楽
の
衣
裳
に
は
、

白
い
着
物
に
茶
色
の
袴
を
着
け
る
。
着
物
の
背
中
に
大
き
く
丸
の
中
に「
華
取
」

と
染
め
て
あ
る
。
現
地
の
大
師
堂
前
に
町
指
定
の
記
念
標
が
た
て
ら
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
は
「
花
と
り
踊
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。「
華
」
と
い
う
字
が
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
聞
き
取
り
調
査
で
も
は
っ

き
り
し
な
か
っ
た
。「
多
分
、
華
や
か
な
字
が
よ
か
っ
た
の
か
も
」
と
い
う
現

保
存
会
長
の
話
だ
っ
た
。

踊
り
手
の
衣
裳
は
、
上
着
の
袖
の
部
分
が
紺
地
で
、
大
き
く
水
玉
模
様
な
ど

を
白
く
染
め
抜
い
た
筒
袖
の
法
被
で
、
下
は
紺
の
股
引
で
あ
る
。
大
太
刀
が
背

に
担
ぐ
「
さ
さ
」
と
呼
ば
れ
る
衣
装
が
あ
り
、
笹
と
色
と
り
ど
り
の
短
冊
が
華

や
か
に
飾
ら
れ
た
大
型
の
も
の
で
あ
る
。
小
太
刀
と
回
り
太
鼓
は
「
さ
さ
」
は

着
け
ず
、
腰
に
色
と
り
ど
り
の
短
冊
を
両
端
に
着
け
た
飾
り
帯
を
巻
き
、
背
に

ピ
ン
ク
と
黄
、
青
の
三
色
の
飾
り
布
を
着
け
る
。
全
員
裸
足
に
草
鞋
を
履
く
。

楽の衣裳「華取」の染め
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七
　
芸
態

踊
り
は
、
以
下
の
一
四
種
類
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
五ご

法ほ
う

②
先
投
げ
③
え
つ
き
④
わ
き
払
い
⑤
み
つ
く
ば
み
⑥
き
り
わ
け
⑦
も

ん
じ
り
⑧
ゆ
う
ろ
う
⑨
さ
か
て
⑩
く
る
ま
⑪
ま
ね
き
⑫
あ
さ
く
さ
が
り
⑬
た
ち

も
ん
じ
り
⑭
ひ
き
は

こ
の
一
四
種
は
、
踊
り
の
所
作
の
名
称
で
、
以
下
の
よ
う
に
区
切
り
な
が
ら

踊
ら
れ
る
。
①
五
法
、
②
先
投
げ
、
③
④
⑤
、
⑥
⑦
⑧
、
⑨
⑩
⑪
、
⑫
⑬
と
最

後
の
⑭
ひ
き
は
、
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
②
先
投
げ
、
⑤
み
つ
く
ば
み
、
⑧
ゆ
う
ろ
う
、
⑪
ま
ね
き
、
⑭

ひ
き
は
の
五
つ
に
は
、
旋
律
の
つ
い
た
歌
が
歌
わ
れ
る
。

最
初
の
①
五
法
は
、
花
と
り
踊
り
の
導
入
部
分
（
露
払
い
）
で
、
神
社
の
鳥

居
の
外
か
ら
締
め
太
鼓
と
鉦
が
独
特
の
奏
法
で
演
じ
な
が
ら
境
内
に
入
っ
て
く

る
。
こ
の
時
の
締
め
太
鼓
は
、
一
人
が
太
鼓
を
上
に
向
け
て
支
え
持
ち
、
一
人

が
打
ち
、
鉦
は
撞
木
の
持
ち
手
部
分
の
先
で
擦
り
な
が
ら
奏
す
る
。
音
は
非
常

に
静
か
で
厳
か
な
感
じ
で
あ
る
。
締
め
太
鼓
は
、
こ
の
演
目
だ
け
で
使
用
さ
れ
、

演
奏
は
楽
の
三
人
が
担
当
す
る
。

続
い
て
大
世
話
を
先
頭
に
、
大
太
刀
の
踊
り
手
の
う
ち
五
人
が
、
長
い
竹
の

先
に
、
三
角
の
宝
珠
型
の
飾
り
を
持
っ
て
ゆ
っ
く
り
踊
り
な
が
ら
、
大
師
堂
前

ま
で
進
ん
で
き
て
整
列
し
、
締
め
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊
る
。

こ
の
「
五
法
」
が
終
わ
る
と
、
ム
シ
ロ
を
大
師
堂
に
向
っ
て
平
行
に
二
枚
、

さ
ら
に
三
枚
で
三
角
形
に
敷
い
て
②
先
投
げ
が
始
ま
る
。
こ
の
ム
シ
ロ
の
形
は
、

最
後
の
⑭
ひ
き
は
で
は
三
角
形
が
反
対
の
向
き
に
セ
ッ
ト
さ
れ
る
。
こ
の
事
に

関
し
て
『
愛
媛
県
史
』（
前
掲
書
）
の
中
に
、「
花
取
踊
」
と
山
伏
、
修
験
者
と

の
関
連
性
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
増
田
の
山
伏
問
答
と
下
相
の
「
三
角
踊
り
」

が
、
露
払
い
の
意
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る）

（
（

。
し
か
し
「
三
角
踊
り
」
と
い

う
名
称
は
、
現
在
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、『
愛
媛
の
民
俗
芸
能
』

の
中
に
、近
隣
の
岡
成
地
区
の「
花
取
踊
」に
つ
い
て
以
下
の
記
述
が
あ
る
。「
踊

り
の
前
後
に
筵
を
三
角
に
敷
い
て
、
三
角
踊
を
す
る
。
露
払
い
後
払
い
を
意
味

す
る
の
で
あ
ろ
う）

6
（

。」
こ
の
記
述
と
ム
シ
ロ
の
形
か
ら
、
現
在
の
下
相
の
②
先

投
げ
⑭
ひ
き
は
は
、
三
角
踊
の
変
形
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

②
先
投
げ
と
⑭
ひ
き
は
は
、
小
学
生
の
子
ど
も
が
二
人
で
踊
り
な
が
ら
太
鼓

を
叩
く
。
こ
れ
を
「
回
り
太
鼓
」
と
呼
ぶ
。
二
人
の
動
き
が
左
右
対
称
で
、
外

回
り
、
内
回
り
や
打
つ
手
が
左
右
そ
れ
ぞ
れ
逆
に
回
っ
て
打
つ
の
が
特
徴
で
あ

る
。
踊
り
手
も
こ
の
二
つ
の
演
目
は
大
太
刀
三
人
で
踊
る
。

先投げ（回り太鼓）

大太刀と小太刀

大
太
刀
と
小
太
刀
の
役
に
つ
い
て
は
、
特
別
に
決
ま
っ
た
約
束
は
な
い
が
、

大
ま
か
に
背
の
高
い
順
や
熟
練
者
が
大
太
刀
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
回
り
太
鼓

の
小
学
生
は
、太
鼓
を
叩
か
な
い
時
は
、小
太
刀
（
演
目
に
よ
っ
て
鎌
）
を
持
っ

道
具
は
、
大
太
刀
が
薙
刀
形
の
も
の
で
、
長
い
柄
の
先
に
刀
が
あ
る
。
小
太

刀
は
小
さ
い
太
刀
で
、
鎌
は
農
作
業
に
使
う
鎌
の
形
で
、
柄
に
青
と
ピ
ン
ク
、

青
と
紺
の
飾
り
テ
ー
プ
が
巻
い
て
あ
り
、
端
に
は
五
色
の
紙
の
房
が
付
け
ら
れ

て
い
た
。

こ
の
地
区
は
全
て
模
擬
の
刀
で
真
剣
は
使
用
し
な
い
。
道
具
や
飾
り
は
毎
年

張
り
替
え
た
り
、
作
り
変
え
た
り
し
て
い
る
。
使
用
し
た
「
さ
さ
」
な
ど
は
、

祭
り
の
後
、
焼
却
処
分
す
る
。
昔
は
肱
川
に
流
し
て
い
た
そ
う
だ
。

特
徴
的
な
の
は
、
踊
り
手
の
隊
形
に
合
わ
せ
て
、
ム
シ
ロ
を
敷
き
替
え
な
が

ら
踊
る
こ
と
で
あ
る
。
草
鞋
を
は
い
て
踊
る
た
め
、
足
の
保
護
の
意
味
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
ム
シ
ロ
は
近
隣
の
方
々
が
作
っ
て
い
る
。

踊り手の衣裳「ささ」

回り太鼓の衣裳

六
　
特
徴
的
な
役
目
　

下
相
の
花
と
り
踊
り
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、「
大お
お

世せ

話わ

」
と
い
う
役
が
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
踊
り
手
の
隊
列
と
向
か
い
合
う
形
で
立
ち
、
歌
の
あ
る
踊
り

は
最
初
の
一
節
を
、
一
人
で
歌
い
な
が
ら
踊
る
。
一
節
が
終
わ
る
と
、「
セ
ー
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
他
の
踊
り
手
に
引
き
渡
す
音
頭
取
り
の
役
目
で
あ
る
。

手
に
は
白
い
扇
を
持
っ
て
、
踊
り
手
を
見
な
が
ら
、
歌
が
な
い
場
合
で
も
、
要

所
要
所
で
「
ヘ
イ
」「
コ
リ
ャ
」「
ソ
ー
レ
」「
オ
ッ
」
な
ど
の
掛
け
声
を
か
け
る
。

大
世
話
は
、
踊
り
手
を
長
年
務
め
た
後
、
最
後
の
役
目
と
し
て
指
名
さ
れ
る
。

こ
の
「
大
世
話
」
で
踊
り
手
を
卒
業
す
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
衣
裳
は
楽
と

同
じ
で
あ
る
。

大世話の踊り



−  59  − −  58  −

ア
ー
サ
ー
ノ
ヨ
ー
ス
マ
ガ
ー
ヨ
ー
イ

ヨ
ー
ア
レ
ミ
ー
ヨ
ー
ヤ
ヨ
ー
サ
ー
ソ

ク
ー
ミ
ー
ヤ
マ
ー
ノ
ソ
ツ
ジ
ー
ノ

ハ
ー
ナ
ー
オ
ヨ
ー
ヒ
ト
エ
ー
ダ
ワ

ヨ
ー
ヒ
ト
エ
ー
ダ
ー
ワ
ー
ヨ
ー
シ
ャ
ー
カ

ア
ノ
ー
オ
オ
リ
ー
エ
ー
ダ
マ
タ
ヒ
ー
ト　
　

エ
ー
ダ
ー
ワ
ヨ
ー
ワ
ガ
ミ
ー
ダ
メ

○
み
つ
く
ば
み

ヨ
ー
ハ
ー
ナ
ト
ー
リ
ー
ワ
ー
ヨ
ー
ナ
ー
ヌ

ウ
カ
シ
ョ
ー
ジ
ィ
ー
イ
テ
オ
ト
ス
ー
ナ

タ
ー
チ
ー
ノ
ヨ
ー
セ
ン
ゴ
ー
ゼ
ー
ゾ

ヨ
ー
セ
ン
ゴ
ー
ゼ
ー
ワ
ー
ヨ
ー
ド
ー
コ

オ
ノ
セ
ー
ン
ゴ
ー
ゼ
ゾ
ミ
シ
ョ
ー
ノ

ミ
ー
ド
リ
ノ
ヨ
ー
セ
ン
ゴ
ー
ゼ
ー
ゾ

ヨ
ー
イ
キ
ャ
ミ
ー
ギ
ー
ヨ
ー
ヨ
ー
モ
ー
ド

オ
リ
ャ
ヒ
ー
ダ
ー
リ
ノ
ア
サ
ヒ
ー
ノ

モ
ー
ト
ー
ノ
ヨ
ー
セ
ン
ゴ
ー
ゼ
ー
ゾ

○
ゆ
う
ろ
う

ヨ
ー
マ
ダ
ー
ケ
ー
サ
ワ
ー
ヨ
ー
キ
ー
リ

イ
ノ
ー
サ
ー
イ
チ
ュ
ー
ゾ
シ
ズ
カ
ー
ニ

ト
ー
ベ
ー
ヤ
ー
ヨ
ー
イ
シ
バ
ー
シ
ヲ

ヨ
ー
イ
シ
バ
ー
シ
ー
ノ
ー
ヨ
ー
シ
ー
モ

オ
ノ
セ
ー
ヲ
ミ
ー
ヨ
ヤ
リ
ョ
ー
ウ
マ

ド
ー
シ
ー
ワ
ー
ヨ
ー
キ
タ
ワ
ー
イ
ナ

ヨ
ー
ウ
マ
ド
ー
シ
ー
ワ
ー
ヨ
ー
ド
ー
コ

オ
ノ
ウ
ー
マ
ド
ー
シ
ゾ
ミ
シ
ョ
ー
ノ

ミ
ー
ド
リ
ノ
ヨ
ー
ウ
マ
ド
ー
シ
ゾ

ヨ
ー
イ
キ
ャ
ー
ミ
ー
ギ
ー
ヨ
ー
ヨ
ー
モ
ー
ド

オ
リ
ャ
ヒ
ー
ダ
ー
リ
ー
ノ
ア
サ
ヒ
ー
ノ

ウ
ー
ダ
ー
ノ
ヨ
ー
ウ
マ
ド
ー
シ
ー
ゾ

○
ま
ね
き

ヨ
ー
コ
イ
コ
ー
イ
ー
ト
ー
ヨ
ー
マ
ー
ネ

キ
オ
ー
セ
ー
ダ
ー
ゾ
ジ
ワ
ダ
ー
ノ

ナ
ー
カ
ー
エ
ヨ
ー
マ
ネ
キ
ー
ヨ
セ

ヨ
ー
カ
ケ
ー
レ
ー
バ
ー
ヨ
ー
ド
ー
コ

オ
ガ
ネ
ー
ド
コ
ロ
シ
ロ
ダ
ー
ノ

ナ
ー
カ
ー
ガ
ヨ
ー
ネ
ド
コ
ー
ロ
ゾ

ヨ
ー
ア
ノ
ヤ
マ
デ
ー
ヨ
ー
ク
ー
サ

ア
ギ
ナ
ー
ヨ
ト
ー
ル
ワ
コ
ン
ヤ
ノ

ヨ
ー
メ
カ
ヨ
ー
ム
ス
メ
ー
カ
ー
ヨ

ヨ
メ
ナ
ー
レ
ー
バ
ー
ヨ
ー
ゼ
ー
ヒ

イ
ワ
ゴ
ー
ザ
ラ
ネ
ド
ム
ス
メ
ー
デ

ア
ー
デ
ー
バ
ヨ
ー
モ
ノ
ト
ー
イ
マ
シ
ョ
ー

○
ひ
き
は

ヨ
ー
ヒ
ケ
ヒ
ー
ギ
ー
ギ
ー
ヨ
ー
ヨ
ー
ワ

ア
レ
コ
ー
チ
ャ
ウ
ー
ス
マ
ン
コ
ー
ト

オ
ー
リ
ー
ル
ヨ
ー
キ
ガ
ノ
ー
コ
チ
ャ

ヨ
ー
ヒ
ク
チ
ャ
ー
ヨ
ー
リ
ー
ヨ
ー
オ
ー
リ

イ
ル
コ
ー
チ
ャ
ヨ
ー
リ
モ
ー
セ

ハ
ー
チ
ガ
ー
ヨ
ー
メ
ニ
ツ
ー
イ
タ

ヨ
ー
メ
ニ
ツ
ー
カ
ー
バ
ー
ヨ
ー
ソ
ー
レ

エ
テ
ギ
ョ
ー
メ
セ
ヤ
ヨ
ー
イ
チ
モ
ー
リ

て
踊
り
に
加
わ
っ
て
い
た
。

②
先
投
げ
が
終
わ
る
と
、
太
鼓
の
位
置
を
楽
の
前
に
移
動
し
、
楽
の
四
人
が

各
人
片
手
で
桴
を
持
ち
二
人
ず
つ
内
側
の
手
で
太
鼓
を
叩
く
。
残
り
の
二
人
が

鉦
を
担
当
し
、
歌
は
楽
全
員
で
担
当
す
る
。

一
区
切
り
ご
と
に
、
観
客
か
ら
拍
手
が
あ
り
、
短
い
休
憩
を
取
っ
て
次
の
演

目
に
入
る
。
演
目
の
前
に
は
必
ず
楽
と
踊
り
手
、
大
世
話
の
全
員
が
座
位
に
つ

き
、
大
世
話
の
掛
け
声
で
立
ち
上
が
り
踊
り
が
始
ま
る
。

最
後
の
⑭
ひ
き
は
は
、
他
の
大
太
刀
四
人
も
三
人
の
周
囲
を
回
っ
て
踊
り
花

と
り
踊
り
が
終
了
す
る
。

下
相
の
花
と
り
踊
り
は
、
大
世
話
の
掛
け
声
で
、
楽
も
踊
り
手
も
一
斉
に
動

き
、
き
び
き
び
と
し
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
踊
り
が
展
開
す
る
。

楽と大世話と踊り手

八
　
歌
詞

『
城
川
町
誌
』（
前
掲
）
な
ど
文
献
に
見
る
下
相
の
花
と
り
踊
り
の
歌
詞
は
、

以
下
の
通
り
漢
字
交
じ
り
の
表
記
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
②
先
投
げ
を

例
に
挙
げ
る
。（
歌
詞
の
全
容
は
、
五
〇
頁
を
参
照
）

『
城
川
町
誌
』
の
歌
詞

○
先
状）

（
（ヨ

ー
、
こ
こ
開
け
て
ヨ
ー　

山
を
と
り
開
い
て　

開
け
姿
こ

上
り
ょ
ー
は
ね
こ
え
て
ヨ
ー　

は
ね
越
え
ば
ヨ
ー　

み
よ
の
よ
い
小
女
郎　

こ
ち
よ
れ　

絹
の
褄
着
し
ょ
う　

生
木
綿
ヨ
ー
絹
の
褄
よ
り
早
染
め
し　

麻

の
褄
が
よ
い　

ヨ
ー
あ
れ
見
よ
や　

さ
ん
さ
ん
深
山
の
つ
つ
じ
の
花
を

ヨ
ー　

一
枝
ヨ
ー　

一
枝
は
ヨ
ー　

釈
迦
の
折
枝　

ま
た
一
枝
は
ヨ
ー
我
が

身
た
め

現
在
の
保
存
会
の
歌
詞
（『
下
相
華
と
り
踊
り
』
プ
リ
ン
ト
）

○
先
投
げ

ヨ
ー
コ
コ
ア
ー
ケ
ー
テ
ー
ヨ
ー
ヤ
ー
マ
（
セ
ー
）

ア
オ
ト
オ
ー
リ
ー
キ
ー
テ
ア
ケ
ス
ー
バ

ノ
オ
ー
ボ
オ
ー
リ
ー
ヨ
ー
ハ
ネ
コ
ー
エ
テ

ヨ
ー
ハ
ネ
ェ
ー
コ
ー
エ
ー
バ
ー
ヨ
ー
ミ
ー
メ

エ
ノ
ト
ユ
オ
ー
イ
小
女
郎
コ
チ
ヨ
ー
レ

キ
ー
ヌ
ー
ノ
ヨ
ー
ス
マ
オ
ー
キ
シ
ョ
ー

ヨ
ー
キ
モ
ソ
ー
メ
ー
ヌ
ー
ヨ
ー
キ
ー
ヌ

ウ
ノ
ー
ス
ー
サ
ァ
ヨ
リ
ワ
キ
ゾ
ー
メ
シ
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後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
、
人
手
の
確
保
が
最
優
先
で
あ
る
。

こ
の
地
区
の
保
存
会
の
運
営
方
法
は
、
現
在
多
く
の
地
域
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
人
手
不
足
や
歌
い
手
不
足
の
問
題
を
あ
る
程
度
解
決
で
き
る
一
案
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
下
相
の
方
法
だ
と
、
二
年
毎
に
交
代
す
る
役
員
に
な
れ
ば
、

必
ず
歌
を
覚
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
二
年
間
と
い
う
期
限
が
あ
っ
て
、
花
と

り
踊
り
全
般
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
突
出
し
た
声
自
慢
の

音
頭
が
い
な
く
て
も
、
地
域
の
中
に
経
験
者
が
増
え
る
た
め
継
続
が
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
踊
り
手
も
回
り
太
鼓
の
小
学
生
を
は
じ
め
、
中
学
生
、
高
校
生
が

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
つ
て
の
踊
り
手
経
験
者
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。

現
に
祭
り
当
日
の
収
録
で
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
歌
を
、
再
調
査
し
た
折
、

歌
っ
て
く
れ
た
の
は
偶
然
出
会
っ
た
方
で
、
一
〇
年
以
上
も
前
に
再
度
「
大
世

話
」
を
経
験
し
た
方
だ
っ
た
。
突
出
し
た
熟
練
者
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
経
験

者
が
多
く
い
る
こ
と
は
、
伝
統
継
承
の
一
方
法
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

註（
1
） 『
愛
媛
県
史
』
民
俗
上
（
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
、
昭
和
五
八
年
三
月
三
一
日
発
行
）

四
〇
頁

（
2
） 『
城
川
町
誌
』（
城
川
町
誌
編
集
委
員
会
、
昭
和
五
一
年
九
月
二
〇
日
）
三
七
三
頁

（
3
） 

現
在
は
、
市
町
村
合
併
で
西
予
市
と
な
り
、
市
指
定
と
な
る
。

（
4
） 「
花
取
踊
」
全
般
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
文
化
財
保
護
委
員
会
の
委
員
長
山
崎
誠
一
氏
、

歌
に
つ
い
て
は
西
予
市
役
所
城
川
支
所
の
横
山
哲
也
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

（
5
） 『
愛
媛
県
史
』（
前
掲
書
）
三
九
、
四
一
頁

（
6
） 

和
田
茂
樹
著
『
愛
媛
の
民
俗
芸
能
』（
愛
媛
文
化
双
書
刊
行
会
、
昭
和
四
六
年
一
一
月

一
日
）
一
六
二
頁

（
7
） 

町
誌
に
は
「
先
状
」
と
あ
る
が
、
現
在
は
「
先
投
げ
」
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。（『
前

掲
町
誌
』
三
九
七
頁
）

（
8
） 

日
本
の
民
謡
な
ど
で
、長
く
延
ば
し
て
歌
う
際
の
母
音
の
こ
と
。
例
え
ば
「
と
ー
オ
ー
」

の
オ
の
部
分
。

チ
ャ
ー
シ
ャ
ー
ノ
ヨ
ー
オ
ト
ノ
ー
ヒ
メ

ヨ
ー
イ
ナ
シ
ャ
ー
レ
ー
バ
ー
ヨ
ー
カ
ー
サ

マ
オ
ギ
ョ
ー
イ
ハ
セ
ヤ
オ
ー
ギ
ー
ワ
ー

カ
ー
ゲ
ー
ニ
ワ
ー
ヨ
ー
ナ
ヤ
ス
ー
マ
イ

現
在
の
歌
本
は
右
記
の
よ
う
に
全
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
な
っ
て
い
て
、
当
日

は
カ
ー
ド
状
に
整
理
さ
れ
た
も
の
を
持
っ
て
歌
う
。
最
初
の
一
節
の
囲
ん
だ
部

分
を
大
世
話
が
歌
う
。

カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
実
際
に
歌
う
場
合
の
生
み
字）

8
（

や
引
き
伸
ば
し
の
点
で
は
、

非
常
に
便
利
な
表
記
で
間
違
い
が
起
こ
り
に
く
い
。
多
く
は
各
地
の
民
俗
芸
能

で
音
頭
取
り
が
自
分
の
た
め
に
手
書
き
で
作
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
。

同
じ
「
花
取
踊
」
を
伝
承
し
て
い
る
愛
南
町
正
木
地
区
で
も
音
頭
取
り
が
い
て
、

彼
の
歌
本
も
手
製
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
っ
た
。
下
相
で
は
、
聞
き
取
り
調
査

に
よ
る
と
、
三
〇
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
す
で
に
、
現
在
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
伝
承

さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

歌
詞
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
多
く
の
民
俗
芸
能
に
共
通
す
る
悩
み
が
あ
る
。

各
地
に
残
る
民
俗
芸
能
の
歌
は
、
多
く
が
口
承
に
よ
る
も
の
で
、
題
名
が
同
じ

で
も
共
通
す
る
部
分
、
欠
落
し
て
い
る
部
分
、
別
の
歌
詞
が
挿
入
さ
れ
た
と
推

察
さ
れ
る
部
分
が
あ
り
、
現
存
す
る
資
料
だ
け
で
は
、
正
確
な
原
型
を
見
出
す

の
が
難
し
い
。
一
ヶ
所
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
意
味
が
通
じ
に
く
い
場
合
も
あ

る
。ま

た
、伝
承
の
過
程
で
文
字
化
さ
れ
た
場
合
、そ
の
時
期
や
文
字
化
に
携
わ
っ

た
人
々
に
も
よ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ
る
。

現
在
の
若
い
伝
承
者
た
ち
が
、
歌
詞
の
意
味
を
詳
細
に
理
解
す
る
に
は
、
次

第
に
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
を
押
し
て
継
承
し
て
い
く
た
め

に
は
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
、
ま
た
は
、
ひ
ら
が
な
表
記
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
る
。

音
楽
的
考
察
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
Ⅲ
音
楽
で
ま
と
め
て
記
述
す
る
。

九
　
伝
承
組
織
の
現
状
と
課
題

こ
の
地
区
で
は
花
と
り
踊
り
単
独
の
保
存
会
で
は
な
く
、
下
相
文
化
財
保
護

委
員
会
が
、「
花
と
り
踊
り
」「
念
仏
踊
り
」「
鹿
踊
り
」
の
三
つ
の
民
俗
芸
能

を
総
括
し
て
保
護
し
伝
承
継
続
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
現
在
の
委
員
長
で
あ
る

山
崎
誠
一
氏
に
よ
る
と
、
花
と
り
踊
り
の
役
員
は
六
名
で
構
成
さ
れ
、
二
年
ご

と
に
改
選
さ
れ
る
。
役
員
に
な
る
と
花
と
り
踊
り
全
般
、
す
な
わ
ち
楽
器
や
道

具
の
管
理
、
踊
り
手
の
手
配
な
ど
す
べ
て
の
差
配
が
任
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
日

は
楽
と
し
て
歌
と
太
鼓
と
鉦
、
締
め
太
鼓
を
担
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
特
に
音

頭
取
り
な
ど
の
歌
い
手
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
役
員
が
練
習
を
し
て
全
員
で
任

に
当
た
る
。

事
前
に
行
う
儀
礼
的
な
も
の
は
な
く
、
現
在
は
、
七
月
に
役
員
や
踊
り
手
な

ど
全
員
で
顔
合
わ
せ
を
し
、
踊
り
や
歌
の
練
習
を
始
め
る
。
大
体
、
週
三
回
ぐ

ら
い
の
割
合
で
祭
り
当
日
ま
で
練
習
を
す
る
。
役
員
の
中
に
は
、
か
つ
て
踊
り

手
だ
っ
た
人
も
い
る
し
、
あ
ま
り
経
験
の
な
い
人
も
い
る
た
め
、
歌
は
全
員
が

揃
う
ま
で
、
何
度
も
練
習
を
重
ね
る
。

下
相
は
一
〇
〇
戸
余
り
の
集
落
で
、
上
区
、
下
区
と
あ
る
が
、
花
と
り
踊
り

は
地
区
全
体
で
継
承
し
て
い
る
。

現
在
の
問
題
は
、
や
は
り
後
継
者
不
足
で
あ
る
。
今
年
は
小
学
生
が
回
り
太

鼓
に
新
し
く
加
入
し
、
踊
り
手
も
一
四
人
と
多
か
っ
た
。

以
前
は
大
世
話
を
二
七
・
八
歳
で
務
め
る
と
、
そ
の
後
は
踊
り
手
の
役
目
を

終
え
る
の
だ
が
、
最
近
は
、
役
員
に
な
っ
た
り
、
踊
り
手
に
な
っ
た
り
、「
大

世
話
」
が
再
度
回
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。　
　
　

現
在
も
踊
り
手
不
足
の
関
係
上
、
中
年
に
な
っ
た
人
も
参
加
し
て
い
る
。
今
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二
　
由
来

天
神
花
踊
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
由
来
伝
承
が
語
ら
れ
て
い
る
。
天
正

年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
三
）
に
、土
佐
国
の
長
宗
我
部
元
親
が
宇
和
郡
（
現

在
の
南
予
地
方
）
を
侵
攻
し
、
三
間
盆
地
も
ほ
ぼ
手
中
に
収
め
た
が
、
三
間
盆

地
北
部
に
あ
る
歯
長
（
は
な
が
）
城
は
天
然
の
要
害
で
、
城
主
も
武
勇
に
秀
で

て
い
て
、
城
を
攻
め
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
城
主
の
名
前
に
つ
い

て
具
体
名
が
明
確
に
な
る
記
録
、
伝
承
は
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
の
歯
長
城
は

曽
根
地
区
か
ら
見
て
北
側
に
そ
び
え
る
山
に
あ
っ
た
。

長
宗
我
部
元
親
は
、
思
案
の
末
に
、
家
来
に
命
じ
て
、
毎
夜
、
土
佐
の
名
物

で
あ
る
太
刀
踊
を
踊
ら
せ
た
。
そ
れ
を
見
た
地
元
の
農
民
た
ち
は
、
は
じ
め
は

恐
ろ
し
く
て
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
見
物
す
る
者
が
増
え
、

共
に
踊
り
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
九
月
一
日
に
曽
根
の
天
満
神
社
境
内
に
て
、
伊
予
と
土
佐
の
農
民
が

合
同
で
踊
る
由
が
伝
え
ら
れ
、
踊
り
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
歯
長
城
主
は
、
少

数
の
近
習
を
連
れ
て
見
物
し
て
い
た
。
こ
れ
を
見
て
い
た
元
親
は
号
令
を
出
し
、

歯
長
城
主
を
捕
ら
え
た
。
そ
し
て
鼻
が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
、
つ
い
に
殺
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
で
難
攻
不
落
の
歯
長
城
も
落
城
し
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
地
元
の
者
た
ち
が
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
歯
長
城
主
の
霊
を
慰
め

る
た
め
に
、毎
年
九
月
一
日
に
踊
り
を
催
し
た
。
こ
れ
を
は
じ
め
は
「
鼻
取
踊
」

と
呼
ん
で
い
た
が
、
後
に
「
花
取
踊
」
と
改
め
、
そ
れ
が
呼
び
や
す
い
「
花
踊
」

に
変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
現
在
で
も
、
歯
長
城
主
の
祟
り
を
恐
れ
て
、
歯
長
山
の
見
え
る
場
所

で
は
、
一
切
、
踊
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

三
　
伝
承
組
織
・
状
況

「
曽
根
天
神
花
踊
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、
活
動
が
活
発
で
あ
る
。
少
子
化

の
た
め
、
小
学
生
等
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
保
存
会
の
尽
力
で

参
加
者
を
募
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
文
化
財
指
定
の
状
況
は
、
昭
和
四
〇
年

（
一
九
六
五
）
四
月
二
日
付
で
愛
媛
県
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
五
二

年
一
月
一
一
日
付
で
指
定
替
え
で
愛
媛
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、
天
満
神
社
境
内
に
は
、
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
に
、
伝
承
四
〇

〇
年
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

天神花踊伝承四百年之碑

四
　
期
日
・
場
所

踊
り
の
場
と
な
る
天
満
神
社
は
、
祭
神
を
菅
原
道
真
と
し
、
例
祭
は
一
一
月

二
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
創
建
年
代
は
不
詳
で
、昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）

Ⅱ　

曽そ

根ね

の
天て

ん

神じ
ん

花は
な

踊お
ど
り

�

大
本　

敬
久

一
　
地
区
の
概
要

曽
根
の
天
神
花
踊
は
、
月
遅
れ
の
八
朔
に
あ
た
る
毎
年
九
月
一
日
に
、
愛
媛

県
宇
和
島
市
三み

間ま

町
曽
根
地
区
の
天
満
神
社
境
内
で
行
わ
れ
る
民
俗
芸
能
で
あ

る
。
高
知
県
全
域
か
ら
愛
媛
県
の
山
間
部
（
高
知
県
に
隣
接
す
る
地
域
）
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
太
刀
踊
の
一
種
で
、
地
元
で
は
「
天
神
花
踊
（
て
ん
じ
ん
は
な

お
ど
り
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

曽
根
地
区
は
宇
和
島
市
三
間
町
の
西
部
に
位
置
し
、
北
は
岩
倉
山
を
経
て
則

地
区
と
接
し
て
い
る
。
戦
国
時
代
の
岩
倉
城
跡
（
城
主
は
松
浦
将
監
）
も
残
り
、

地
元
で
は
天
神
花
踊
も
戦
国
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
時
点
で
世
帯
数
六
六
戸
、
人

口
二
五
七
人
で
、
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
世
帯
数
六

〇
戸
、
人
口
一
六
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
三
間
盆
地
は
稲
作
地
帯
で
あ
り
曽
根

に
も
稲
作
農
家
が
多
く
、
養
蚕
、
畜
産
も
盛
ん
で
あ
る
。
平
成
二
四
年
に
は
近

く
に
高
速
道
路
の
松
山
自
動
車
道
、
三
間
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
完
成
し
、
県

庁
所
在
地
の
松
山
市
や
、
宇
和
島
市
中
心
部
へ
の
車
で
の
移
動
が
早
く
な
り
、

曽
根
は
新
興
住
宅
も
増
え
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
る
。

天満神社

天満神社と田園風景

曽
根
の
あ
る
宇
和
島
市
三
間
町
に
は
、
近
世
初
期
成
立
の
農
書
『
親
民
鑑
月

集
』
を
含
む
『
清
良
記
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
国
時
代
に
三
間
で
活

躍
し
た
武
将
の
土
居
清
良
に
関
す
る
軍
記
物
で
あ
り
、
実
際
、
戦
国
時
代
に
は

天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
五
月
に
土
佐
国
（
現
在
の
高
知
県
）
よ
り
、
長
宗
我

部
氏
の
軍
勢
が
三
間
に
侵
入
し
、
土
居
清
良
は
岡
本
城
合
戦
な
ど
で
戦
っ
た
と

い
う
史
実
も
あ
る
。

江
戸
時
代
に
は
曽
根
は
吉
田
藩
領
で
あ
り
、
曽
根
村
と
し
て
氏
神
を
天
満
天

神
宮
、
寺
院
は
天
台
宗
宗
光
寺
で
あ
り
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
成
妙

村
の
大
字
名
と
な
り
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
三
間
町
に
合
併
、
平
成

一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
宇
和
島
市
に
合
併
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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行
き
、
閉
式
の
神
事
を
行
い
、
終
了
と
な
る
。

な
お
、
鎌
を
用
い
た
踊
り
は
、
戦
国
時
代
の
長
宗
我
部
軍
の
太
刀
に
対
抗
し

て
、
在
所
の
農
民
が
鎌
を
持
っ
て
共
に
踊
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
い

わ
れ
る
。

太刀の部（（）

太刀の部（2）

太鼓

鎌の部（（）

鎌の部（2）

鎌の部（大太刀）

ひきは

大太刀３本を納める

に
社
殿
が
焼
失
し
た
が
、
直
ち
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
合
祀
社
は
、
河
内
神
社
、

春
日
神
社
、
荒
神
社
、
杜
神
社
、
神
明
神
社
、
金
刀
比
羅
神
社
、
宮
利
神
社
、

和
霊
神
社
が
あ
る
が
、
明
治
時
代
初
期
の
神
仏
分
離
や
修
験
道
廃
止
に
影
響
さ

れ
た
合
祀
社
は
見
ら
れ
な
い
。
愛
媛
県
内
で
は
愛
南
町
増
田
や
正
木
地
区
の
花

取
踊
は
寺
院
の
境
内
や
権
現
堂
で
実
施
さ
れ
た
り
、
修
験
道
の
影
響
を
感
じ
さ

せ
る
要
素
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
天
神
花
踊
は
、
神
社
の
神
事
芸
能
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。

五
　
芸
能
の
次
第
・
内
容

平
成
二
八
年
九
月
一
日
（
木
）、
午
後
一
時
よ
り
天
満
神
社
拝
殿
に
お
い
て

神
事
が
始
ま
る
。
一
時
二
〇
分
、
天
神
花
踊
の
前
に
、
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ

る
。
こ
れ
が
天
神
花
踊
の
前
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
一
〇
年
代

後
半
以
降
で
あ
ろ
う
が
、
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
踊
り
手
は
小
学
生
女

子
で
あ
る
。
一
時
四
〇
分
、
開
式
太
鼓
と
と
も
に
天
神
花
踊
が
始
ま
る
。
ま
ず

は
踊
り
手
、
太
鼓
、
口
説
き
な
ど
関
係
者
が
お
祓
い
を
受
け
、
保
存
会
会
長
の

挨
拶
が
あ
る
。
そ
し
て
一
時
五
五
分
に
太
刀
の
部
の
「
さ
き
だ
ち
」
が
始
ま
り
、

踊
り
が
本
格
的
に
上
演
さ
れ
る
。

構
成
は
、
か
つ
て
は
口
説
き
が
数
名
、
大
太
鼓
一
名
、
締
太
鼓
一
名
、
踊
り

手
が
大
太
刀
五
名
、
小
太
刀
四
名
、
鎌
二
〇
名
ほ
ど
で
、
青
年
と
少
年
が
踊
っ

て
い
た
。
平
成
二
八
年
に
は
、
口
説
き
が
七
名
で
、
踊
り
手
は
成
年
男
子
五
名
、

高
校
生
二
名
、
中
学
生
二
名
、
小
学
二
か
ら
六
年
生
が
五
名
の
合
計
一
四
名
で

あ
っ
た
。こ
の
一
四
名
を
各
演
目
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
な
が
ら
、踊
っ

て
い
る
。
口
説
き
は
地
区
の
年
配
の
者
が
つ
と
め
る
が
、
平
成
二
八
年
に
は
、

六
七
歳
か
ら
八
二
歳
ま
で
の
七
名
が
神
社
拝
殿
に
て
椅
子
に
座
り
な
が
ら
口
説

い
て
い
た
。

演
目
は
一
四
種
類
あ
る
が
、
太
刀
を
長
柄
に
し
て
、
こ
れ
に
白
紙
の
「
シ
デ
」

を
付
け
、
舞
台
の
周
囲
に
張
ら
れ
た
注
連
縄
を
切
っ
た
り
す
る
。
そ
の
注
連
縄

は
次
の
演
目
が
始
ま
る
ま
で
に
ま
た
結
び
付
け
ら
れ
る
。

大太刀と小太刀

演
目
は
、
大
き
く
「
太
刀
」
踊
り
の
部
、「
鎌
」
踊
り
の
部
に
わ
か
れ
、「
太

刀
」
踊
り
の
部
で
は
、
①
さ
き
だ
ち
、
②
さ
し
あ
い
、
③
く
る
ま
、
④
も
ん
じ

り
、⑤
き
り
あ
げ
、⑥
わ
き
ば
さ
み
、⑦
み
と
う
し
き
の
七
種
あ
る
。
次
に
「
鎌
」

踊
り
の
部
で
は
、
⑧
さ
し
あ
い
、
⑨
く
る
ま
、
⑩
も
ん
じ
り
、
⑪
わ
り
か
ま
、

⑫
と
り
お
い
、⑬
さ
し
あ
い
、以
上
の
六
種
が
あ
り
、最
後
に
一
四
番
目
に
「
ひ

き
」
が
あ
っ
て
全
部
で
一
四
演
目
と
な
る
。

午
後
二
時
三
〇
分
に
「
太
刀
」
踊
り
の
部
が
終
了
し
、
三
五
分
か
ら
「
鎌
」

踊
り
の
部
が
始
ま
る
。
そ
し
て
午
後
三
時
に
「
ひ
き
は
」
と
な
っ
て
踊
り
は
終

了
す
る
。
最
後
に
三
本
の
大
太
刀
を
ま
と
め
て
神
職
に
渡
し
て
拝
殿
に
持
っ
て
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五　

か
も
ば
し
の

か
も
ば
し
の
上
布
の
袂　

今
朝
巻
き
上
げ
た　

細
布
の
げ
ん
ば
ち
布
で
織
ら

れ
ぬ

あ
さ
も
じ
れ
へ
も
じ
れ　

お
さ
竹
に
へ
も
ち
と
り
添
へ

殿
御
に
一
つ
打
た
れ
た　

夕
べ
の
暗
さ
に
お
か
ひ
ら
れ

今
朝
の
寒
さ
に
去
ら
れ
た

六　

ひ
る
い
ち
に

昼
市
に
立
つ
は
く
ぼ
田　

夜
市
に
立
つ
は
催
馬
楽
よ　

催
馬
楽
と
は
殿
の
真

似
し
て

差
し
た
り
さ
し
た
り
刀
差
し　

侍
と
は
名
こ
そ
よ
け
れ　

侍
の
婿
が
ほ
し
く

ば表
へ
塀
を
塗
ら
し
め　

塀
な
り
と
土
塀
な
り
と

七　

よ
い
と
こ
ろ

よ
い
所
涼
み
所　

こ
れ
に
は
御
堂
を
建
て
よ
う
で

切
り
削
り
木
口
揃
え
て　

い
か
な
る
大
工
に
建
て
さ
し
ょ
う

番
匠
は
佐
々
木
弾
正　

木
は
ま
た
春
日
の
神　

樅
の
木
よ

八　

か
み
が
た
の

上
方
の
婿
が
来
る
げ
な　

傘
さ
し
な
が
ら　

櫓
を
押
す

婿
ば
か
り
傘
を
さ
す
か　

舟
子
は
傘
を
さ
さ
ぬ
か

愛
ら
し
の
櫓
を
押
す
姿　

今
こ
そ
ろ
が
い
の
始
め
よ

九　

は
な
よ
か
れ

花
よ
か
れ
紅
よ
か
れ　

下
緒
を
染
め
て　

さ
げ
さ
し
ょ
う

よ
い
下
緒　

長
い
下
緒　

長
く
ば
結
び　

さ
げ
さ
し
ょ
う

一
〇　

ひ
き
は　

ひ
け
ひ
き
ぎ

挽
け
挽
き
木
廻
れ
こ
う
ち
や　

う
す
や
ば
ん
ば
茶　

お
ろ
せ
こ
ば
の
茶

挽
く
茶
よ
り
お
ろ
す
茶
よ
り　

妹
や
茶
を
ひ
く
女
郎
が
目
に
つ
く

目
に
つ
か
ば
受
け
て
召
せ　

召
せ
や
ご
か
ん
の
質
に
取
ら
れ
た

七
　
道
具

大
太
刀
は
す
べ
て
真
剣
で
あ
る
。
日
常
は
保
存
会
で
保
管
、
管
理
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
個
人
が
所
有
、
保
管
し
て
い
た
が
、
平
成
一
〇
年
代
に
国
の
補
助
金

等
を
活
用
し
て
真
剣
を
新
調
し
た
。
そ
れ
ま
で
個
人
が
持
っ
て
い
た
真
剣
は
個

人
保
管
と
な
り
、
新
調
し
た
も
の
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

踊
り
手
の
衣
裳
は
、
背
中
に
「
尚
武
」
の
白
抜
き
文
字
が
あ
り
、
青
で
染
め

ら
れ
て
い
る
。
鉢
巻
き
は
白
色
で
頭
の
後
ろ
で
縛
る
形
で
あ
る
。

注
連
縄
は
、
前
日
ま
で
に
保
存
会
で
綯
う
。
足
は
七
・
五
・
三
の
順
で
あ
る
。

そ
の
注
連
縄
に
榊
の
葉
と
御
幣
を
挟
み
込
ん
で
完
成
さ
せ
る
。

参
考
文
献

三
間
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
三
間
町
誌
』（
三
間
町
、
平
成
六
年
）

六
　
歌
詞

曽
根
の
天
神
花
踊
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
長
年
口
伝
え
で
伝
承
さ
れ
て
き
た

も
の
を
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
郷
土
史
家
の
岡
本
千
戈
が
調
査
し
、

平
仮
名
の
み
で
あ
っ
た
も
の
を
漢
字
ま
じ
り
の
も
の
と
し
て
解
釈
、
記
録
し
た
。

こ
れ
を
昭
和
五
七
年（
一
九
八
二
）に
曽
根
天
神
花
踊
保
存
会
の
清
家
芳
が『
天

神
花
踊
田
歌
詞
調
集
』
と
し
て
整
理
、
校
正
の
上
、
活
字
化
し
た
。
現
在
の
口

説
き
も
、
こ
の
冊
子
を
手
に
し
て
歌
っ
て
い
る
。
そ
の
冊
子
に
記
載
さ
れ
た
歌

詞
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

口説きの７名

一　

さ
き
だ
ち　

こ
こ
あ
け
よ

こ
こ
あ
け
よ
や
ま
通
り
き
ぞ
や
開
け
ず
ば

登
り
跳
ね
越
え
は
ね
越
え
て
此
方
寄
り
添
え

そ
え
や
つ
ま
び
き
着
じ
ょ
う
や
絹
の
褄

着
も
そ
め
ぬ
絹
の
褄
よ
り
着
そ
め
た
麻
の
褄

は
な
と
り
は
七
日
垢
離
し
よ
う

お
と
し
て
く
れ
な
せ
ん
ご
せ

せ
ん
ご
せ
は
ど
こ
の
せ
ん
ご
せ

み
し
ょ
う
の
み
ど
り
の
せ
ん
ご
せ

二　

あ
さ
ゆ
う
に

朝
夕
に
声
を
馴
そ
う　

馴
さ
ぬ
声
は　

寝
声
な
り

よ
い
音
声　

音
声
ど
お
り　

寝
て
呼
ぶ
声
は
寝
声
な
り

声
な
く
ば
か
れ
や
か
そ
う　

黄
金
に
ま
さ
る
あ
か
音
声

三　

ま
だ
け
さ
は

ま
だ
今
朝
は
霧
の
最
中　

そ
ろ
そ
ろ
と
べ
や
石
橋
を

じ
ょ
う
午
年
が
来
た
げ
な　

午
年
は
お
れ
も
午
年

ど
の
午
年
の
こ
と
や
ら　

い
け
ば
右
よ
も
ど
れ
ば
左

四　

け
さ
お
き
て

今
朝
起
き
て
櫓
を
う
ち
か
た
ぎ　

戸
島
が
沖
へ
釣
り
を
し
に
釣
竿
に

目
を
や
ら
い
で
磯
す
る
御
方
に
目
を
や
る　

目
が
つ
が
ば
受
け
て
召
せ
召
せ
や
か
れ
ら
は

質
の
流
れ
よ
質
な
ら
ば　

人
を
か
こ
い
で
質
も
つ
だ
い
に
う
は
が
き

あ
き
ま
じ
の
筆
と
り
お
ろ
し　

た
こ
ば
い
と
は
か
こ
い
で
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い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
西
予
市
野
村
町
内
に
は
、
か
つ
て
は
岡
成
に
近
い
中
筋
の
高
瀬
、
富

野
川
に
も
あ
り
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た

大
正
時
代
中
期
頃
ま
で
野
村
町
東
部
の
惣
川
の
大
久
保
や
小
屋
で
も
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
。

大太刀

小太刀

シデ

三
　
期
日
・
場
所

か
つ
て
は
旧
暦
八
月
五
日
に
、
八
坂
神
社
境
内
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在

で
は
九
月
第
一
土
曜
日
に
岡
成
集
会
所
前
の
グ
ラ
ン
ド
（
ク
ロ
ッ
ケ
ー
場
）
で

行
わ
れ
て
い
る
。
地
区
の
盆
踊
り
も
兼
ね
て
お
り
、
花
取
り
踊
り
が
終
了
す
る

と
、
グ
ラ
ン
ド
で
盆
踊
り
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
地
区
住
民
の
多
く
が
参

加
し
、
花
取
り
踊
り
の
参
加
者
や
観
衆
も
、
集
落
の
規
模
の
割
に
、
多
い
状
況

で
あ
る
。
平
成
二
八
年
は
九
月
三
日
（
木
）
に
行
わ
れ
、
午
後
七
時
か
ら
花
取

り
踊
り
が
行
わ
れ
た
。

踊り手

四
　
伝
承
組
織

「
岡
成
花
取
踊
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
岡
成
の
組
の

Ⅲ　

岡お
か

成な
る

の
花
取
り
踊
り

 

大
本　

敬
久

一
　
地
区
の
概
要

岡
成
の
花
取
り
踊
り
は
、
愛
媛
県
西
予
市
野
村
町
蔵く
ら

良ら

地
区
の
岡
成
に
伝
承

さ
れ
た
太
刀
踊
の
一
種
で
あ
る
。
約
四
〇
〇
年
前
に
落
雷
か
ら
大
火
災
と
な
り

集
落
の
ほ
と
ん
ど
の
民
家
が
消
失
し
、
再
び
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
地
区
住
民
が
神
仏
に
祈
願
し
、
成
年
男
子
が
青
竹
を
持
っ
て
勇
ま
し
く
踊

る
「
三
角
踊
り
」
や
、
大
太
刀
と
小
太
刀
が
音
頭
に
合
わ
せ
軽
快
に
舞
う
踊
り

が
行
わ
れ
、
火
鎮
を
祈
願
す
る
民
俗
芸
能
で
あ
る
。

岡成集会所前

蔵
良
地
区
は
、
西
予
市
野
村
町
の
北
部
に
位
置
し
、
岡
成
、
堂
野
々
、
蔵
良

本
村
の
三
組
に
わ
か
れ
る
。
西
端
を
宇
和
川
支
流
の
富
野
川
が
南
流
し
、
川
の

東
部
に
河
岸
段
丘
上
に
台
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
台
地
上
で
あ
る
た
め
、
比
較

的
水
の
確
保
が
難
し
く
、
生
業
は
稲
作
で
は
な
く
畑
作
が
盛
ん
で
あ
る
。
タ
バ

コ
の
栽
培
、
酪
農
も
多
く
、
か
つ
て
は
養
蚕
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
蔵
良
全
体
で

は
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
段
階
で
世
帯
数
は
九
四
戸
、
人
口
は
四
二
八
人

で
、
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
世
帯
数
は
九
九
戸
、

人
口
三
一
九
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
岡
成
は
世
帯
数
三
七
戸
、
人
口
は

一
二
六
戸
で
あ
る
。

二
　
由
来

江
戸
時
代
初
期
の
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
一
六
二
二
）
の
八
月
五
日
に
、

岡
成
地
区
に
落
雷
が
あ
り
、
一
軒
の
茅
葺
屋
根
の
家
に
落
ち
た
。
ち
ょ
う
ど
風

が
強
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、瞬
く
間
に
周
囲
の
家
々
に
燃
え
移
り
、大
火
と
な
っ

た
。
そ
の
頃
、
成
妙
郷
（
現
在
の
宇
和
島
市
三
間
町
）
に
て
、
火
を
忌
み
嫌
う

と
さ
れ
る
「
花
取
踊
」
が
あ
る
こ
と
知
り
、
岡
成
の
組
頭
が
住
民
に
諮
り
、
大

火
か
ら
一
周
年
に
あ
た
る
八
月
五
日
に
祇
園
牛
頭
天
皇
社（
現
在
の
八
坂
神
社
）

に
て
盛
大
に
奉
納
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。な
お
、『
愛
媛
県
史　

民
俗
下
』

に
は
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
三
）
に
土
佐
の
太
刀
踊
が
隣
の
宇
和

島
市
三
間
町
に
伝
わ
り
、
岡
成
へ
は
行
商
人
か
ら
習
い
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
伝

承
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
大
火
か
ら
時
を
経
ず
し
て
伝
え
ら

れ
た
伝
承
と
共
通
す
る
。
岡
成
で
は
一
六
三
〇
年
代
ま
で
に
は
三
間
方
面
か
ら

伝
習
し
た
と
推
定
で
き
る
。
愛
媛
県
内
で
は
花
取
踊
の
伝
播
の
系
譜
や
時
代
が

明
確
な
事
例
は
少
な
く
、
こ
の
岡
成
の
起
源
伝
承
に
よ
っ
て
、
愛
媛
県
内
（
伊

予
国
）
に
お
い
て
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
既
に
各
地
で
花
取
踊
が
踊
ら
れ
て
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大太刀と小太刀（3）

三角踊り（（）

三角踊り（2）

六
　
歌
詞

岡
成
の
花
取
り
踊
り
の
歌
詞
は
一
二
番
ま
で
あ
り
、
以
下
の
通
り
と
な
っ
て

い
る
。
地
元
出
身
の
郷
土
史
家
・
西
園
寺
源
透
に
よ
れ
ば
、
原
本
不
明
で
あ
る

が
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
書
写
本
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代

末
期
に
は
以
下
の
よ
う
な
歌
詞
が
唄
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
、�

「
花
取
り
の
七
日
浄
じ
て
落
と
し
て
く
れ
な
、
せ
ん
ご
ぜ
、
せ
ん
ご
ぜ

は
何
処
の
せ
ん
ご
ぜ
、
御
荘
緑
の
せ
ん
ご
ぜ
」

二
、�

「
ま
だ
今
朝
は
霧
の
最
中
、
静
か
に
飛
べ
や
石
橋
、
石
橋
の
下
の
瀬
を

見
よ
、
は
や
早
馬
が
馳
せ
来
る
」

三
、�

「
島
川
の
土
囲
の
表
に
流
る
る
水
は
良
い
水
、
良
い
水
で
酒
を
造
り
て

思
う
に
、
杓
を
取
ら
せ
よ
」

四
、�

「
早
よ
飛
べ
よ
き
じ
の
牝
鳥
、
後
ろ
か
ら
野
火
が
焼
け
来
る
、
焼
け
来

て
も
焼
け
て
死
の
う
と
も
一
二
の
卵
諸
共
」

五
、�

「
あ
の
奥
で
、
さ
さ
げ
菜
を
摘
む
紺
屋
の
嫁
か
娘
か
、
嫁
な
れ
ば
お
よ

び
や
御
座
ら
ぬ
、
娘
で
あ
れ
ば
も
の
を
問
う
」

六
、�

「
松
恋
し
、
小
松
恋
し
や
小
松
で
流
行
る
小
袴
」

七
、�

「
身
が
殿
は
上
へ
お
の
ぼ
り
、
は
よ
吹
き
戻
せ
神
風
、
神
風
は
七
日
こ

そ
吹
け
、
身
が
里
風
は
百
日
」

八
、�

「
こ
の
奥
の
さ
ん
く
の
深
山
に
色
良
い
花
が
二
枚
一
枝
は
し
や
か
に
祈

り
上
げ
、
ま
た
一
枝
は
身
が
殿
」

九
、�

「
こ
ち
こ
ち
と
招
き
寄
せ
ま
す
代
田
の
中
の
寝
所
若
け
れ
ば
何
処
も
寝

所
代
田
の
中
も
寝
所
」

一
〇
、「
川
辺
で
寝
よ
い
も
の
ぞ
や
、
柳
が
物
を
い
わ
ば
や
柳
が
も
の
を
い
わ

ば
や
折
た
た
き
、
八
重
に
問
え
ど
も
、
柳
が
も
の
を
い
は
ば
や
」

中
に
「
岡
成
分
館
」
と
い
う
青
年
、
壮
年
主
体
の
組
織
が
あ
り
、
こ
こ
が
花
取

り
踊
り
の
準
備
、
運
営
を
主
体
的
に
行
っ
て
い
る
。

五
　
芸
能
の
次
第
・
内
容

青
年
、
壮
年
男
子
一
二
名
が
大
太
刀
、
少
年
男
子
、
女
子
一
二
名
が
小
太
刀

を
持
っ
て
踊
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
二
八
年
は
少
子
化
の
影
響
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
九
名
で
踊
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
大
太
刀
は
中
学
生
以
上
、
小

太
刀
は
小
学
生
が
担
っ
て
い
る
。
歌
い
手
は
壮
年
男
子
が
担
い
、
家
族
三
世
代

で
参
加
し
て
い
る
家
も
あ
る
。

衣
裳
は
、
裃
を
着
て
、
扇
子
を
持
ち
、
鉦
、
拍
子
木
、
太
鼓
で
踊
る
。
大
太

刀
は
、
頬
被
り
を
し
、
黒
の
た
す
き
で
、
帯
を
左
に
垂
ら
す
。
小
太
刀
は
小
学

生
が
踊
り
手
に
な
り
、
現
在
は
女
子
も
参
加
し
て
い
る
。
ね
じ
り
鉢
巻
き
で
女

性
の
着
物
を
着
て
踊
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

鉦・太鼓

会場の全景

大
太
刀
と
小
太
刀
に
分
か
れ
て
、
左
手
に
シ
デ
を
持
ち
、
右
手
に
小
さ
い
刀

を
持
っ
て
、
大
太
刀
と
小
太
刀
一
人
ず
つ
を
一
組
と
し
て
、
二
列
横
隊
で
並
ん

で
踊
る
。
歌
は
大
太
鼓
を
叩
き
、
先
音
頭
が
音
頭
を
と
れ
ば
、
後
音
頭
が
唄
い
、

こ
れ
を
繰
り
返
す
。

な
お
、大
太
刀
、小
太
刀
が
中
心
で
、他
の
地
域
の
花
取
踊
で
見
ら
れ
る
「
鎌
」

は
見
ら
れ
な
い
。

花
取
り
踊
り
の
最
初
と
最
後
に
「
三
角
踊
り
」
が
行
わ
れ
る
。
鉦
、
太
鼓
の

テ
ン
ポ
が
速
く
、
踊
り
手
の
成
年
男
子
三
名
が
三
角
の
形
で
踊
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
一
間
（
一
・
八
㍍
）
ほ
ど
の
青
竹
（
シ
デ
）
を
持
ち
、
竹
に
は
両
端

に
何
十
枚
も
の
色
紙
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
テ
ン
ポ
が
速
い
た
め
途
中
疲
れ
て

く
る
と
、
次
々
に
踊
り
手
が
交
替
し
な
が
ら
、
続
け
て
い
く
迫
力
の
あ
る
踊
り

で
あ
る
。
歌
詞
が
あ
っ
た
り
、
問
答
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
竹
を
振
り
な

が
ら
踊
る
様
子
は
、
愛
南
町
増
田
の
花
取
踊
に
見
ら
れ
る
「
さ
い
払
い
（
山
伏

問
答
）」
に
共
通
す
る
要
素
と
も
い
え
る
。

大太刀と小太刀（（）

大太刀と小太刀（2）
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Ⅳ　

正ま
さ

木き

の
花
と
り
踊
り

 

大
本　

敬
久

一
　
地
区
の
概
要

正
木
の
花
と
り
踊
り
は
、
毎
年
旧
暦
一
〇
月
一
八
日
に
、
愛
媛
県
南
宇
和
郡

愛
南
町
正
木
地
区
内
の
三
ヶ
所
で
奉
納
さ
れ
る
民
俗
芸
能
で
あ
る
。
増
田
の
花

取
踊
を
伝
承
す
る
増
田
地
区
と
同
じ
愛
南
町
内
で
あ
る
が
、
上
演
さ
れ
る
時
期

や
扮
装
な
ど
異
な
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
正
木
、
増
田
の
双
方
と
も
、
ど
ち
ら
か

か
ら
伝
習
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
伝
承
は
確
認
で
き
ず
、
伝
播
の
歴
史
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
。

正
木
地
区
は
愛
南
町
の
南
部
に
位
置
し
、
霊
山
で
あ
る
篠さ
さ

山や
ま

（
標
高
一
〇
六

四
㍍
）
か
ら
流
れ
る
篠
川
が
高
知
県
宿
毛
市
と
の
県
境
に
な
っ
て
い
る
。
正
木

に
あ
る
篠
山
小
中
学
校
は
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
、
高
知
県
宿
毛
市
の
共
同

組
合
立
で
あ
り
、
高
知
県
宿
毛
側
と
正
木
地
区
の
子
ど
も
達
が
通
っ
て
い
る
。

旧
庄
屋
が
蕨
岡
家
で
あ
り
、
こ
の
庄
屋
邸
に
は
町
天
然
記
念
物
「
戸
た
て
ず

の
大
楠
」
が
あ
り
建
物
自
体
も
国
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
愛
南
町
付
近
に
は
、
江
戸
時
代
に
四
国
八
十
八
ヶ
所
を
巡
る
遍
路
が
通

る
遍
路
道
が
三
本
あ
り
、
一
つ
は
海
岸
部
を
北
上
す
る
灘
（
な
だ
）
道
、
一
つ

は
一
本
松
か
ら
宇
和
島
へ
山
間
部
を
ほ
ぼ
北
上
す
る
中
（
な
か
）
道
、
そ
し
て

も
う
一
つ
が
正
木
地
区
を
通
っ
て
、
篠
山
を
登
り
、
現
在
の
宇
和
島
市
津
島
町

岩
渕
の
満
願
寺
付
近
に
到
る
篠
山
（
さ
さ
や
ま
）
道
が
あ
っ
た
。
自
動
車
道
が

整
備
さ
れ
る
明
治
時
代
後
期
以
前
に
は
、
遍
路
も
日
常
的
に
通
る
街
道
筋
で
も

あ
り
、
ま
た
霊
山
篠
山
の
地
元
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
仏
教
、
神
道
、
修
験
道
、

様
々
な
宗
教
施
設
が
残
っ
て
い
る
。
篠
山
に
は
現
在
、
山
頂
近
く
に
篠
山
神
社

が
あ
る
が
、
も
と
は
真
言
宗
の
観
世
音
寺
と
い
う
名
刹
が
あ
り
、
篠
山
権
現
を

管
理
し
て
い
た
。
し
か
し
明
治
時
代
初
期
の
神
仏
分
離
、
修
験
道
廃
止
に
よ
り
、

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
篠
山
権
現
は
篠
山
神
社
と
な
り
、
観
世
音
寺
は
荒

廃
し
、
本
尊
や
什
物
は
山
か
ら
里
側
の
正
木
に
降
ろ
さ
れ
、
歓
喜
光
寺
の
近
く

に
正
木
権
現
堂
を
建
立
し
、
そ
こ
で
保
管
、
祭
祀
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在

に
到
っ
て
い
る
。

正
木
地
区
は
江
戸
時
代
に
は
正
木
村
で
、
宇
和
島
藩
が
宝
永
三
年
（
一
七
〇

六
）
に
作
成
し
た
『
大
成
郡
録
』
に
は
家
数
六
七
軒
、
人
口
三
四
六
人
と
な
っ

て
い
る
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
は
一
本
松
村
の
、
ま
た
昭
和
三
〇

年
代
に
一
本
松
町
の
大
字
と
な
り
、
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
年
の
町
村
合

併
に
よ
り
、
愛
南
町
の
大
字
と
し
て
現
在
に
到
っ
て
い
る
。
平
成
二
二
年
国
勢

調
査
に
よ
れ
ば
、
世
帯
数
は
一
二
〇
戸
、
人
口
は
三
〇
一
人
で
あ
る
。
生
業
は

農
林
業
が
主
で
、
稲
作
、
椎
茸
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。

正木権現堂

戸たてずの大楠

一
一
、「
花
咲
い
て
、
な
れ
や
山
椒
お
寺
の
庭
の
に
お
い
木
、
に
お
い
木
に
な

り
も
し
ま
し
ょ
が
、
お
寺
の
に
お
い
木
に
ゃ
よ
う
な
ら
ぬ
」

一
二
、「
鎌
倉
の
茶
屋
を
通
れ
ば
、み
め
よ
い
女
郎
が
茶
を
汲
む
、ひ
く
茶
よ
り
、

お
ろ
す
粉
茶
よ
り
み
め
よ
い
女
郎
が
目
に
つ
く
」

参
考
文
献

愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
媛
県
史　

民
俗
編
下
』（
愛
媛
県
、
昭
和
五
九
年
）

野
村
町
誌
編
纂
委
員
会
『
野
村
町
誌
』（
野
村
町
、
平
成
九
年
）
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れ
る
。
長
年
、
花
と
り
踊
り
に
関
与
す
る
宗
教
者
は
歓
喜
光
寺
の
住
職
で
あ
り
、

本
年
度
の
聞
き
取
り
で
も
、
か
つ
て
修
験
者
、
山
伏
が
祭
り
に
参
加
す
る
な
ど

関
与
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、『
宇
和
地
帯

の
民
俗
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）
に
よ
る
と
、「
御
在
所
」
に
山
本
家

と
い
う
修
験
の
家
が
あ
り
、
そ
の
山
本
家
を
中
心
に
二
人
の
山
伏
に
よ
る
「
サ

ヤ
ハ
ラ
イ
」
行
事
が
正
木
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
か
つ
て
は
演
じ
る
場
所
は
、
篠
山
の
頂
上
や
、
そ
の
近
く
に
あ
る
「
踊
り

駄
馬
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
、
あ
と
、
篠
山
の
旧
登
山
道
の
入
口
で
あ
る
「
御
在

所
」
で
も
演
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
後
は
篠
山
に
登
っ
て
ま
で
演
じ
て

は
い
な
い
と
い
う
。
た
だ
し
、花
と
り
踊
り
の
準
備
と
し
て
、「
当
人
」に
あ
た
っ

た
者
は
、
旧
篠
山
登
山
道
の
道
草
刈
り
（「
ミ
チ
ガ
リ
」
と
呼
ぶ
）
を
行
っ
て

い
た
。
二
の
鳥
居
か
ら
駐
車
場
ま
で
の
約
五
㌔
と
い
う
長
い
距
離
で
あ
る
。
通

常
は
道
草
刈
り
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
行
わ
れ
る
が
、
一
一
月
中
旬
頃
に
行
わ

れ
る
の
は
珍
し
く
、
正
木
の
花
と
り
踊
り
が
篠
山
を
重
要
視
し
て
現
在
で
も
行

わ
れ
て
い
る
証
左
と
い
え
る
。

五
　
芸
能
の
次
第
・
内
容

平
成
二
八
年
の
場
合
、
午
前
九
時
に
、
踊
り
手
が
、
歓
喜
光
寺
か
ら
近
い
篠

川
の
「
ア
ワ
タ
テ
渕
」
に
て
住
職
の
清
め
の
塩
払
い
の
後
、
水
垢
離
を
行
っ
て

い
る
。
全
員
が
入
る
わ
け
で
は
な
く
、
代
表
者
が
入
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
関
係
者
全
員
が
水
垢
離
し
て
い
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
祭
礼
ま
で
の

七
日
間
は
精
進
潔
斎
し
、
全
裸
で
水
垢
離
し
て
い
た
と
も
い
う
が
、
現
在
で
は

二
日
前
に
「
笠
ぞ
ろ
い
（
カ
サ
ゾ
ロ
エ
と
も
い
う
）」
と
い
う
集
会
所
で
行
う

総
練
習
の
際
と
、
当
日
の
朝
の
み
に
な
っ
て
い
る
。

篠
川
で
水
垢
離
し
た
あ
と
、
歓
喜
光
寺
に
戻
っ
て
、
豆
腐
と
酒
の
み
の
精
進

料
理
を
食
べ
、
こ
れ
を
「
出
立
の
料
理
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
花
と
り

踊
り
の
衣
裳
に
着
替
え
、
午
前
一
〇
時
か
ら
正
木
権
現
堂
に
て
、
歓
喜
光
寺
の

住
職
が
読
経
、
水
で
の
清
め
の
あ
と
、
踊
り
が
始
ま
る
。
正
木
権
現
堂
前
に
は
、

四
本
の
柱
（
シ
イ
の
木
）
を
立
て
、
そ
れ
を
注
連
縄
を
張
っ
て
め
ぐ
ら
せ
る
。

注
連
縄
の
足
は
一
、
五
、
三
の
連
続
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
当
人
が
準
備
を
す
る
。

中
央
に
白
と
黒
の
幟
を
立
て
、
鉦
、
歌
、
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊
る
。
白
い
幟
に

は
「
元
笹
山
大
権
現
宝
前
奉
修
花
取
踊
大
法
楽
最
修
修
抜
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
柱
、
注
連
縄
、
幟
は
、
次
の
上
演
場
所
へ
移
動
、
設
営
さ
せ
る
の
で
、

比
較
的
簡
略
で
あ
る
。

演
目
は
、
ま
ず
は
住
職
に
よ
る
清
め
、
塩
払
い
が
あ
り
、
①
イ
レ
ハ
、
②
長

刀
踊
り
、
③
大
太
刀
と
鎌
で
踊
る
と
い
っ
た
三
演
目
で
あ
る
。
同
じ
愛
南
町
増

田
の
花
取
踊
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
山
伏
問
答
は
見
ら
れ
な
い
。

踊
り
手
は
成
人
男
性
一
二
人
、
鉦
叩
き
は
三
人
で
比
較
的
年
配
の
方
が
担
う
。

う
ち
一
人
が
唄
い
手
で
あ
る
。
太
鼓
は
少
年
二
人
（
平
成
二
八
年
は
、
小
学
四

年
生
、
六
年
生
が
一
名
ず
つ
）
の
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
平
成
二

八
年
に
は
踊
り
手
不
足
の
た
め
、
一
〇
人
で
踊
っ
て
い
る
。

水垢離

出立の料理

二
　
由
来

由
来
・
起
源
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
篠
山
修
験
道
に
関
す
る
芸
能
と

し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
増
田
地
区
の
花
取
踊
の
よ
う
に

山
伏
問
答
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
正
木
権
現
堂
が
、
明
治
時
代
初
期
の
篠
山

権
現
の
荒
廃
で
移
動
し
て
き
た
経
緯
や
、
現
在
で
も
篠
山
を
重
視
し
た
準
備
、

運
営
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は

確
実
性
が
高
い
。『
一
本
松
町
史
』
に
は
、
花
賀
と
い
う
悪
者
に
村
を
荒
ら
さ

れ
難
儀
し
た
人
々
が
、
花
取
踊
の
戦
術
を
使
っ
て
討
ち
取
っ
た
。
そ
の
後
に
福

が
起
こ
り
、
篠
山
に
十
一
面
観
音
菩
薩
を
祀
り
、
毎
年
旧
暦
一
〇
月
一
八
日
に

花
取
踊
を
踊
っ
て
、
花
賀
の
霊
を
慰
め
た
の
が
起
源
で
あ
る
と
記
し
、「
花
賀

踊
り
」
が
転
じ
て
「
花
取
踊
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
ら
を

実
証
す
る
史
料
や
伝
承
は
十
分
に
確
認
が
で
き
な
い
。
起
源
が
江
戸
時
代
に
は

遡
る
が
、
戦
国
時
代
ま
で
遡
る
の
か
は
今
後
の
検
討
課
題
と
い
え
る
。
ま
た
、

花
と
り
踊
り
の
伝
播
に
つ
い
て
も
、正
木
か
ら
他
地
域
に
教
え
た
と
か
、教
わ
っ

た
と
い
う
記
録
、
伝
承
も
見
ら
れ
な
い
。

三
　
伝
承
組
織
・
状
況

花
と
り
踊
り
は
、
正
木
地
区
の
年
間
の
一
行
事
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

花
と
り
踊
り
に
関
す
る
役
員
も
地
区
の
役
員
が
受
け
持
ち
、
区
長
、
総
代
、
書

記
の
地
区
三
役
と
組
長
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
一
年
ご
と
に
順
番

に
一
〇
か
ら
一
五
軒
が
「
当
人
（
ト
ウ
ニ
ン
）」
と
し
て
運
営
や
準
備
に
あ
た

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
当
人
」
に
よ
る
当
番
制
度
は
、
現
在
も
継
続

さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
八
年
は
正
木
地
区
の
八
つ
の
組
（
ジ
ョ
ウ
カ
イ
・
常
会
）

の
う
ち
本
村
と
宮
ノ
川
、
合
わ
せ
て
一
五
戸
が
当
人
を
務
め
た
。

踊
り
手
、
鉦
叩
き
、
太
鼓
は
男
性
が
行
う
と
い
う
こ
と
以
外
に
特
に
制
限
は

な
く
、
年
齢
も
加
入
年
齢
や
脱
退
年
齢
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
か

つ
て
は
、
踊
り
手
を
出
す
家
は
限
ら
れ
、
そ
の
長
男
が
踊
っ
て
い
た
が
、
現
在

で
も
そ
の
遺
風
を
残
す
も
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
縛
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
生
ま
れ
の
男
性
が
、
小
学
三
年
生
で
太

鼓
を
叩
き
、
そ
の
後
、
踊
り
手
に
な
っ
た
が
、
途
絶
え
た
り
、
中
止
し
た
り
し

た
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
戦
後
も
継
続
し
て
現
在
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。

な
お
現
在
、
花
と
り
踊
り
は
、
愛
媛
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
伝
承
・
保
護
の
た
め
に
「
正
木
花
と
り
踊
り
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、

地
区
長
が
会
長
を
務
め
て
い
る
。

四
　
期
日
・
場
所

毎
年
旧
暦
一
〇
月
一
八
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
も
と
も
と
は
篠
山

権
現
（
観
音
菩
薩
）
の
祭
日
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
平
成
二
八
年
は
、
一

一
月
一
七
日
（
木
）
に
実
施
さ
れ
た
。
旧
暦
を
守
る
形
で
継
承
さ
れ
て
お
り
、

新
暦
や
週
末
へ
の
開
催
日
の
移
行
等
に
つ
い
て
は
、
地
元
で
特
に
議
論
は
な
く
、

今
後
も
旧
暦
開
催
が
続
き
そ
う
な
状
況
で
あ
る
。
戦
時
中
に
は
旧
暦
三
月
一
八

日
に
踊
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、不
幸
が
続
き
、す
ぐ
に
一
〇
月
一
八
日
に
戻
っ

た
と
い
う
話
も
あ
る
。

演
じ
ら
れ
る
場
所
は
、
現
在
で
は
、
正
木
権
現
堂
前
、
歓
喜
光
寺
境
内
、
旧

庄
屋
蕨
岡
家
の
庭
の
以
上
三
ヶ
所
で
あ
る
。
な
お
、
蕨
岡
家
が
あ
る
付
近
を
地

元
で
は
「
本
村
」
と
い
い
、
歓
喜
光
寺
が
あ
る
付
近
を
「
権
現
町
」
と
呼
ん
で

い
る
。
歓
喜
光
寺
は
曹
洞
宗
で
あ
り
、
篠
山
権
現
は
真
言
宗
系
修
験
道
で
も
あ

る
た
め
、
宗
派
が
異
な
り
、
歓
喜
光
寺
近
く
に
権
現
堂
を
祀
っ
た
も
の
と
思
わ
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正木権現堂前での鉦と太鼓（（）

正木権現堂前での「長刀踊り」

正木権現堂前での「大太刀」と「鎌」の踊り

歓喜光寺境内

蕨岡家の庭

鉦叩き

六
　
道
具

道
具
は
、
長
刀
と
、
大
太
刀
、
鎌
で
あ
り
、
そ
れ
に
色
紙
を
切
っ
て
房
に
し

た
も
の
を
付
け
て
い
る
。
こ
れ
を
「
ハ
ナ
（
花
）」
と
呼
ん
で
お
り
、
花
と
り

踊
り
の
語
源
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
材
料
と
い
え
る
。
長
刀
と
太
刀
は
昭
和
四

〇
年
代
半
ば
ま
で
は
真
剣
を
用
い
て
い
た
が
現
在
は
模
造
刀
で
あ
り
、
鎌
も
ス

テ
ン
レ
ス
製
と
な
っ
て
い
る
。

衣
裳
は
、
踊
り
手
が
、
野
袴
、
鎧
、
背
に
篠
山
権
現
の
紋
の
入
っ
た
陣
羽
織

を
着
て
、
赤
色
の
鉢
巻
に
手
甲
、
脚
絆
を
着
け
て
、
草
履
を
履
く
。
鉦
叩
き
は
、

着
物
に
股
引
、
羽
織
に
陣
笠
を
つ
け
て
、
草
履
を
履
く
。
太
鼓
は
、
女
性
用
の

着
物
に
た
す
き
掛
け
を
し
て
化
粧
を
す
る
。

白幟

正木権現堂前

踊
り
は
、
ま
ず
幟
を
中
心
に
踊
り
手
が
円
陣
を
組
ん
で
座
る
。
そ
こ
に
住
職

が
水
で
踊
り
場
を
清
め
て
ま
わ
り
、
そ
の
後
に
踊
り
が
始
ま
る
。

ま
ず
は
「
イ
レ
ハ
」
で
あ
る
。
円
形
に
な
っ
た
踊
り
手
が
中
央
の
幟
に
向
っ

て
踊
る
。
こ
の
時
の
歌
詞
は
「
ア
ー　

コ
コ　

ア
ケ
ヨ
ヤ
ア
マ
ン
オ
ト
オ
リ
シ

テ
ヤ　

ア
ケ
ズ
ハ　

ノ
ー
ボ
リ
ハ
ネ
コ
エ
」
で
あ
る
。
意
味
は
地
元
で
も
不
明

と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、「
長
刀
踊
り
」
で
あ
る
。
全
員
が
長
刀
を
持
ち
、
九
種
の
形
を
踊
る
。

九
種
の
形
と
は
、
ま
ず
ム
ト
ウ
、
フ
リ
ム
ク
イ
、
サ
カ
テ
の
三
種
で
一
休
み
す

る
。
こ
の
時
の
歌
詞
は
「
ゼ
ン
ゴ
ウ
ゼ
ハ　

マ
ン
ノ
テ
キ
キ　

オ
サ
ヨ
リ
マ
エ

ニ　

エ
ヲ
カ
ク
オ
サ
モ
ジ
レ
ヤ　

ヘ
モ
ジ
レ
ハ　

オ
ル
ハ
テ
ン
バ
チ　

ヌ
ノ
ニ

ナ
ラ
ヌ
」
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
キ
リ
ツ
ケ
、
オ
リ
シ
キ
、
ヌ
ケ
ア
シ
の
三
種

の
形
が
演
じ
ら
れ
一
休
み
す
る
。
こ
の
時
の
歌
詞
が
「
ト
ロ
ト
ロ
ト　

ケ
エ
ア

ン
ア
ネ
コ
ヤ　

シ
イ
テ
ヤ
タ
ケ
ノ
ネ　

オ
ホ
ル
ハ
ラ
マ
ズ
メ　

ウ
マ
ズ
メ
ハ
タ

ア
ケ
ン
ゲ
ノ
ネ
ヨ　

オ
オ
ル
ネ
カ
ラ　

オ
ン
ナ
コ
ニ
ヤ
ジ
ャ
ニ
ナ
レ　

ジ
ャ
ニ

ナ
ロ
ウ
ト
ヒ
ン
ジ
ャ
ニ
ナ
ル
ナ　

ナ
レ
ヨ
ト
ク
ジ
ャ
ニ
ナ
リ
テ　

ト
ク
ト
オ

レ
」
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
に
ナ
ガ
ミ
セ
、
ク
ル
マ
、
エ
ブ
リ
の
三
種
の
形
（
こ

れ
で
合
計
九
種
の
形
）
を
演
じ
る
。
歌
詞
は
「
ヒ
ケ
ヒ
ケ
ヨ　

ケ
エ
ア
ン
ネ
コ

ヤ　

ウ
ウ
ス
ヤ
バ
ン
バ　

ア
ト
オ
ロ
セ
ヤ　

コ
バ
ノ
サ
ヤ
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
「
イ
レ
ハ
」、「
長
刀
踊
り
」
の
次
に
、「
大
太
刀
」
と
「
鎌
」
の
踊

り
が
あ
る
。
踊
り
手
が
大
太
刀
と
鎌
で
半
々
に
分
か
れ
、
太
刀
と
鎌
の
組
が
向

い
あ
っ
て
、
斬
り
あ
い
な
が
ら
九
種
の
形
を
踊
る
。
そ
の
九
種
と
は
、
ム
ト
ウ
、

ヨ
ツ
ギ
リ
、
ツ
キ
ア
ゲ
、
ア
シ
カ
リ
、
マ
ネ
キ
、
ハ
リ
ノ
ケ
、
ネ
ジ
キ
リ
、
カ

リ
カ
マ
、
ヒ
キ
ス
テ
で
あ
る
。
こ
の
九
種
と
も
大
太
刀
と
鎌
は
勝
負
を
し
て
、

結
果
、
鎌
が
勝
つ
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
太
刀
が
武
士
、
鎌

が
農
民
を
表
す
と
も
地
元
で
は
い
わ
れ
る
。

踊
り
が
す
べ
て
終
わ
る
と
「
戸
た
て
ず
の
大
楠
」（
町
天
然
記
念
物
、
樹
齢

約
九
〇
〇
年
、
弘
法
大
師
が
植
え
た
と
の
言
い
伝
え
も
あ
る
）
の
洞
の
中
に
、

花
と
り
踊
り
で
使
用
し
た
注
連
縄
を
放
り
込
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
で

も
行
わ
れ
て
い
る
。
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Ⅴ　

節せ
つ

安や
す

の
花
と
び
踊
り

�

大
本　

敬
久

一
　
地
区
の
概
要

節
安
の
花
と
び
踊
り
は
、
愛
媛
県
北
宇
和
郡
鬼き

北ほ
く

町
大
字
父
野
川
上
に
て
毎

年
旧
暦
一
月
一
六
日
に
行
わ
れ
る
太
刀
踊
の
一
種
で
あ
る
。
大
字
父
野
川
上
に

「
節
安
」
地
区
が
あ
り
、
鬼
北
町
（
合
併
前
は
日
吉
村
）
の
最
奥
地
で
あ
る
。

古
く
か
ら
節
安
は
一
六
戸
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）

の
い
わ
ゆ
る
「
三
八
豪
雪
」
で
積
雪
が
所
に
よ
っ
て
は
一
㍍
五
〇
㌢
を
越
え
、

交
通
は
長
期
間
遮
断
さ
れ
、
主
幹
の
生
業
で
あ
る
林
業
に
大
き
な
被
害
が
出
た
。

ま
た
、
同
年
夏
に
記
録
的
な
集
中
豪
雨
で
追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
、
そ
れ
を
機

に
離
村
す
る
家
が
出
て
き
て
、
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
に
七
戸
が
残
っ
て

い
た
が
、
協
議
の
結
果
、
集
団
離
村
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
移
転
先
は
旧
日

吉
村
の
役
場
の
あ
る
下
鍵
山
に
住
宅
団
地
を
形
成
し
て
、
そ
こ
に
移
っ
た
。
節

安
の
林
野
は
一
三
六
〇
㌶
に
及
ぶ
広
大
な
面
積
で
あ
っ
た
が
、
林
地
は
離
村
し

た
旧
住
民
が
通
勤
林
業
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。

二
　
由
来

地
元
の
伝
説
に
よ
れ
ば
、
戦
国
時
代
に
高
貴
な
身
分
の
落
人
が
、
難
産
の
た

め
に
苦
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
救
う
た
め
に
、
長
宗
我
部
元
親
の
家
臣

の
武
士
達
と
、
地
元
の
農
民
が
花
と
び
踊
り
を
踊
り
、
節
安
に
あ
る
薬
師
堂
に

安
産
祈
願
を
し
た
。
女
性
は
女
児
を
出
産
し
た
も
の
の
、
産
後
の
病
気
で
母
子

と
も
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
地
元
の
住
民
は
手
厚
く
葬
っ
て
、
薬
師
堂
の

脇
に
母
子
地
蔵
を
建
立
し
、
そ
の
霊
を
祀
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
よ

り
花
と
び
踊
り
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

三
　
伝
承
組
織
・
状
況

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
の
集
団
離
村
の
あ
と
、
節
安
に
残
さ
れ
た
地
域

結
集
の
拠
点
は
神
社
と
薬
師
堂
の
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
五
三
年
（
一

九
七
八
）
に
「
節
安
花
と
び
踊
り
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
て
、
会
長
一
名
、
副

会
長
一
名
、
会
計
一
名
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
会
員
は
約
三
〇
戸
で
、
現
在
は

父
野
川
地
区
公
民
館
の
富
母
里
分
館
が
、
公
民
館
事
業
の
一
環
と
し
て
保
存
会

の
活
動
に
協
力
し
て
い
る
。
富
母
里
小
学
校
が
閉
校
す
る
以
前
は
、
小
学
生
が

積
極
的
に
踊
り
手
と
し
て
参
加
し
た
。
そ
の
経
験
の
あ
る
成
人
女
性
も
多
く
参

加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
節
安
は
住
民
が
集
団
移
転
し
た
も
の
の
、
年
に
一

節安地区を望む 鉦と太鼓（2）

鉦の墨書　大正 3年（（（（（ 年）

な
お
、
こ
の
正
木
の
花
と
り
踊
り
の
こ
と
を
別
名
「
ヘ
ッ
ト
ン
踊
」
と
も
呼

ぶ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
刀
の
掛
け
声
「
ヘ
イ
」
と
太
鼓
の
音
「
ト
ン
」
が
合
わ

さ
っ
た
呼
称
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

参
考
文
献

和
歌
森
太
郎
編
『
宇
和
地
帯
の
民
俗
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
六
年
）

愛
媛
県
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
一
本
松
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
昭
和
四
八
年
）

一
本
松
町
史
編
集
委
員
会
編
『
一
本
松
町
史
』（
一
本
松
町
、
昭
和
五
四
年
）

愛
媛
県
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
愛
媛
県
の
民
俗
芸
能
─
愛
媛
県
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
報
告

書
─
』（
平
成
一
一
年
）
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「
庭
拂
」
は
、
踊
り
手
六
名
、
鉦
叩
き
二
名
、
太
鼓
一
名
で
、
踊
り
手
は
全

員
が
成
年
男
子
で
あ
る
。
こ
れ
に
女
性
や
子
ど
も
は
入
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
太
刀
を
持
つ
が
、
真
剣
は
使
っ
て
い
な
い
。
模
造
刀
で
あ
る
。

な
お
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
て
復
活
し
た
以
降

は
、
太
刀
の
み
で
、
鎌
は
使
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
鎌
を
用
い
る
演
目
は

昭
和
五
三
年
段
階
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
庭
拂
の
際
の
歌
詞
は
次
の

通
り
で
あ
る
。「
ヨ
ー
な
れ
ナ
ス
ビ　

ヨ
ー
裏
の
小
ナ
ス
ビ　

ヨ
ー
な
ら
ば
嫁

の
ヨ
ー
名
が
立
つ　

ソ
ラ
な
ら
ば
嫁
の
名
が
立
つ
」。

庭拂

二つ切

次
に
「
餌
つ
け
」
で
あ
る
が
、
踊
り
手
は
女
性
四
名
、
男
性
四
名
の
計
八
名

で
あ
る
。
男
性
が
内
側
で
円
に
な
り
、
そ
の
外
側
に
女
性
が
円
に
な
っ
て
踊
る
。

そ
れ
を
入
れ
替
え
な
が
ら
踊
る
。
歌
詞
は
「
ヨ
ー
花
と
び
は
ヨ
ー
七
日
精
進
ぞ

や　

精
進
を
汚
す
な　

前
ご
女　

ヨ
ー
前
ご
女
は
ヨ
ー
ど
こ
の
前
ご
女　

御
荘

の
前
ご
女
」
で
あ
る
。

「
二
つ
切
」
は
、
歌
詞
が
「
ヨ
ー
奥
山
の
三
苦
御
山
の　

ヨ
ー
つ
つ
じ
の
枝

を
ヨ
ー
二
枝
ヨ
ー　

一
枝
は
ヨ
ー
御
釈
迦
の
土
産　

又
一
枝
は
ヨ
ー
身
の
た
め

　

又
一
枝
は
ヨ
ー
身
の
た
め
」
で
あ
る
。

「
み
つ
く
な
み
」
の
歌
詞
は
「
ヨ
ー
早
よ
飛
べ
ヨ
ー
き
じ
の
雌
鳥　

下
か
ら

野
火
が
燃
え
立
つ　

ヨ
ー
野
火
燃
え
て
ヨ
ー
も
ろ
と
焼
け
よ
と
も　

ナ
ニ
の
懐

児
は
よ
お
捨
て
ぬ　

ヨ
ー
身
が
あ
れ
ば
ヨ
ー
十
二
の
懐
児
ヨ
ー　

又
も
や
産
む

ヨ
ー　

ハ
リ
ャ
ー
ハ
リ
ャ
ー　

ヨ
ー
早
よ
飛
べ　

ワ
キ
バ
サ
ミ　

オ
ー
ナ
ム
オ

ミ
ド
ー　

ヤ
ー
ナ
ム
オ
ミ
ド
ー
」
で
あ
る
。

衣
裳
は
、
踊
り
手
、
囃
し
手
と
も
に
、
揃
い
の
茶
色
の
法
被
を
着
て
い
る
。

か
つ
て
は
長
着
を
着
て
い
た
が
、
新
調
し
て
、
統
一
法
被
と
な
っ
た
。
背
中
に

は
五
色
の
帯
を
締
め
、
た
す
き
掛
け
で
、
鉢
巻
き
を
し
て
い
る
。
楽
器
は
、
太

鼓
一
人
、
す
り
鉦
が
二
人
で
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
は
横
笛
も
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

みつくなみ（（）

みつくなみ（2）

度
の
帰
省
、
同
窓
会
の
よ
う
な
結
集
の
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
公
民
館

の
協
力
も
あ
っ
て
、
今
後
の
継
承
に
は
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
安

産
祈
願
の
御
利
益
が
あ
る
と
し
て
、
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

も
話
題
に
な
り
、
も
と
も
と
の
地
縁
は
無
か
っ
た
者
で
、
遠
く
離
れ
た
松
山
市

周
辺
か
ら
も
祈
願
に
訪
れ
る
者
も
い
る
。

会場の大村集会所

四
　
期
日
・
場
所

現
在
は
、
二
月
第
二
日
曜
日
に
、
節
安
地
区
に
あ
る
薬
師
堂
の
境
内
で
上
演

さ
れ
る
。
か
つ
て
は
、
旧
暦
一
月
一
六
日
に
行
わ
れ
て
い
た
。
平
成
二
八
年
は

二
月
一
二
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
日
は
積
雪
が
激
し
く
、
節

安
で
は
五
〇
㌢
近
く
積
も
っ
て
い
た
た
め
、
節
安
の
手
前
の
大
村
集
会
所
に
て
、

会
場
を
変
更
し
て
実
施
さ
れ
た
。

五　

芸
能
の
次
第
・
内
容

踊
り
は
か
つ
て
は
一
二
番
か
ら
成
り
、
演
目
は
①
庭
拂
、
②
音
頭
太
刀
（
入

庭
と
も
い
う
）、
③
餌
つ
け
、
④
二
つ
切
、
⑤
打
太
刀
、
⑥
養
老
、
⑦
逆
手
鎌
、

⑧
逆
手
突
、
⑨
切
り
分
け
、
⑩
み
つ
く
な
み
、
⑪
片
返
し
、
⑫
引
け
刃
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
平
成
二
八
年
段
階
で
は
、
①
の
庭
拂
、
③
の
餌
つ
け
、
④

の
二
つ
切
、
⑩
の
み
つ
く
な
み
の
四
演
目
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

踊り手の衣裳（（）踊り手の衣裳（2）



−  82  −

第
三
章  

四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）

平
成
二
八
年
二
月
一
二
日
に
は
、
午
前
一
一
時
に
関
係
者
は
準
備
の
た
め
に

大
村
集
会
所
に
集
合
し
、
着
替
え
を
行
っ
た
り
、
最
終
練
習
を
し
た
り
す
る
。

午
後
一
時
に
開
始
で
、ま
ず
「
庭
拂
」
が
あ
り
、そ
の
あ
と
に
「
餌
つ
け
」、「
二

つ
切
」、「
み
つ
く
な
み
」
が
演
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
薬
師
堂
の
本
尊
と
由
来
伝

承
と
な
っ
た
母
子
の
供
養
の
た
め
に
踊
る
も
の
で
、
そ
れ
が
終
了
す
る
と
、
安

産
祈
願
の
「
願
ほ
ど
き
」
の
踊
り
に
な
る
。
前
年
に
「
願
か
け
」
を
し
た
女
性

（
も
し
く
は
そ
の
家
族
）
が
上
座
に
座
り
、
踊
り
が
奉
納
さ
れ
る
。
平
成
二
八

年
は
三
名
が
「
願
ほ
ど
き
」
に
来
て
い
て
、
一
人
目
（
鬼
北
町
内
）
の
と
き
は

「
餌
つ
け
」、
二
人
目
（
鬼
北
町
内
）
の
と
き
は
「
二
つ
切
」、
三
人
目
（
宇
和

島
市
内
）
の
と
き
は
「
み
つ
く
な
み
」
が
踊
ら
れ
た
。

鉦叩きと太鼓

願ほどき

そ
の
「
願
ほ
ど
き
」
の
踊
り
が
終
了
す
る
と
、
安
産
祈
願
の
「
願
か
け
」
に

う
つ
る
。
平
成
二
八
年
は
積
雪
の
た
め
人
数
が
少
な
く
、「
願
か
け
」
を
し
た

の
は
三
人
で
あ
っ
た
。
三
人
と
も
松
山
市
周
辺
で
あ
る
が
、
鬼
北
町
と
縁
の
あ

る
方
だ
と
い
う
。
一
人
目
の
と
き
に
「
餌
つ
け
」、二
人
目
の
と
き
に
「
二
つ
切
」

を
踊
り
、三
人
目
の
と
き
は
「
み
つ
く
な
み
」
を
踊
っ
た
。
こ
れ
で
「
願
か
け
」

も
終
了
し
、
最
後
に
「
庭
拂
」
が
男
性
六
名
で
踊
ら
れ
て
、
終
了
と
な
っ
た
。

願かけ

最後の庭拂

参
考
文
献

愛
媛
県
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
愛
媛
県
の
民
俗
芸
能
─
愛
媛
県
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
報
告

書
─
』（
平
成
一
一
年
）
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井川町

木頭村

木沢村

上那賀町

海南町

海部町宍喰町

相生町

鷲敷町

池田町

山城町

西祖谷山村
東祖谷山村

中村市

十和村 大正町

東津野村

葉山村

仁淀村

池川町

本川村

面河村

久万町
広田村

美川村

柳谷村

吾北村

伊野町

鏡村

土
佐
山
村

土佐山田町 香北町

香我美町

夜須町野市町

物部村

高
知
市

春野町

吾川村

大野見村 中土佐町

窪川町

大方町

佐賀町
西土佐村

吉
川
村

赤
岡
町

内子町

五十崎町

小田町

大洲市
河辺村

肱川町

長浜町

野村町
城川町宇和町

三瓶町

八幡浜市

保内町

伊方町

瀬戸町

三崎町

明浜町

日古村

広見町
三間町吉田町

宇和島市

津島町

内海町

一本松町

四海町

城辺町

御荘町

川之江市

新宮村
土居町

別子山村

新居浜市

西条市
小松町

丹原町

重信町

川内町

伊予市

東子市

朝倉村

今治市大西町

玉川町

菊間町

北条市

松山市

波方町

伊
予
三
島
市

砥部町
伊予市

中山町
双海町

内子町

大洲市

西予市

鬼北町

松野町

大月町 土佐清水市

三原村

宿毛市

四万十市

四万十町

中土佐町

須崎市

土佐市

高知市
南国市

香美市

香南市 安芸市

芸西村

安田町

田野町 奈半利町

馬路村

北川村

室戸市

東洋町

土佐町
本山町

大豊町大川村

佐川町

仁淀川町 越知町 日高村

いの町

津野町
椿原町

黒潮町

宇和島市

愛南町

八幡浜市

伊方町

久万高原町

三好市

那賀町

海陽町

四国中央市

新居浜市

西条市

今治市

松山市

松前町

砥部町

東温市

伊予市

※香川県には花取踊の伝承がない

徳島県

愛媛県

高知県

香川県
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凡例
1. 平成 28 年度（10～12 月）に徳島県・高知県の教育委員会に調査票を送付して、その回答があった

ものを地図上に番号で示した。愛媛県については、大本敬久委員が平成28年度に調査して作成した。
2. 番号は「四国における花取踊（太刀踊）伝承状況一覧」（98～109 頁参照）の No. の項と対応する。
3. ○数字は現在継続中、□数字は休止中の状況を示した。現在、実施か休止かの判断については、明

確に休止中と回答のあったものに限って□数字で表記した。ただし、高知県四万十市については
今回の調査ではなく、平成 17 年度に四万十市教育委員会が実施した調査資料「地域に残る伝統
行事・芸能についてのアンケート」にもとづいて記載した。

 今回、高知県内の香南市、本山町、土佐町、越知町、中土佐町、土佐清水市は期間内に回答が得
られなかったので分布図からは除外している。

4. 　　　　　　県境
 　　　　　　合併後の市町村行政区分
 　　　　　　合併前の市町村行政区分
5. 　　　　　　県名、太字は合併後市町村名、薄字は合併前市町村名

四国における花取踊（太刀踊）分布図

※平成28年度調査による



−  87  − −  86  −

き
る
。
そ
の
伝
承
地
（
現
在
休
止
・
停
止
か
は
別
に
し
て
）
は
、
近
年
だ
け
で

も
一
〇
〇
箇
所
を
超
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

愛
媛
県
の
伝
承
地
に
つ
い
て
も
、
和
田
茂
樹
『
愛
媛
の
民
俗
芸
能
』（
昭
和

四
六
年
一
一
月
刊
行
）
に
よ
れ
ば
、「
南
宇
和
郡
一
本
松
町
正
木
、
同
増
田
、

北
宇
和
郡
三
間
町
曽
根
、
東
宇
和
郡
城
川
町
魚
成
・
土
居
、
同
嘉
喜
尾
杭
組
、

東
宇
和
郡
野
村
町
岡
成
、
同
富
野
川
、
同
小
屋
、
上
浮
穴
郡
面
河
村
相
之
峰
」

と
、九
箇
所
に
つ
い
て
は
そ
の
踊
り
歌
の
詞
章
を
記
録
し
、「
日
吉
村
節
安
」「
上

浮
穴
郡
柳
谷
村
西
谷
」
の
存
在
も
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
合
わ
せ
て
一
一
箇
所

と
、
分
布
図
に
示
し
た
現
行
六
箇
所
を
上
回
る
伝
承
地
が
か
つ
て
あ
っ
た
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
和
田
は
、
野
村
町
に
つ
い
て
は
「
東
宇
和
郡
野
村
町

で
は
各
部
落
に
あ
っ
た
が
、
今
、
岡
成
で
行
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
〇
年
ご
ろ

ま
で
は
野
村
町
中
筋
の
高
瀬
と
富
野
川
に
、
大
正
中
期
ま
で
惣
川
の
大
久
保
や

小
屋
に
も
あ
っ
た
」
と
の
解
説
を
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
こ
に
も
衰
滅
に
及
ぶ

事
情
、〝
時
代
の
波
〟
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

そ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
が
「
花
取
踊
」（
三
間
町
曽
根
は
「
花
踊
」、

旧
日
吉
村
節
安
は
「
花
と
び
踊
」）
と
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
高

知
県
で
は
、「
花
取
踊
」（
旧
十
和
村
・
大
正
町
な
ど
で
は
「
花
と
び
踊
」）
と
、「
太

刀
踊
」
と
い
う
名
称
と
が
並
立
し
て
存
在
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
同
一
地
域
で

も
混
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徳
島
県
に
は
「
花
と
り
」「
太
刀
踊
」

と
両
様
の
名
称
が
遺
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
花
取
踊
」
と
「
太
刀
踊
」
の

名
称
、
地
域
性
に
つ
い
て
は
、
踊
り
の
態
様
（
採
り
物
・
扮
装
・
踊
り
歌
等
）

の
指
標
に
よ
り
、
ど
こ
か
で
線
を
引
き
区
別
し
、「
花
取
踊
」
か
ら
「
太
刀
踊
」

（
刀
踊
）
へ
の
移
行
・
変
容
を
認
め
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
分
布
図
に
お
い
て
は
一
括
し
て
「
花
取
踊
」
と
し
て
扱
い
、
そ
の

区
別
に
つ
い
て
は
項
を
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
土
佐
の
古
記
録
に
残
る
「
花
取
踊
」
の
痕
跡

「
花
取
踊
」
は
本
来
、
口
承
・
口
伝
の
踊
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
土
佐

に
は
、
先
人
の
努
力
に
よ
り
、
た
ま
た
ま
い
く
つ
か
の
古
記
録
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
芸
能
の
古
態
、
基
準
と
な
る
芸
態
を
考
察
し
、
さ
ら
に
は
他

の
地
域
と
の
比
較
を
す
る
上
で
も
有
用
と
思
う
の
で
、
そ
の
い
く
つ
か
を
次
に

取
り
上
げ
た
い
。
近
世
後
期
に
下
る
も
の
と
な
る
の
で
、
訛
伝
と
思
わ
れ
る
も

の
も
あ
り
、
直
接
、
原
態
に
ま
で
迫
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
現
在
の
伝
承
と
合

わ
せ
れ
ば
、
一
定
の
手
が
か
り
、
基
準
資
料
と
は
な
ろ
う
。

ま
ず
、
そ
の
筆
頭
は
鹿
持
雅
澄
（
一
七
九
一

−

一
八
五
八
）
の
『
巷
謡
編
』

（
天
保
六
＝
一
八
三
五
年
六
月
「
総
論
」、
岩
波
・
新
日
本
古
典
文
学
体
系
62
所

収
、
私
の
校
注
に
拠
る
）
で
あ
る
。
本
文
編
の
冒
頭
に
は
「
安
芸
郡
土
左
を
ど

り　

ま
た
ハ
山
を
ど
り
ト
モ
云　

凡
四
十
八
番　

花
と
り
地
歌
ヲ
合
テ
、
番
数

如
斯
」
と
し
て
、
そ
の
最
後
（
四
八
番
目
）
に
「
花
取
り
地
歌
」
の
詞
章
（
六

章
）
を
記
録
し
て
い
る
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
盆
祭
り
の
折
り
、
現
地

で
の
実
見
の
あ
と
、「
音
頭
ス
ル
者
」
か
ら
数
日
を
か
け
て
聞
き
取
っ
た
と
す

る
歌
詞
の
一
部
で
あ
る
。
完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
踊
り
歌
の
詞
章
は
重
要

な
指
標
の
一
つ
で
あ
る
の
で
次
に
掲
出
す
る
。

一
、
花
取と

り
は　

七
日
の
精し
や

進う
じ　

お
と
す
な
精し
や

進う
じ　

イ
ヨ　

せ
い
御ご

前ぜ

二
、
サ
ア　

せ
い
御ご

前ぜ

は　

何ど

処こ

の
せ
い
御ご

前ぜ　

に
し
や
ど
の　

せ
い
御ご

前ぜ

三
、
サ
ア　

も
り
も
り
と　

あ
が
り
て
み
れ
ば　

名
こ
そ
森も
り

山
よ

四
、
サ
ア　

谷
底そ
こ

の　

人
は
邪じ
や

見け
ん

な
ぞ　

親お
や

よ
り
子
よ
り　

邪じ
や

見け
ん

な
ぞ

五
、
春
咲さ

く
花
は　

う
つ
げ
卯う

の
花

六
、
オ
ン
ヤ
レ
サ
ア
モ
ヲ　

や
め
ま
せ
う　

や
め
て
し
さ
ろ
ぞ　

オ
ン
ヤ
レ

花
取
踊
（
太
刀
踊
）
の
概
要
と
特
質

	

│
│
四
国
に
お
け
る
展
開
を
中
心
と
し
て
　

�

井
出　

幸
男

は
じ
め
に

土
佐
（
高
知
）
に
は
か
つ
て
「
花
取
踊
」
と
呼
ば
れ
る
中
世
・
室
町
期
以
来

の
貴
重
な
風
流
踊
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
土
佐
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
文

化
的
影
響
の
お
よ
ぶ
地
域
、
周
辺
の
伊
予
（
愛
媛
）・
阿
波
（
徳
島
）
か
ら
、

さ
ら
に
は
九
州
の
離
島
（
た
と
え
ば
薩
南
諸
島
の
黒
島
な
ど
）
に
ま
で
広
く
展

開
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
芸
能
の
残
影
は
、
土
佐
を
中
核
と
し
て

今
も
存
在
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
持
っ
て
い
た
意
味
は
、
今
日
、
ほ
と
ん
ど
気
づ
か
れ
な

い
ま
ま
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。〝
時
代
〟
の
移
り
変
わ
り
と
い
う
大
き
な

波
間
で
、
そ
の
展
開
の
全
貌
を
、
発
生
の
状
況
に
ま
で
遡
っ
て
き
ち
ん
と
押
さ

え
る
の
は
も
は
や
手
遅
れ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
今
回
、
ま
ず
は
土
佐
を
中

心
と
し
た
四
国
の
中
で
得
ら
れ
る
情
報
を
整
理
・
記
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
価
値
の
把
握
に
向
け
て
の
試
み
を
始
め
た
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
指
標
か
ら
、汲
み
取
る
べ
き
、学
ぶ
べ
き
事
柄
が
少
し
で
も
浮
か
び
上
が
っ

て
く
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

一
　
四
国
に
お
け
る
伝
承
分
布
の
地
点
、
そ
の
概
況

ま
ず
、
高
知
・
愛
媛
・
徳
島
に
お
け
る
伝
承
の
現
況
を
地
図
上
に
落
と
し
た

分
布
図
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
高
知
県
八
三
地
点
、
愛
媛
県
六
地
点
（
現
行

の
み
）、
徳
島
県
三
地
点
と
な
る
。
こ
の
図
の
伝
承
地
の
濃
淡
を
見
て
い
た
だ

く
だ
け
で
、
四
国
に
お
け
る
「
花
取
踊
」
の
歴
史
的
生
成
と
展
開
の
経
緯
に
つ

い
て
、
一
定
の
推
測
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

踊
り
の
発
生
の
地
が
土
佐
（
高
知
）
に
あ
り
、
そ
れ
が
現
在
の
県
境
を
越
え
て

受
け
継
が
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
愛
媛
、
徳
島
の

伝
承
地
は
、
い
ず
れ
も
高
知
県
と
境
を
接
す
る
場
所
に
あ
る
。
新
た
に
地
図
上

に
線
を
引
い
た
県
境
は
、
か
つ
て
の
庶
民
の
実
際
の
生
活
の
中
で
は
全
く
意
味

を
持
た
な
い
。
そ
の
上
、
今
よ
り
も
重
要
な
海
上
交
通
と
い
う
手
段
も
予
想
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
地
縁
の
な
い
香
川
（
讃
岐
）
の
地
に
は
現
在
、
そ
の
伝
承

を
見
な
い
。

高
知
県
及
び
四
国
に
お
け
る
「
花
取
踊
」（
太
刀
踊
）
の
分
布
図
の
作
成
は
、

年
来
の
私
の
願
い
で
あ
っ
た
。
実
際
、
自
分
の
足
で
五
〇
を
は
る
か
に
超
え
る

地
域
を
歩
き
、
調
査
を
重
ね
て
は
来
た
が
、
個
人
の
情
報
入
手
に
は
限
界
が
あ

る
。
今
回
（
平
成
二
八
年
一
〇
月
〜
一
二
月
の
間
）、
県
の
教
育
委
員
会
（
文

化
財
課
）
を
通
じ
て
の
依
頼
に
よ
り
、
各
市
町
村
の
現
況
に
つ
い
て
、
よ
う
や

く
一
定
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
短
期
間
の
調
査
で
は
回

答
資
料
の
精
粗
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
を
も
っ
て
「
中
間
報

告
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
全
体
的
な
傾
向
を
み
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。

土
佐
（
高
知
）
に
お
け
る
伝
承
で
あ
る
が
、
個
人
的
に
は
、
か
つ
て
は
い
ず

れ
の
地
に
も
そ
の
伝
承
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
空
白
の
地
点
に
つ
い

て
は
（
後
の
項
で
も
述
べ
る
よ
う
に
）、
歴
史
的
に
衰
滅
せ
ざ
る
を
え
な
い
何

ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
伝
承

地
の
現
況
と
し
て
は
今
回
、
高
知
県
で
は
後
の
一
覧
表
に
も
示
す
通
り
、
八
三

箇
所
の
情
報
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
私
の
手
持
ち
の
資
料
（
か
つ
て
実
際
に
歩

い
た
地
域
）
で
は
、
重
複
を
除
き
さ
ら
に
三
〇
箇
所
以
上
を
数
え
る
こ
と
が
で
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一
一
、�〔
太た

刀ち

捩も
ぢ

り
〕
真し
ん

実じ
つ

に　

お
も
へ
兄き
や
う
だ
い弟　

種
こ
そ
変か
は

れ　

弟お
と

兄ど
ひ

よ

一
二
、�〔
柄え

出だ

し
〕
十
五
夜
の　

月
は
窓ま
ど

か
ら　

忍し
の

び
の
殿と
の

は　

裏
か
ら

一
三
、�〔
一ひ
と

つ
膝ひ
ざ

〕
十
三
で　

鉄か

漿ね

を
ま
ゐ
れ
や　

十
五
に
な
れ
ば　

よ
び

そ
ろ

一
四
、�〔
車
く
る
ま

太だ

刀ち

〕
花
さ
い
て　

な
れ
や
山さ
ん

椒し
ょ
う
　

お
寺て
ら

の
門も
ん

の　

に
ほ
い
木

一
五
、�〔
引ひ

き
は
〕
よ
う　

ひ
け
挽ひ

き
木　

ま
は
れ
小こ

茶ち
ゃ

臼う
す　

ば
ん
ば
と
お

ろ
せ　

粉こ

葉ば

の
茶　

こ
の
記
録
は
末
尾
に
、「
右
は
文
化
十
二
年
乙
亥
九
月
十
九
日
、
祭
式
ヲ
見

物
ニ
行
テ
、
親
ク
踊
子
ニ
問
聞
テ
書
付
来
レ
ル
ナ
リ
」
と
あ
り
、
文
化
一
二
年

（
一
八
一
五
）
九
月
の
祭
り
に
お
い
て
、
踊
り
子
か
ら
直
接
取
材
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
詞
章
の
前
書
き
に
は
そ
の
態
様
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
書
き
留

め
て
い
る
。

種
々
神
ワ
ザ
ナ
ド
ヲ
ハ
リ
テ
、
社
ノ
ホ
ト
リ
ニ
テ
コ
ノ
ワ
ザ
ア
リ
。
ワ
カ
キ

ヲ
ノ
コ
十
四
五
人
バ
カ
リ
集
リ
、
ト
リ
ド
リ
剣
ヲ
ヌ
キ
、
鎌
ヲ
持
、
拍
子
ヲ

合
セ
歌
ヲ
ウ
タ
ヒ
テ
ソ
ノ
ワ
ザ
ス
ル
、
イ
ト
目
サ
ム
ル
コ
コ
チ
ス
。
ソ
ノ
ウ

タ
フ
歌
、
マ
ヅ
地
歌
ト
云
テ
念
仏
ヲ
三
反
バ
カ
リ
歌
ヒ
テ
、
次
ニ
歌
ヲ
ウ
タ

フ
コ
ト
イ
ヅ
レ
モ
同
ジ
サ
マ
ナ
リ
。
床
鍋
村
ノ
花
鳥
ハ
コ
コ
ニ
太
郎
官
者
ト

イ
フ
モ
ノ
ア
リ
ト
ゾ
。

お
そ
ら
く
は
こ
の
資
料
が
、「
花
取
踊
」
の
実
際
を
記
録
し
た
も
の
と
し
て

は
最
古
の
も
の
と
な
ろ
う
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
印
象
（「
イ
ト
目
サ
ム

ル
コ
コ
チ
ス
」）は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、人
数
、手
に
持
つ「
剣
」

と
「
鎌
」、「
地
歌
」
と
い
う
「
念
仏
」（
三
返
バ
カ
リ
）
は
、踊
り
歌
の
演
目
名
・

詞
章
と
共
に
、
い
ず
れ
も
こ
の
芸
能
の
古
態
を
う
か
が
う
大
切
な
指
標
と
な
る
。

演
目
名
と
採
り
物
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
順
に
〔
入
り
は
〕〔
え
つ
り
〕〔
と
ん

ぼ
う
〕〔
脇
払
ひ
〕
の
四
種
は
「
剣
」、〔
一
つ
切
り
〕〔
二
つ
切
り
〕〔
切
り
分
き
〕

〔
後
ろ
突
き
〕〔
捩
り
〕〔
招
き
〕
の
六
種
は
「
鎌
」、〔
太
刀
捩
り
〕〔
柄
出
し
〕

〔
一
つ
膝
〕〔
車
太
刀
〕〔
引
き
は
〕
の
五
種
は
「
剣
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て

踊
る
と
も
注
記
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
当
地
の
「
花
取
踊
」
は
、
県
指
定
文
化
財
の
一
つ
と
し
て
現
在
も

そ
の
伝
承
が
残
り
、
双
方
の
比
較
に
よ
り
、
前
記
の
内
容
に
補
足
す
べ
き
事
柄

も
い
く
つ
か
見
出
せ
る
。

ま
ず
「
花
鳥
」
と
あ
っ
た
名
称
は
、装
束
の
特
徴
と
し
て
目
を
引
く
〝
鳥
毛
〟

の
「
カ
シ
ラ
」
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
太
刀
役
（
化

粧
襦
袢
に
裁
付
け
袴
、
五
色
の
「
タ
ク
リ
」
と
呼
ぶ
飾
り
を
背
に
負
う
）
が
、

頭
に
冠
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
衣
装
と
合
わ
せ
て
、
正
に
「
目
サ
ム
ル
」〝
風

流
踊
〟
に
ふ
さ
わ
し
い
装
い
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
、
旧
葉
山
村
・
東
津
野
村

（
現
津
野
町
）
の
ほ
か
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
須
崎
市
、
檮
原
町
、
旧
仁
淀
村
（
現

仁
淀
川
町
）、
旧
大
野
見
村
（
現
中
土
佐
町
）、
旧
窪
川
町
（
現
四
万
十
町
）
に

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
世
以
来
、
津
野
氏
の
所
領
で
あ
り
、「
津
野
山
郷
」

と
称
さ
れ
た
山
間
部
を
中
核
と
し
た
古
態
の
特
質
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
八

頁
、
口
絵
上
段
参
照
）。

ま
た
、
採
り
物
と
し
て
の
「
剣
」
は
、
そ
の
形
態
に
特
徴
が
あ
り
、
刀
身
に

く
ら
べ
手
に
握
る
柄
の
方
が
長
い
、い
わ
ゆ
る
長
刀
（
な
ぎ
な
た
）
仕
様
の
「
長

柄
の
大
太
刀
」（
武
具
と
し
て
は
戦
国
時
代
に
流
行
し
た
「
長
巻
」
に
近
い
）

で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
当
地
に
限
ら
ず
、「
花
取
踊
」
と
い
う
名
称
を
使
用
し

て
い
る
地
域
に
共
通
し
て
い
る
も
の
で
、「
太
刀
踊
」
と
称
し
、
大
太
刀
役
に
、

江
戸
期
以
降
の
打う

ち

刀が
た
な（
い
わ
ゆ
る
日
本
刀
の
形
態
）
を
用
い
る
地
域
に
は
見
ら

れ
な
い
。
こ
の
指
標
に
合
わ
せ
て
、
踊
り
歌
の
前
後
の
念
仏
詠
唱
の
有
無
と
、

踊
り
歌
の
内
容
（
特
に
詞
型
）
と
を
判
別
す
れ
ば
、
前
項
末
尾
で
述
べ
た
「
花

詞
章
全
体
の
前
書
き
に
は
「
安
田
・
田
野
・
奈
半
利
ノ
村
々
ア
タ
リ
ニ
テ
往

昔
ヨ
リ
踊
ル
。
安
田
村
東
島
ト
云
所
ニ
祇
園
社
マ
シ
マ
ス
。
六
月
七
日
祭
日
ニ

ヨ
リ
、
六
日
ノ
晩
ニ
盛
ニ
ヲ
ド
ル
ヨ
シ
ナ
リ
。
盆
祭
ノ
手
向
ニ
モ
ヲ
ド
ル
。」

と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
安
田
・
田
野
・
奈
半
利
」
は
現
在
、
そ
の
ま
ま
安

芸
郡
の
町
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
、
こ
の
一
帯
は
前
項
の
現
況
分
布
図
に

お
い
て
伝
承
の
空
白
地
と
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。
私
の
踏
査
で
も
こ
の
地
点
に

は
そ
の
存
在
を
確
認
し
て
い
な
い
。
し
か
し
「
往
昔
ヨ
リ
踊
ル
」
と
あ
る
の
で
、

こ
の
記
録
か
ら
江
戸
期
を
通
し
て
「
花
取
り
」
が
踊
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
、
そ
れ
が
衰
滅
し
た
理
由
が
求
め
ら
れ
る
。

何
故
か
。「
花
取
り
地
歌
」
以
前
に
記
さ
れ
る
こ
の
行
事
の
全
体
「
土
左
を

ど
り（
山
を
ど
り
）」は
、そ
の
詞
章
の
内
容
か
ら
当
時
広
く
行
わ
れ
て
い
た「
小

踊
（
こ
お
ど
り
）」
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
花
取
り
地
歌
」
は
記
載
の

位
置
か
ら
、
こ
の
「
小
踊
」
と
は
一
定
別
枠
を
形
成
し
、
ま
た
そ
れ
に
は
若
干

先
行
し
て
存
在
し
た
可
能
性
も
推
測
で
き
る
が
、
全
体
の
「
小
踊
」
に
は
藩
政

末
期
に
及
び
、
強
力
な
規
制
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
安

喜
郡
府
定
目
」（
安
政
四
＝
一
八
五
七
年
一
二
月
）
に
は
、「
諸
社
夏
祭
其
外
祭

礼
等
ニ
、
小
踊
を
催
候
義
決
而
不
相
成
候
（
諸
社
の
夏
祭
り
、
其
の
外
祭
礼
な

ど
に
、
小
踊
を
催
し
て
は
決
し
て
な
ら
な
い
）」
と
あ
り
、
ま
た
「
小
踊
之
義

ハ
盆
祭
之
外
不
相
成
候
」
と
も
あ
る
。
盆
祭
り
に
は
先
祖
を
祀
る
に
ふ
さ
わ
し

い
「
小
踊
」
の
演
目
に
限
っ
て
許
さ
れ
た
と
も
読
み
取
れ
る
が
、
そ
の
規
制
は

酒
肴
を
含
む
飲
食
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
過
酷
と
も
見
え
る
土
佐
藩

の
強
圧
的
な
生
活
取
締
り
が
、
衰
滅
の
一
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち

な
み
に
、こ
の
「
山
踊
（
小
踊
）」
は
隣
接
の
馬
路
村
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
「
馬

路
村
風
土
取
縮
指
出
扣
」（
同
じ
く
安
政
四
年
に
庄
屋
か
ら
藩
に
提
出
さ
れ
た

文
書
）
に
も
見
え
る
が
、
現
在
、
こ
の
地
か
ら
も
「
花
取
踊
・
小
踊
」
の
伝
承

は
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

次
い
で
、『
巷
謡
編
』「
高
岡
郡
半
山
郷
姫
野
村
三
島
大
明
神
祭
花
鳥
歌
」
の

項
目
。
旧
葉
山
村
姫
野
々
の
三
島
神
社
（
現
津
野
町
）
で
行
わ
れ
て
い
た
「
花

鳥
（
取
）
踊
」
の
各
演
目
と
踊
り
歌
（
一
五
章
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。（
演

目
名
は
詞
章
の
前
の
カ
ッ
コ
内
に
示
す
）。

一
、�

〔
入い

り
は
〕
こ
こ
開あ

け
よ　

よ
う　

山
の
と
り
け
ぞ　

開あ

け
ず
は　

ほ
ん
登の

ぼ

り

�

は
ね
越こ

え
て　

見み

れ
ば
よ
も
き
ず　

こ
ち
寄よ

れ　

本ほ
ん

絹き
ぬ

の
褄つ
ま

着き

せ
う

�

着き

そ
め
ぬ　

き
ぬ
の
褄つ
ま

よ
り　

着き

そ
め
た
地
白し
ろ

が　

百ひ
や
くま
し
よ

二
、�

〔
え
つ
り
〕
花
取と

り
は　

七
日
精せ
う
じ進
よ　

七な
な

夜よ

の
注し

連め

を　

八や

夜よ

引ひ

く

三
、�

〔
と
ん
ぼ
う
〕
と
の
さ
ま
の　

召め

し
た
る
甲か
ぶ
と
に　

咲さ

い
た
る
花
は　

何な
に

花
や

四
、�

〔
脇わ
き

払は
ら

ひ
〕お
れ
ど
も
が　

初う
ひ

の
花
取と

り　

悪わ
る

く
と
良よ

い
と　

お
し
ょ

あ
れ

五
、�

〔
一ひ
と

つ
切ぎ

り
〕
恋
し
く
は　

渡わ
た

れ
番ば
ん

匠ぜ
う　

暗く
ら

く
ば
と
ぼ
せ　

鉋か
な

屑く
ず

六
、�

〔
二ふ
た

つ
切ぎ

り
〕
打う
ち

太だ

刀ち

の　

袖
が
や
ぶ
れ
て　

御お

方か
た

に
な
に
と　

言い

は
う
ぞ

七
、�

〔
切き

り
分わ

き
〕
あ
り
よ
見み

よ
や　

川
の
瀬せ

を
見み

よ　

早は
や

瀬せ

に
も
く
が　

と
ま
る
か

八
、�

〔
後う
し

ろ
突つ

き
〕
あ
の
山
に　

思お
も

ひ
花ば
な

さ
く　

恋
す
る
殿と
の

に　

見
せ
ま

い

九
、�

〔
捩も
ぢ

り
〕
松
風
は　

お
ろ
す
夜よ

も
そ
ろ　

お
ろ
さ
で
明あ

か
す　

夜よ

も

そ
ろ

一
〇
、�〔
招ま
ね

き
〕
来こ

い
来こ

い
と　

招ま
ね

き
よ
せ
て　

野の

原ば
ら

に
抱だ

い
て　

お
寝よ

る

か
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〇
〇
年
前
の
記
録
と
な
る
。

三
　
踊
り
歌
の
検
証
か
ら
見
る
「
花
取
踊
」
原
態
の
想
定

踊
り
歌
の
詞
章
は
、「
花
取
踊
」
を
考
え
る
様
々
な
指
標
の
中
で
も
、
最
も

重
要
な
も
の
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
前
項
に
掲
出
し
た
資
料
を
貴
重
な
目
安

と
し
て
、
四
国
内
（
高
知
・
愛
媛
）
に
現
存
す
る
踊
り
歌
の
伝
承
と
を
合
わ
せ

て
比
較
検
証
し
、「
花
取
踊
」
の
原
態
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
少
し
で
も
迫
っ

て
み
た
い
。

ま
ず
は
「
念
仏
」（「
マ
ヅ
地
歌
ト
云
テ
念
仏
ヲ
三
反
バ
カ
リ
歌
ヒ
テ
」）
の

存
在
で
あ
る
。
前
掲
の
旧
葉
山
村
姫
野
々
（
現
津
野
町
）
三
島
神
社
の
現
在
の

事
例
（
昭
和
六
二
年
一
〇
月
二
八
日
の
取
材
、
杉
の
川
地
区
の
担
当
）
で
は
、

各
歌
の
始
め
に
必
ず
次
の
様
に
歌
う
。

ヨ
ウ　

ナ
ム
オ
ミ
ド

オ
ヤ　

ナ
ム
オ
ミ
ド

オ
ン
ヨ
ウ　

ナ
ム
オ
ミ
ド　

オ
ヤ
ナ
ム
オ
ミ
ド

今
は
「
地
歌
」
と
の
呼
称
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
正
し
く
「
念
仏

踊
」
の
「
地
」
と
な
る
念
仏
詠
唱
が
遺
存
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
念
仏
」
は
、
た
と
え
ば
愛
媛
県
旧
一
本
松
町
正
木
・
同
増
田
（
現
愛
南

町
）
の
事
例
に
も
、（
多
少
の
文
句
の
出
入
り
は
あ
る
が
）
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
知
県
で
も
「
花
取
踊
」
と
称
す
る
地
域
に
は
、
類
例
は
普
遍
的
に
見
ら
れ
る

特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
か
ら
「
花
取
踊
」
は
中
世
の
「
念
仏
踊
」
を

地
盤
と
し
て
成
立
し
た
「
風
流
踊
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
風
流
踊
」
に
お
け
る
〝
風
流
〟
の
ゆ
え
ん
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
高
知
県

山
間
部
（「
津
野
山
郷
」）
の
特
質
と
し
て
、
鳥
毛
の
「
カ
シ
ラ
」
を
始
め
と
し

た
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
装
束
に
言
及
し
た
が
、
従
来
の
「
念
仏
」
に
、
当
時

（
室
町
期
）
流
行
の
「
小
歌
」
を
合
わ
せ
る
と
い
う
の
も
、も
う
一
つ
の
〝
風
流
〟

の
趣
向
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

前
項
に
示
し
た
踊
り
歌
の
詞
型
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
中
に
は
訛
伝
と
見

ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
全
て
が
統
一
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
中
核
は
、

五
・
七
・
七
・
四
調
を
基
本
と
す
る
中
世
・
室
町
期
の
「
小
歌
」
と
見
な
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
（
例
え
ば
「
十
三
で　

鉄か

漿ね

を
ま
ゐ
れ
や　

十
五
に
な
れ
ば　

よ
び
そ
ろ
」
な
ど
）。
特
に
、
終
わ
り
の
句
が
四
音
表
記
と
な
る
と
い
う
の
は
、

近
世
流
行
の
「
小
唄
」（
七
・
七
・
七
・
五
調
）
に
は
見
ら
れ
な
い
詞
型
上
の

特
徴
で
あ
る
。

「
念
仏
」
に
「
室
町
小
歌
」
を
合
わ
せ
て
、「
花
取
踊
」
は
「
念
仏
踊
」
に
替

わ
る
新
た
な
（
採
り
物
を
持
つ
）「
風
流
踊
」
と
し
て
成
立
し
た
─
─
踊
り
歌

か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
、
こ
う
し
た
現
行
「
花
取
踊
」
の
原
態
は
動
か

な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

形
式
（
演
目
）
に
目
を
転
じ
る
と
、
冒
頭
に
入
場
の
歌
と
し
て
〔
入
り
は
〕

の
歌
が
あ
り
、
仕
舞
に
退
場
の
歌
と
し
て
〔
引
き
は
〕
の
歌
が
あ
る
と
い
う
の

も
、
室
町
期
以
来
の
典
型
的
な
「
風
流
踊
」
の
形
式
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
こ

こ
開
け
よ
」、「
ひ
け
挽
き
木
」
と
い
う
冒
頭
の
一
句
に
、
入
退
場
の
踊
り
歌
と

し
て
の
機
能
が
託
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
類
歌
は
広
く
伝
承
さ
れ

て
お
り
、
高
知
県
の
事
例
と
し
て
は
、
旧
仁
淀
村
長
者
・
五
所
神
社
（
平
成
元

年
一
一
月
一
五
日
取
材
）
で
は
、「
切
式
」
と
称
し
、
こ
の
〔
入
り
は
〕
歌
と

共
に
、
踊
り
場
に
張
っ
た
し
め
縄
（
四
方
に
榊
を
立
て
て
張
り
巡
ら
し
、
清
浄

を
保
っ
て
い
る
）
を
切
っ
て
、
初
め
て
踊
り
こ
む
と
い
う
、
古
態
を
う
か
が
わ

せ
る
演
出
が
見
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
踊
り
歌
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
り
〔
入
り
は
〕
を
〔
で

取
踊
」
か
ら
「
太
刀
踊
」
へ
の
変
容
・
展
開
は
、
形
態
的
に
は
識
別
可
能
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。（
こ
の
件
は
項
を
改
め
て
も
う
一
度
取
り
上
げ
る
）。

長柄の大太刀・小太刀と鎌
（旧大方町（現黒潮町）入野浜の宮の花取踊）

記
録
の
末
尾
に
見
え
る
「
太
郎
官
者
（
太
郎
冠
者
）」
と
す
る
役
名
は
、
中

世
以
来
の
狂
言
に
由
来
す
る
古
い
伝
承
と
認
め
ら
れ
る
が
、
現
在
、
各
地
を
見

渡
し
て
も
遺
存
す
る
事
例
は
な
い
。

古
記
録
の
紹
介
に
戻
る
。
前
述
の
一
五
種
の
演
目
と
踊
り
歌
は
、
岡
本
真
古

（
一
七
八
〇

−

一
八
五
六
）
の
著
作
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
『
土
佐
海
続
編
鈔
』

（『
高
知
県
史　

民
俗
資
料
編
』
所
収
）
に
も
、「
祭
礼
歌
」
の
項
の
中
に
「
高

岡
郡
津
野
山
郷
三
島
大
明
神
の
祭
礼
に
唄
ふ
所
也
」
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
じ
情
報

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
取
材
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
時
注
目
の
事
例
で
あ
っ

た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
同
書
は
、「
花
鳥
地
舞
」
と
題
し
、
次
の
様
な
解
説
文
も
付
け
加
え
て

い
る
。

花
鳥
お
と
り
ハ
真
剣
を
ぬ
き
も
ち
て
踊
る
。
鎌
を
以
て
踊
る
も
あ
れ
ど
、
諸

村
然
る
に
あ
ら
ず
。
此
地
舞
ハ
、
幡
多
郡
川
登
郷
塩
塚
村
諏
訪
大
明
神
の
祭

礼
に
踊
り
は
じ
め
て
、
一
国
中
に
弘
ま
る
と
い
ふ
。

名
称
と
態
様
（
真
剣
・
鎌
）
に
つ
い
て
の
言
及
は
参
考
と
な
る
が
、「
一
国

中
に
弘
ま
る
」
と
い
う
起
源
説
の
「
幡
多
郡
川
登
郷
塩
塚
村
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
根
拠
は
不
明
で
、
こ
れ
ま
で
の
所
こ
れ
を
実
証
す
る
資
料
も
見
出
せ
な
い
。

た
だ
し
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
九
月
、「
土
佐
国
幡
多
荘
」（
現
四
万
十
市

中
村
）
に
下
向
し
、
室
町
期
か
ら
戦
国
期
、
長
曾
我
部
氏
に
敗
れ
る
ま
で
一
大

勢
力
を
築
い
た
と
い
う
土
佐
一
条
氏
の
存
在
に
つ
い
て
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

「
川
登
・
塩
塚
」
は
、
旧
中
村
市
の
四
万
十
川
中
流
域
に
属
す
る
地
名
で
あ
る
。

な
お
、
鹿
持
雅
澄
の
『
巷
謡
編
』
に
は
、
さ
ら
に
関
連
し
て
二
項
目
の
記
載

が
み
ら
れ
る
が
、
一
項
は
他
の
踊
り
と
混
同
し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
、「
幡
多
郡
入
野
村
八
幡
宮
祭
礼
花
鳥
歌
」
と
し
て
記
載
す
る
詞
章
（
一

章
）
の
み
次
に
掲
出
す
る
。（
詞
型
は
和
歌
形
式
の
も
の
と
な
る
）。

・
鎌
倉
の
御
所
の
お
庭
の
八
重
桜　

八
重
に
や
咲
い
で
九
重
に
さ
く

「
入
野
村
」
は
旧
幡
多
郡
大
方
町
入
野
（
現
黒
潮
町
）
で
、
海
岸
部
に
属
す

る
地
名
で
あ
る
。
雅
澄
の
『
幡
多
日
記
』
に
は
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）、

当
時
利
岡
村（
旧
中
村
市
利
岡
）の
大
庄
屋
で
あ
っ
た
永
野
浅
右
衛
門
秀
枝（
入

野
に
旧
宅
有
り
）
か
ら
の
取
材
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
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・ 

一
本
（
ひ
と
も
と
）
は　

釈
迦
の
土
産
に　

ま
た
一
本
は　

わ
が
身
の
た

め
に
（
右
同
）

「
三
鈷
」
と
は
、
煩
悩
を
打
破
し
菩
提
心
を
表
す
と
い
う
密
教
の
法
具
の
こ

と
で
あ
る
が
、
頂
が
三
つ
に
分
か
れ
て
見
え
る
霊
山
の
峰
を
象
徴
的
に
歌
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。「
さ
ん
こ
」
は
、「
さ
ん
く
・
さ
ん
か
・
か
ん
こ
」
な
ど
と
訛
っ

て
歌
う
地
域
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
念
仏
の
詠
唱
や
「
釈
迦
」
と
い

う
こ
と
ば
も
含
め
て
、宗
教
的
心
意
が
込
め
ら
れ
た
「
つ
つ
じ
」
の
「
花
取
り
」

行
事
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
つ
つ
じ
」
と
い
う
春
の
山
の
「
花
取
り
」
行
事
を

考
え
る
と
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
、「
春
山
入
り
」
と
呼
ば
れ
た
古
来
の
民
俗

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
う
し
た
「
花
取
踊
」
が
成
り
立
つ
生
活
の
基
盤

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
行
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
花
取
り
」
に
か
か
わ
る
必
須
の
「
役
歌
」
と
考
え
ら
れ
る
詞
章
は
以
上
で

あ
る
が
、「
風
流
踊
」
と
し
て
の
〝
風
流
〟
の
本
領
は
、
実
は
、
そ
れ
以
外
の

入
れ
替
え
可
能
な
自
由
な
歌
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
恋
愛
・
性
愛
に
関
わ
る
多

く
の
歌
謡
の
存
在
で
あ
る
。
前
項
の
資
料
（「
高
岡
郡
半
山
郷
姫
野
村
三
島
大

明
神
祭
花
鳥
歌
」）
で
は
、「
十
五
夜
の　

月
は
窓
か
ら　

忍
び
の
殿
は　

裏
か

ら
」
を
そ
の
代
表
と
し
て
、
周
辺
の
い
く
つ
か
の
歌
謡
か
ら
も
う
か
が
え
る
恋

の
歌
の
世
界
で
あ
る
。

次
に
、
高
知
県
の
伝
承
歌
か
ら
、
最
も
目
を
ひ
く
歌
詞
を
上
げ
る
。

・ 

く
れ
な
い
（
紅
）
は　

ぬ
れ
て
色
ま
（
増
）
す　

や　

お
か
た
は
殿
と　

寝
て
ま
（
増
）
す

・ 

こ
ふ
ば
ひ
（
紅
梅
）
は　

ぬ
れ
て
色
よ
い　

や　

お
か
た
は
ぬ
れ
て　

は

だ
（
肌
）
よ
い　

吾
川
郡
春
野
町
仁
ノ
（
現
高
知
市
）
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
『
明
治
十
七
年
申

年　

花
取
躍　

八
月
吉
日
書
』
と
い
う
記
録
か
ら
、
そ
の
表
記
に
従
っ
て
抜
き

出
し
た
が
、
現
況
調
査
表
に
も
あ
る
通
り
、
現
在
も
〔
し
の
ぎ
〕
と
い
う
演
目

で
歌
い
踊
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
う
し
た
歌
謡
の
類
歌
は
、
二
首
と
も
に
県
内

各
地
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

そ
の
詞
型
は
、（
中
間
に
あ
る
「
や
」
は
ハ
ヤ
シ
こ
と
ば
と
し
て
区
別
し
た
が
）

典
型
的
な
「
室
町
小
歌
」（
五
・
七
・
七
・
四
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
花

取
踊
」
に
お
け
る
こ
う
し
た
恋
愛
歌
謡
の
存
在
を
見
渡
す
時
、
民
俗
歌
謡
研
究

の
立
場
か
ら
す
る
と
、「
時
代
の
転
変
を
く
ぐ
り
抜
け
、
よ
く
ぞ
今
日
ま
で
」
と
、

そ
の
残
存
に
感
慨
を
禁
じ
え
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
室
町
小
歌
の
集
成
と
し
て
名

高
い
『
閑
吟
集
』（
永
正
一
五
＝
一
五
一
八
年
成
）
の
所
収
歌
に
も
匹
敵
す
る

名
歌
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

詳
し
い
解
釈
は
措
く
が
、
貴
重
な
民
俗
の
歌
謡
と
し
て
、「
花
取
踊
」
の
踊

り
歌
全
体
の
研
究
は
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
こ
う
し
た
典

雅
と
も
言
え
る
歌
が
、一
般
民
衆
の
祭
り
の
歌
と
し
て
取
り
込
ま
れ
、生
き
残
っ

て
き
た
の
か
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
困
難
を
物
と
も
せ
ず
生
き
て

き
た
人
々
の
生
活
、
大
切
な
「
こ
こ
ろ
」
を
知
る
資
料
と
し
て
、
是
非
と
も
知

り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
　「
太
刀
踊
」
の
登
場
と
「
花
取
踊
」
の
変
容

「
太
刀
踊
」
と
い
う
名
称
の
登
場
、
芸
態
の
固
定
は
、「
花
取
踊
」
が
変
化
・

移
行
し
た
結
果
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
区
別
の
指
標
と
し
て
は
、

念
仏
の
詠
唱
、
採
り
物
と
し
て
の
長
刀
（
な
ぎ
な
た
）
仕
様
の
長
柄
の
大
太
刀
、

踊
り
歌
の
内
容
（
詞
型
）
等
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
指
摘
し
て
き
た
。
端
的
に

言
っ
て
、
念
仏
を
歌
わ
ず
、
近
世
（
江
戸
期
）
以
降
の
歌
謡
（
七
五
調
な
ど
）

は
〕（
旧
一
本
松
町
増
田
）
と
称
す
る
な
ど
、
名
称
の
若
干
の
相
違
や
、
位
置

の
訛
伝
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
愛
媛
県
で
も
同
様
に
そ
の
伝
承
が
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

次
い
で
、そ
も
そ
も
「
花
取
り
」
と
は
何
か
。
名
称
と
も
な
っ
た
「
花
取
り
」

行
事
と
関
わ
る
歌
を
見
て
み
よ
う
。
い
く
つ
か
こ
の
踊
り
に
必
須
の
「
役
歌
」

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
歌
が
あ
る
。
ま
ず
、
前
掲
の
資
料
で
は
、

・ 

花
取
り
は　

七
日
の
精
進　

お
と
す
な
精
進　

イ
ヨ　

せ
い
御
前
（
安
芸

郡
、
花
と
り
地
歌
）

・ 

サ
ア　

せ
い
御
前
は　

何
処
の
せ
い
御
前　

に
し
や
ど
の　

せ
い
御
前

（
右
同
）

・ 

花
取
り
は　

七
日
精
進
よ　

七
夜
の
注
連
を　

八
夜
引
く
（
姫
野
村
、
花

と
り
歌
）

・ 

お
れ
ど
も
が　

初う
い

の
花
取
り　

悪
く
と
良
い
と　

お
し
ょ
あ
れ
（
右
同
）

と
あ
っ
た
歌
で
あ
る
が
、
高
知
県
下
で
は
、
同
様
の
歌
詞
は
一
円
に
広
く
伝
承

さ
れ
、
愛
媛
県
で
も
、
和
田
茂
樹
『
愛
媛
の
民
俗
芸
能
』（
昭
和
四
六
年
刊
行
）

に
よ
れ
ば
、「
東
宇
和
郡
城
川
町
魚
成
・
土
居
」（
み
つ
く
ば
み
・
う
ま
つ
き
）、「
東

宇
和
郡
野
村
町
岡
成
」「
同
小
屋
」（
み
つ
く
ば
み
）
な
ど
に
そ
の
類
歌
が
見
ら

れ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
演
目
名
）。
そ
の
歌
詞
の
片
鱗
か
ら
は
、「
花
取
り
」
行
事

が
厳
重
な
精
進
（
七
日
間
）
を
要
請
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
は
女
性
（
御
前
）
と
の

交
わ
り
は
許
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
、
そ
の
達
成
に
は
一
種
の
「
成
年
戒
」
の
儀
礼

の
意
も
込
め
ら
れ
て
い
た
も
の

│
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
知
・
愛
媛
の
伝
承
類
歌
を
、
参
考
例
と
し
て
（
歌
意
不
詳
の
箇
所
も
あ
る

が
）、
次
に
合
わ
せ
て
数
首
掲
出
す
る
。（
愛
媛
県
の
詞
章
は
和
田
・
前
掲
書
に

よ
る
）。

・ 

花
取
り
は　

七
日
精
進
の　

花
取
り
落
と
し　

せ
ん
ご
ぜ
（
梼
原
町
四
万

川
）

・ 

せ
ん
ご
ぜ
は　

ど
こ
の
せ
ん
ご
ぜ　

御
荘
の
山
の　

せ
ん
ご
ぜ
（
右
同
）

・ 

花
取
り
は　

七
日
精
進
よ　

け
が
す
な
村
の　

若
い
衆
（
旧
窪
川
町
川

奥
）

・ 

お
れ
ど
も
は　

う
い
の
花
取
り　

悪
し
く
と
も　

良
し
く
と　

お
し
ょ
な

れ
（
右
同
）

・ 

花
取
り
は　

七
日
精
進
し
て　

落
し
て
く
れ
な　

せ
ん
ご
ぜ
ぞ
（
東
宇
和

郡
城
川
町
魚
成
）

・ 

せ
ん
ご
ぜ
は　

何
処
の
せ
ん
ご
ぜ
ぞ　

御
荘
の
緑
の　

せ
ん
ご
ぜ
ぞ
（
右

同
）

共
通
し
た
歌
詞
か
ら
は
、
県
境
を
越
え
た
高
知
県
・
愛
媛
県
の
一
体
性
が
そ

の
ま
ま
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
肝
心
の
「
花
取
り
」
の
対
象
と
な
る
「
花
」
と
は
、
何
の
花
で

あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
踊
り
歌
の
詞
章
は
、
高
知
・
愛
媛
の
伝
承
歌
と

も
に
、
例
外
な
く
「
つ
つ
じ
」
と
歌
っ
て
い
る
。
前
掲
の
記
録
に
は
出
て
い
な

い
の
で
、
伝
承
資
料
か
ら
例
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
一
地
区
ず
つ
上
げ
る
。
こ
の
歌
の

類
歌
の
分
布
も
広
い
。

・ 

あ
の
山
の　

さ
ん
こ（
三
鈷
）み
山
の　

つ
つ
じ
が
枝
は　

ふ
た
え
だ（
旧

佐
賀
町
荷
稲
）

・ 

ひ
と
え
だ
は　

釈
迦
の
お
み
や
げ　

ま
た
ひ
と
え
だ
は　

身
の
た
め
（
右

同
）

・ 
あ
の
山
の　

さ
ん
く
の
山
の
岩
つ
つ
じ　

ふ
た
も
と（
二
本
）ほ
し
や（
旧

一
本
松
町
増
田
）
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ま
た
、
旧
物
部
村
根
木
屋
（
現
香
美
市
）
に
は
、
左
右
の
手
に
大
小
の
刀
を

持
っ
て
踊
る
〝
二
刀
流
〟
の
「
太
刀
踊
」
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
踊
り
歌
は
、

幕
末
期
以
降
、
盆
踊
り
・
豊
年
踊
り
の
歌
と
し
て
も
流
行
し
た
七
七
調
の
口
説

き
歌
「
鈴
木
主
水
」
と
な
っ
て
い
る
。

高知市鏡村・大利の太刀踊
（平成 26 年 （（ 月 3 日、大利新宮神社）

徳
島
県
で
「
太
刀
踊
」
と
称
し
遺
存
し
て
い
る
の
は
、
旧
木
頭
村
（
現
那
賀

町
）・
旧
宍
喰
町
（
現
海
陽
町
）
の
二
箇
所
の
み
で
、
あ
と
一
箇
所
（
西
祖
谷

山
村
＝
現
三
好
市
）
は
、
刀
に
替
わ
り
手
ぬ
ぐ
い
を
用
い
、「
花
と
り
」
と
称

し
て
い
た
。（
手
ぬ
ぐ
い
を
用
い
る
と
い
う
最
も
変
化
し
た
形
態
は
、
高
知
県

で
は
旧
赤
岡
町
（
現
香
南
市
）
の
「
太
刀
踊
」
の
ほ
か
、
大
豊
町
・
旧
本
川
村

（
現
い
の
町
）
な
ど
県
東
部
山
間
地
に
も
見
ら
れ
る
）。

徳
島
県
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
高
知
県
境
に
接
す
る
地
域
で
、
伝
播
の
時
期

は
不
明
だ
が
、
土
佐
（
高
知
）
か
ら
の
直
接
的
影
響
が
う
か
が
え
る
。『
阿
波

の
民
謡
と
民
俗
芸
能
』（
昭
和
四
七
年
三
月
、徳
島
県
教
育
委
員
会
刊
）
に
よ
り
、

踊
り
歌
を
中
心
に
伝
承
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

「
那
珂
郡
木
頭
村
中
内
」
の
「
太
刀
踊
」
は
、「
車
踊
り
・
総
車
踊
り
・
い
れ

は
・
と
ち
こ
ろ
び
」
と
四
種
の
演
目
が
あ
り
、
歌
の
伝
承
は
無
く
、
掛
け
声
に

依
っ
て
踊
る
。「
宍
喰
町
船
津
」
の
「
太
刀
踊
」
は
、「
切
り
太
刀
・
受
け
太
刀
」

の
二
つ
の
踊
り
方
が
あ
り
、
踊
り
歌
は
次
の
様
な
歌
詞
で
、
そ
の
歌
い
出
し
の

文
句
か
ら
「
絵
島
踊
り
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。（
ハ
ヤ
シ
こ
と
ば
や

繰
り
返
し
は
省
略
し
、
歌
詞
の
み
抽
出
す
る
）。

・
絵
島
新
之
亟
に
ゃ　

添
わ
い
で
く
ら
す　

扇
は
も
た
ね
ど　

夏
く
ら
す

・
踊
る
中
で
も　

あ
の
し
が
一
じ
ゃ　

妻
に
な
る
子
は　

う
れ
し
か
ろ

・
馬
路
峠
で　

昼
寝
を
し
た
ら　

魚や

梁な

瀬せ

五
葉
竹　

夢
に
み
た

歌
詞
は
他
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、「
以
下
略
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
馬

路
・
魚
梁
瀬
」
は
、
以
前
第
二
項
で
、
伝
承
が
途
絶
え
た
と
記
し
た
高
知
県
の

東
部
「
馬
路
村
」
の
地
名
で
あ
る
。
形
式
は
い
ず
れ
も
七
・
七
・
七
・
五
調
の

近
世
歌
謡
と
な
る
。

「
西
祖
谷
山
村
」
の
「
花
と
り
」
は
、
隣
接
す
る
善
徳
・
吾
橋
・
有
瀬
の
三

地
区
に
あ
っ
た
。宴
席
の
賑
わ
い
に
は
欠
か
せ
ぬ
踊
り
で
、盆
に
も
広
場
で
踊
っ

た
と
い
う
。
踊
り
歌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。（
重
複
を
除
き
、
三
地
区
を
合

わ
せ
て
記
載
す
る
）。

・
様
と
い
か
ぬ
か　

お
蔵
の
背
戸
へ　

こ
ご
め
ざ
く
ら
の　

枝
折
り
に

を
用
い
、
大
太
刀
役
が
打
刀
（
通
常
の
日
本
刀
仕
様
）
を
持
っ
て
踊
る
要
素
の

あ
る
も
の
は
、「
太
刀
踊
」
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
外
形
か
ら
見

て
最
も
分
か
り
や
す
い
指
標
は
、
手
に
何
を
持
っ
て
踊
る
か
で
、
も
っ
ぱ
ら
、

い
わ
ゆ
る
刀
（
か
た
な
）
踊
り
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
太
刀
踊
」
で
あ
る
。

「
太
刀
踊
」
の
名
称
自
体
は
、
前
出
の
『
巷
謡
編
』「
安
芸
郡
吉
良
川
村
八
幡

宮
御
田
祭
歌
」
の
役
名
に
、「
太
刀
踊
六
人　

襦
袢
ニ
赤
白
ノ
袖
裏
カ
ケ
タ
ル

ヲ
着
、
棒
ヲ
手
毎
ニ
持
出
遣
フ
」
と
見
え
る
の
で
、
江
戸
後
期
ま
で
遡
る
こ
と

は
推
測
可
能
だ
が
、
変
化
が
固
定
し
て
通
用
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
期

以
降
に
下
る
可
能
性
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
現
在
「
太
刀
踊
」
と
し
て
刀
踊

り
に
移
行
し
て
い
る
室
戸
市
佐
喜
浜
町
の
江
戸
末
期
の
資
料
で
は
、
ま
だ
「
長

刀
（
な
ぎ
な
た
）」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、『
佐
喜
浜
郷
浦
御
改
正
廉
書
指
出
』（
大
庄
屋
ら
の
指
し
出
し
た
安
政

四
年
（
一
八
五
七
）
当
時
の
農
漁
村
の
実
態
調
査
記
録
）
に
は
、
次
の
様
に
あ

る
。『
高
知
県
史　

民
俗
資
料
編
』
に
よ
り
原
資
料
を
示
す
（「
盆
祭
之
式
村
風
・

施
餓
鬼
」
の
項
）。

施
餓
鬼
踊
リ
有
リ
。
業
前
之
義
ハ
、
左
右
之
頭
、
鐘
太
鼓
、
人
数
若
者
十
人

又
ハ
十
弐
人
右
左
ニ
分
リ
、
音
頭
歌
ヲ
出
し
皆
々
謡
、
一
方
ハ
長
刀
、
一
方

ハ
小
太
刀
ニ
而
歌
之
間
ニ
は
擲
合
、
又
歌
ヲ
出
し
、
右
同
断
三
番
踊
リ
済
申

候
。

片
々
た
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
長
刀
（
な
ぎ
な
た
）
と
小
太
刀
に
よ
る
「
花

取
踊
」
の
態
様
を
記
録
し
た
貴
重
な
資
料
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
、
鉦
・
太
鼓
の
伴
奏
と
歌
の
中
、
二
人
が
対
に
な
っ
て
打
ち
合
っ
て
踊
る

と
い
う
の
は
「
花
取
踊
」
の
特
徴
で
あ
る
。（
な
お
、
こ
の
右
左
（
前
後
）
二

列
に
な
っ
て
踊
る
体
型
は
、
そ
の
ま
ま
「
太
刀
踊
」
に
も
引
き
継
が
れ
る
）。

「
花
取
踊
」
か
ら
「
太
刀
踊
」
へ
、
そ
の
時
期
も
、
さ
ら
に
は
そ
の
契
機
と

な
る
理
由
も
、〝
大
き
な
時
代
の
波
〟
と
す
る
以
上
に
、
明
確
に
示
す
こ
と
は

難
し
い
。
た
だ
、
明
治
維
新
に
お
け
る
神
仏
判
然
令
な
ど
、
踊
り
に
お
け
る
仏

教
色
排
除
の
影
響
が
一
要
因
と
な
っ
た
可
能
性
は
示
し
て
お
き
た
い
。「
念
仏
」

へ
の
影
響
で
あ
る
。

現
在
、
こ
の
名
称
が
見
ら
れ
る
の
は
、
高
知
県
と
、
徳
島
県
の
一
部
に
限
ら

れ
る
。

高
知
県
で
は
、
東
部
の
室
戸
市
・
旧
物
部
町
（
現
香
美
市
）
か
ら
、
中
央
部

の
高
知
市
・
土
佐
市
・
佐
川
町
・
日
高
村
な
ど
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
（
八
頁
、

口
絵
下
段
参
照
）。
た
だ
し
高
知
県
の
事
例
は
、「
太
刀
踊
」
と
称
し
刀
踊
り
と

な
っ
て
も
、
踊
り
歌
に
お
い
て
は
、「
忠
臣
蔵
」
な
ど
近
世
歌
謡
の
中
、
一
部

に
古
い
「
花
取
踊
」
の
歌
謡
を
継
承
し
て
い
る
所
が
多
い
。

そ
の
踊
り
の
展
開
は
、
一
様
で
は
な
く
、
各
地
で
特
徴
的
な
態
様
を
見
出
せ

る
。
こ
う
し
た
多
様
性
も
ま
た
、
長
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
証
し
で
あ
ろ

う
。中

で
も
、
室
戸
市
（
佐
喜
浜
町
尾
崎
・
椎
名
・
三
津
・
高
岡
・
室
津
）
の
事

例
は
、
神
社
の
拝
殿
を
舞
台
と
し
、
伴
奏
に
は
拍
子
木
を
用
い
、
演
目
ご
と
に

幕
を
引
く
と
い
う
歌
舞
伎
風
の
演
出
を
取
り
込
ん
で
い
る
。「
踊
万
歳
」
と
も

称
さ
れ
た
「
地
芝
居
」
流
行
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
高
知
市
鏡
大
利
の
事
例
は
、
冒
頭
に
「
太
刀
調
べ
」
と
称
し
真
剣
の

試
し
切
り
を
し
、
懐
紙
を
空
中
に
舞
わ
せ
、
さ
ら
に
土
佐
市
蓮
池
・
佐
川
町
四

ツ
白
・
日
高
村
沖
名
な
ど
の
事
例
で
は
、
相
手
の
持
っ
た
「
ザ
イ
」（
紙
シ
デ
、

紙
の
ふ
さ
）
を
真
剣
で
切
り
、
紙
吹
雪
を
飛
散
さ
せ
る
と
い
う
目
立
っ
た
演
技

を
見
せ
る
。
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七

−

一
九
一
六
）
が
、
小
説
『
坊
ち
ゃ
ん
』

の
中
で
、「
関
心
の
あ
ま
り
」「
余
念
な
く
見
物
」
し
た
と
い
う
「
高
知
の
ぴ
か

ぴ
か
踊
り
」
の
類
い
で
あ
る
。
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り
の
演
目
は
、
数
番
程
度
ま
で
」「
通
常
は
衣
装
無
し
で
踊
る
」
と
の
〝
略
式
〟

で
の
継
続
で
落
ち
着
く
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
、
戸
数
で
二
〇
戸
、
担
い
手
と

な
る
子
供
は
六
人
の
み
と
い
う
集
落
で
あ
る
。
子
供
達
は
、
終
戦
頃
に
は
一
〇

倍
の
六
〇
人
は
い
た
と
い
う
。

消えてしまった山の神祭り
旧窪川町・川奥（平成 （2 年 8 月 26 日）

結
論
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
事
情
を
優
先
し
、
ま
ず
は
継
続
が
第
一
と
い
う

や
む
を
え
な
い
判
断
で
は
あ
る
。
高
知
県
内
の
山
間
部
で
は
、
こ
の
先
に
集
落

自
体
の
消
滅
も
視
野
に
入
っ
て
き
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
に

類
す
る
問
題
は
各
地
で
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
特
に
「
花
取
踊
」
の
場
合
、
川
奥
と
も
具
体
的

に
関
わ
る
「
山
の
神
」「
シ
オ
リ
（
枝
折
）
さ
ま
」
信
仰
等
の
実
態
は
、（
少
し

で
も
そ
の
記
憶
の
あ
る
う
ち
に
）
究
明
が
急
が
れ
る
課
題
と
な
る
。
そ
の
先
に

は
、（
前
に
述
べ
た
）
生
成
の
基
盤
と
な
る
「
春
山
入
り
」
の
習
俗
や
、
芸
能

の
さ
ら
な
る
〝
原
態
〟
と
そ
の
変
容
の
過
程
と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
…
…
。

つ
ぶ
さ
に
知
る
こ
と
は
も
は
や
難
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

・
踊
り
ま
し
ょ
う
や　

踊
ら
し
ゃ
ま
し
ょ
や　

鳥
が
ば
ら
ば
ら　

う
た
う
ま

で
・
様
と
手
と
り
合
う
て　

浅
い
川
わ
た
る　

小
石
や
ざ
れ
も
の　

ざ
れ
か
か

る
・
お
も
て
き
た
か
え　

う
ら
か
ら
き
た
か　

わ
た
し
ゃ
裏
か
ら　

お
も
て
き

た
・
さ
ま
と
手
と
り
合
え
ば　

雲
が
り
ん
き
し
て　

月
か
く
す

・
主
と
浅
い
川
渡
り
ゃ　

水
が
鏡
で　

は
づ
か
し
い

・
み
ん
な
う
と
う
て
踊
れ　

秋
の
夜
長
を　

更
け
る
ま
で

・
有
瀬
や
自
慢
な
も
の
は　

む
す
め
美
人
と　

茶
の
香
り

・
さ
ま
よ
さ
ん
ど
笠　

ふ
り
あ
げ
り
ゃ
お
召
し　

少
し
ゃ
お
顔
は　

お
が
み

た
え

・
さ
ま
よ
い
か
ん
か
よ　

笹
原
こ
え
て　

こ
え
り
ゃ
は
か
ま
の　

裾
濡
れ
ら

こ
れ
も
ハ
ヤ
シ
こ
と
ば
・
く
り
か
え
し
等
は
判
別
し
、
用
字
は
そ
の
ま
ま
に

意
を
取
り
記
載
し
た
が
、
概
ね
七
五
調
の
近
世
（
江
戸
期
）
以
降
の
恋
愛
歌
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。
前
記
の
「
宍
喰
町
船
津
」
の
も
の
と
合
わ
せ
て
、
本
来

の
「
花
取
踊
」
の
歌
謡
（
第
三
項
に
前
述
）
と
の
懸
隔
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
善
徳
・
吾
橋
で
は
「
花
と
り
」
と
呼
ぶ
が
、
有
瀬
で
は
歌
い
出
し
の
「
さ

ま
と
エ
ー
」
に
よ
り
、「
さ
ま
と
踊
り
」
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
「
花
取
踊
」
の
内
容
と
展
開
の
概
要
に
つ
い
て
、
土
佐
を
中
核
と

し
た
四
国
に
お
け
る
資
料
を
見
て
き
た
が
、
そ
の
現
状
に
は
心
配
な
こ
と
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
原
態
の
解
明
や
価
値
の
認
識
も
未
だ
十
分
に
は
で
き
て
い
な

い
の
に
、
近
年
、
衰
滅
の
様
相
を
一
層
深
め
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
お

わ
り
に
、
高
知
県
旧
窪
川
町
川
奥
（
現
四
万
十
町
）
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ

の
危
機
的
状
況
の
一
端
を
示
し
て
お
き
た
い
。

川
奥
の
「
花
取
踊
」
は
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）、
高
知
県
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
山
鳥
の
鳥
毛
の
冠
を
は
じ
め
と
し
た
装
束
、
長
柄
の
大

太
刀
や
鎌
に
よ
る
演
技
、
そ
れ
を
支
え
る
踊
り
歌
な
ど
、
い
ず
れ
も
古
態
を
保

つ
も
の
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
演
目
と
し
て
は
、（
一
）

し
め
縄
き
り
、（
二
）
入
れ
は
、（
三
）
庭
祓
い
、（
四
）
柄
突
き
、（
五
）
車
太

刀
、（
六
）
三
つ
づ
く
な
み
、（
七
）
脇
ば
さ
み
、（
八
）
逆
手
鎌
、（
九
）
養
老
、

（
一
〇
）
違
い
鎌
、（
一
一
）
天
井
車
、（
一
二
）
違
い
長
刀
、（
一
三
）
切
分
け
、

（
一
四
）
膝
突
き
、（
一
五
）
引
き
は
、
と
数
多
く
の
芸
能
を
伝
承
し
て
き
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
態
様
に
加
え
て
、
集
落
の
山
腹
に
あ
る
山
の
神
（「
大
山
祇

大
神
」、
戦
前
ま
で
は
女
人
禁
制
）
や
、「
シ
オ
リ
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
る
祠
を
祀

る
な
ど
、
行
事
と
密
接
に
関
わ
る
古
い
信
仰
・
習
俗
を
残
し
て
い
る
面
に
お
い

て
も
貴
重
な
伝
承
資
料
で
あ
っ
た
。

し
か
し
以
来
お
よ
そ
五
〇
年
、
用
具
の
締
太
鼓
修
繕
の
県
補
助
申
請
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
至
り
、
主
に
「
後
継
者
不
足
の
た
め

正
式
な
儀
式
と
し
て
の
継
続
が
困
難
」
と
の
理
由
で
、「
県
の
指
定
解
除
」
の

伺
い
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

・ 

山
の
神
の
奉
納
踊
り
の
際
に
山
の
中
腹
ま
で
登
る
が
、
高
齢
者
が
多
い
た

め
危
険
で
実
施
で
き
な
い
。

・ 

県
指
定
文
化
財
と
い
う
こ
と
で
来
場
者
も
多
い
が
、
内
容
面
に
お
い
て
、

確
か
に
そ
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

と
の
理
由
で
あ
る
。「
こ
の
ま
ま
で
は
県
指
定
の
要
件
を
満
た
せ
な
い
の
で

は
な
い
か
」、
と
い
う
い
わ
ば
良
心
的
な
申
し
出
で
あ
っ
た
。
協
議
の
結
果
は
、

「
山
の
神
の
祠
は
地
区
の
集
会
所
横
に
移
築
す
る
」（
地
域
で
は
決
定
事
項
）、「
踊
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四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
の
伝
承
状
況
一
覧

凡
　
例

一
覧
表
に
つ
い
て

一�

平
成
二
八
年
度
（
一
〇
〜
一
二
月
）
に
徳
島
県
・
高
知
県
の
教
育
委
員
会
に
調
査
票
を
送
付
し
て
、
そ
の
回
答
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。

�

愛
媛
県
に
つ
い
て
は
、
大
本
敬
久
委
員
が
平
成
二
八
年
度
に
調
査
し
て
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。

二�

内
容
・
表
記
等
は
、
原
則
と
し
て
調
査
票
の
回
答
に
拠
っ
た
。

三�

№
の
項
は
、「
四
国
に
お
け
る
花
取
踊
（
太
刀
踊
）
分
布
図
」（
八
四
〜
八
五
頁
参
照
）
の
番
号
と
対
応
す
る
。

四�

№
の
項
の
、
○
数
字
は
継
続
中
、
□
数
字
は
休
止
中
の
状
況
を
示
し
た
。
現
在
、
実
施
か
休
止
か
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
休
止
中
と
回
答
の
あ
っ
た
も
の
に
限
っ
て

□
数
字
で
表
記
し
た
。（
例
：
❶
継
続
中
、
2
休
止
中
）

五�

伝
承
地
の
項
で
は
、
必
要
に
応
じ
、
旧
市
町
村
名
を
（　

）
内
に
掲
示
し
た
。

六�

備
考
／
演
目
の
項
に
は
、
調
査
票
よ
り
特
に
参
考
に
な
る
事
項
を
取
り
上
げ
て
記
し
た
。

七�

高
知
県
四
万
十
市
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
四
万
十
市
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
平
成
一
七
年
度
調
査
資
料
「
地
域
に
残
る
伝
統
行
事
・
芸
能
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

提
供
い
た
だ
き
、
そ
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
掲
載
し
た
。

№

芸
能
名
称
・
行
事
名

伝
承
地
（
旧
市
町
村
名
）

保
存
会
等
の
名
称

上
演
期
日

上
演
場
所

備
考
／
演
目

徳
島
県

❶
船
津
太
刀
踊
り

海
部
郡
海
陽
町
船
津
字
船
津

船
津
太
刀
踊
り
保
存

会

過
去
に
は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
訪
問
は
じ

め
お
盆
に
地
区
に
て
踊
り
を
披
露
し
て
い
た

が
、
近
年
は
活
動
が
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
。

小
学
4
，
5
，
6
年
生
の
太
刀
踊
り
の
少
年
隊

が
あ
り
、
毎
年
練
習
し
て
、
小
学
校
の
運
動
会

や
共
楽
運
動
会
で
披
露
し
て
い
る
。

切
り
太
刀
・
受
け
太
刀

❷
太
刀
踊
り

那
賀
郡
那
賀
町
木
頭
和
無
田

太
刀
踊
・
シ
ン
ト
ロ

伝
承
会

11
月
1
日

和
無
田
八
幡
神
社

車
太
刀
、
双
車
太
刀
、
入
れ
刃
、

と
ち
転
び

❸
花
と
り

三
好
市
西
祖
谷
山
村
吾
橋

※
保
存
会
組
織
は
無

い

9
月
の
第
2
日
曜

「
古
宮
ま
つ
り
」
※

婦
人
会
が
踊
る
（
か

つ
て
は
旧
暦
8
月
8

日
）

吾
橋
小
学
校
の
運
動

会
の
日

※
児
童
が
踊
る

古
宮
神
社

吾
橋
小
学
校

※
以
前
は
白
山
神
社
、

五
所
（
大
宮
）
神
社
、

八
幡
神
社
、
天
王
神
社

等
の
4
月
の
百
手
祭
の

宴
席
で
「
伊
勢
節
」
の

前
に
踊
ら
れ
た

※
現
在
で
も
稀
に
宴
会
の
最
後
に

は
手
拭
い
を
持
っ
て
踊
ら
れ
て
い

る※
唄
や
踊
り
を
出
来
る
の
は
60
代

以
上
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
平
成

25
年
頃
か
ら
古
宮
ま
つ
り
の
中

で
、
婦
人
会
が
踊
り
を
披
露
し
て

い
る
。

近
年
は
、
吾
橋
小
学
校
で
子
供
た

ち
が
地
区
の
伝
承
者
に
習
い
、
運

動
会
の
出
し
物
（
演
目
）
と
し
て

披
露
し
て
い
る
。

高
知
県

❶
ひ
よ
こ
ち
踊
り（
太
刀
踊
）
安
芸
郡
東
洋
町
大
字
河
内

ひ
よ
こ
ち
踊
り
保
存

会

9
月
24
日
・
26
日
・

10
月
30
日

甲
浦
八
幡
宮
、
東
洋
町

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
・
花
取
り
、
2
・
扇
踊
り
、

3
・
ひ
い
け
ひ
い
け
、
4
・
抜
き

か
き
つ
、
5
・
こ
ろ
ん
べ
ぇ

❷
椎
名
太
刀
踊

室
戸
市
室
戸
岬
町
椎
名

椎
名
太
刀
踊
保
存
会

10
月
14
～
16
日

椎
名
八
王
子
宮
拝
殿
・

厳
島
神
社
拝
殿
・
荒
神

宮
拝
殿

【
上
組
】
あ
れ
み
よ
・
ま
い
ろ
う
・

善
左
さ
ん
・
せ
ん
せ
せ
・
よ
う
花

と
り

【
椎
名
組
】
城
攻
め
・
阿
波
の
黒

土
（
棒
）・
う
も
れ
ど
も
・
よ
う

は
ん
な
と
・
花
と
り
・
扇
子
踊
り
・

手
踊
り
・
お
ゝ
さ
・
あ
の
山
（
槍
）・

ひ
よ
こ
こ
（
現
在
：
南
国
土
佐
を

あ
と
に
し
て
）・
我
が
里
・
当
世

踊
り
・
四
季
の
歌

❸
三
津
太
刀
踊

室
戸
市
室
戸
岬
町
三
津

三
津
太
刀
踊
保
存
会

10
月
15
～
16
日

杉
尾
神
社
拝
殿
、
御
旅

所
（
三
津
港
）

−

❹
高
岡
太
刀
踊

室
戸
市
室
戸
岬
町
高
岡

高
岡
太
刀
踊
保
存
会

10
月
21
～
23
日

杉
尾
神
社
（
高
岡
）
拝

殿
、
山
祇
神
社

−

❺
室
津
八
幡
宮
河
内
太
刀
踊

室
戸
市
室
津　

室
津
八
幡
宮
河
内
太

刀
踊
保
存
会

10
月
8
～
9
日

室
津
八
幡
宮
拝
殿
、
竃

戸
神
社
（
河
内
）

−

6

日
南
太
刀
踊

室
戸
市
吉
良
川
町
日
南

日
南
太
刀
踊
保
存
会

※
御
田
祭
（
隔
年
／
5
月
3
日
・
御
田
八
幡
宮
）

に
て
上
演

平
成
27
年
度
を
も
っ
て
休
止
状
態
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№

芸
能
名
称
・
行
事
名

伝
承
地
（
旧
市
町
村
名
）

保
存
会
等
の
名
称

上
演
期
日

上
演
場
所

備
考
／
演
目

❼
尾
崎
太
刀
踊

室
戸
市
佐
喜
浜
町
尾
崎

尾
崎
太
刀
踊
保
存
会

10
月
16
日

白
鬚
神
社
拝
殿

−

❽
太
刀
踊

香
美
市
物
部
町
根
木
屋

（
旧
物
部
村
）

太
刀
踊

未
定

未
定

鈴
木
主
水

❾
仁
ノ
太
刀
踊

高
知
市
春
野
町
仁
ノ

（
旧
春
野
町
）

仁
ノ
太
刀
踊
り
保
存

会

7
月
22
日

仁
ノ
神
社

「
忠
臣
蔵
」「
し
の
ぎ
」「
住
吉
」

❿
西
諸
木
太
刀
踊

高
知
市
春
野
町
西
諸
木

（
旧
春
野
町
）

西
諸
木
花
取
り
踊
り

保
存
会

10
月
23
日

若
一
王
子
宮

は
な
と
り
の
う
た
「
し
の
ぎ
」「
忠

臣
蔵
」「
清
盛
」「
ま
ぬ
き
」「
ひ

こ
さ
大
江
山
」

⓫
大
利
の
太
刀
踊

高
知
市
鏡
大
利

（
旧
鏡
村
）

大
利
太
刀
踊
り
保
存

会

11
月
3
日

新
宮
神
社
境
内

切
り
込
み
、
襷
が
け
、
車
踊
り
の

三
演
目

⓬
寺
内
太
刀
踊
り

長
岡
郡
大
豊
町
寺
内

寺
内
太
刀
踊
り
保
存

会

旧
暦
の
9
月
12
日

寺
内
若
一
王
子
宮

−

⓭
大
川
の
花
取
太
刀
踊

土
佐
郡
大
川
村
大
藪

大
川
村
花
取
踊
保
存

会

11
月
※
大
川
村
産
業

文
化
祭
等
の
イ
ベ
ン

ト
で
披
露

大
川
村
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
ほ
か

太
刀
踊
り
、
薙
刀
踊
り
、
手
踊
り

⓮
大
内
花
取
踊
・
太
刀
踊

吾
川
郡
い
の
町
大
内

（
旧
伊
野
町
）

な
し

な
し

な
し

−

⓯
本
川
花
と
り
（
太
刀
踊
）

吾
川
郡
い
の
町
本
川
地
区

（
旧
本
川
村
）

本
川
花
と
り
保
存
会

11
月
19
日

※
本
川
地
区
文
化
祭

（
11
月
中
旬
頃
）
の

際
に
披
露

本
川
プ
ラ
チ
ナ
交
流
セ

ン
タ
ー

手
踊
り
、
太
刀
踊
り
、
千
鳥

⓰
川
又
花
取
踊
り

吾
川
郡
仁
淀
川
町
大
植

（
旧
仁
淀
村
）

泉
川
長
者
花
鳥
踊
り

保
存
会

毎
年
10
月
第
4
日
曜

日

川
又
八
所
神
社
ほ
か

※
最
近
演
舞
な
し
、
休
止
中

五
方
、
切
り
式
、
抜
け
太
刀
、
柄

付
、
巻
太
刀
、
車
、
ち
が
え
、
鎌

（
3
場
）、
薙
刀
（
3
場
）、
戻
し
、

逆
太
刀
、
か
た
ぎ
、
か
た
ぎ
と
ん

ぼ
、
引
け
刀
／
計
18
場

⓱
秋
葉
ま
つ
り

吾
川
郡
仁
淀
川
町
別
枝

（
旧
仁
淀
村
）

秋
葉
神
社
祭
礼
練
り

保
存
会

2
月
11
日

秋
葉
神
社

※
秋
葉
ま
つ
り
の
中
の
一
つ
の
演

目
に
花
取
踊
が
あ
る

⓲
蓮
池
の
太
刀
踊

土
佐
市
蓮
池
字
西
ノ
宮

蓮
池
の
太
刀
踊
保
存

会

11
月
3
日

西
ノ
宮
八
幡
宮

え
な
ぎ
な
た
、
ご
ほ
う
、
く
ず
し
、

車
太
刀
、
忠
臣
蔵
、
違
え
太
刀
、

ま
ぬ
き
、
し
の
ぎ
、
源
氏
平
家
、

清
盛
、
引
き
お
ど
り

⓳
宇
佐
花
取
太
刀
踊
り

土
佐
市
宇
佐
町
宇
佐
字
萩
谷

宇
佐
花
取
太
刀
踊
り

保
存
会

10
月
第
2
月
曜
日
、

若
一
王
子
宮
の
秋
祭

り

若
一
王
子
宮

入
波
、
し
の
ぎ
、
桜
惣
五
郎
、
大

江
山
な
ど
13
段
（
約
1
時
間
）

⓴
多
ノ
郷
の
太
刀
踊
り

須
崎
市
多
ノ
郷

多
ノ
郷
太
刀
踊
り
保

存
会

10
月
20
日

賀
茂
神
社

ま
き
だ
ち
、
も
ぢ
れ
、
ち
が
え
、

か
り
ま
た
、
さ
か
が
ま
、
わ
き
ば

さ
み
、
も
ど
し
、
ご
ぼ
う
、
し
ば

は
ら
い
、
き
り
し
き
、
お
と
も
お

ど
り

㉑
大
谷
の
花
取
踊

須
崎
市
大
谷

大
谷
花
取
踊
保
存
会

10
月
18
日

須
賀
神
社

ま
き
だ
ち
、
も
ぢ
れ
、
ち
が
え
、

か
り
ま
た
、
さ
か
が
ま
、
わ
き
ば

さ
み
、
も
ど
し
、
ご
ぼ
う
、
し
ば

は
ら
い
、
き
り
し
き
、
お
と
も
お

ど
り

㉒
沖
名
の
花
採
太
刀
踊

高
岡
郡
日
高
村
沖
名

日
高
村
太
刀
踊
保
存

会

10
月
15
日

高
知
県
高
岡
郡
日
高
村

沖
名
1

城
八
幡
宮
秋
祭
り
に
境

内
で
奉
納
さ
れ
る
。

入
れ
葉
・
車
太
刀
・
士
之
儀
・
藤

吉
・
忠
臣
蔵
・
違
太
刀
・
鎌
倉
山
・

近
江
源
氏
・
間
抜
・
波
佐
間
合
戦
・

清
盛
・
挽
葉

㉓
佐
川
町
太
刀
踊

高
岡
郡
佐
川
町
四
ツ
白

佐
川
町
の
太
刀
踊

11
月
3
日

仁
井
田
神
社

忠
臣
蔵
、
し
の
ぎ
、
鎌
倉

㉔
花
取
踊
・
太
刀
踊

高
岡
郡
佐
川
町
中
組

白
倉
神
社
花
取
踊

11
月
12
日

白
倉
神
社

刀
（
に
し
が
た
・
し
の
ぎ
・
く
る

ま
）　

な
ぎ
な
た
（
か
ま
の
手
・

ま
つ
か
ぜ
・
た
ち
）

㉕
葉
山
花
取
踊

高
岡
郡
津
野
町
の
新
土
居
、

姫
野
々
、
白
石
の
3
地
区

（
旧
葉
山
村
）

葉
山
花
取
踊
り
保
存

会

10
月
23
日
及
び
24

日
、
11
月
3
日

三
嶋
様
境
内
ほ
か
2
ヶ

所

−

㉖
船
戸
花
取
踊
（
津
野
山
花

取
踊
）

高
岡
郡
津
野
町
船
戸

（
旧
東
津
野
村
）

船
戸
花
取
踊
り
保
存

会

11
月
12
日

船
戸
河
内
五
社
神
社

1
・
サ
ア
ノ
庭
ハ
ラ
イ
、
2
・
イ

レ
ハ
、
3
・
エ
ツ
ケ
、
4
・
ク
ル
マ
、

5
・
シ
ン
ポ
、
6
・
チ
ガ
エ
太
刀
、

7
・
カ
マ
①
、
8
・
カ
マ
②
、

9
・
カ
マ
③
、
10
・
モ
ド
リ
、

11
・
キ
リ
マ
キ
、
12
・
ミ
ツ
ク
バ
ミ
、

13
・
ジ
ザ
イ
コ
ウ
ヅ
キ
、
14
・
ヒ

ケ
ハ
、
15
・
ガ
ワ
ノ
庭
払
い
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№

芸
能
名
称
・
行
事
名

伝
承
地
（
旧
市
町
村
名
）

保
存
会
等
の
名
称

上
演
期
日

上
演
場
所

備
考
／
演
目

㉗

四
万
川
の
花
取
踊

高
岡
郡
梼
原
町
四
万
川

休
止
中
の
為
不
明

現
在
休
止
中

過
去
は
10
月
第
1
日

曜
日
に
上
演

過
去
は
円
明
寺
に
て
奉

納

㉘

中
平
の
花
取
踊

高
岡
郡
梼
原
町
中
平

休
止
中
の
為
不
明

現
在
休
止
中

毎
年
11
月
7
日
に
上

演
し
て
い
た

−

入
庭
・
太
刀
の
手
、
釜
の
手
、
大

刀
、
引
庭

㉙
花
取
踊（
大
植
流
太
刀
踊
）
高
岡
郡
梼
原
町
川
西
路

川
西
路
部
落

毎
年
9
月
29
日
（
孝

山
祭
）
及
び
10
月
29

日
（
三
嶋
神
社
神
祭
）

孝
山
祭
：
吉
祥
寺

三
嶋
神
社
神
祭
：
東
区

お
旅
所

大
初
切
敷
＝
歌
（
踊
る
前
に
、
一

同
位
置
に
つ
き
音
頭
が
歌
う
）

1
・
抜
太
刀
、
2
・
柄
付
、
3
・
車
、

4
・
違
え
、
5
・
鎌
か
け
ぞ
り
、

6
・
鎌
陶
掛
、
7
・
鎌
車
ひ
ざ
、

8
・
長
刀
切
掛
、
9
・
長
刀
敵
見

合
、
10
・
長
刀
押
切
、
11
・
も
ど

し
、
12
・
巻
太
刀
、
13
・
逆
太
刀
、

14
・
か
た
ぎ
、
15
・
と
ん
ぼ
、

16
・
引
揚

㉚
川
奥
の
花
取
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
米
奥

（
旧
窪
川
町
）

㉛
若
井
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
若
井

（
旧
窪
川
町
）

若
井
地
区
花
取
踊
太

刀
踊
り
保
存
会

11
月
1
日

春
日
神
社

道
踊
、
庭
祓
、
先
祓
、
柄
突
、
脇

ば
さ
み
、
も
じ
れ
、
切
り
分
け
、

養
老

㉜
桧
生
原
（
ひ
さ
は
ら
）
の

花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
桧
生
原

（
旧
窪
川
町
）

−

−

−

庭
は
ら
い
、
さ
い
は
ら
い
、
え
つ

け
、
わ
き
ば
ら
い
、
す
ね
き
り
、

き
り
わ
け
、
よ
う
ろ
う
、
ご
ぼ
う
、

び
し
ゃ
ご
、
あ
だ
あ
し
、
ち
が
え
、

も
ど
り
、
さ
か
て
、
て
ん
じ
ょ
う

ぐ
る
ま
、
ひ
き
や

㉝
花
取
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
下
津
井

（
旧
大
正
町
）

−

−

−

㉞
小
野
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
小
野

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

太
刀
の
手
＝
1
番
切
り
、
2
番
切

り
、
つ
く
な
み
、
鼠
搗
き

鎌
の
手
＝
1
番
鎌
、
2
番
鎌
、
ほ

い
ほ
い
、
逆
手
、
よ
の
が
け
、
四

つ
と
び
、
く
る
ま
、
ま
ね
き

㉟
大
井
川
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
大
井
川

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

小
野
よ
り
伝
授
さ
れ
る
。

㊱
古
城
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
古
城

（
旧
十
和
村
）

㊲
河
内
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
河
内

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

太
刀
の
手
＝
も
と
の
太
刀
、
か
た

切
り
、
一
つ
つ
く
な
み
、
肩
車

鎌
の
手
＝
二
つ
切
り
、四
つ
切
り
、

掛
け
て
舞
う
、
逆
手
、
よ
ろ
が
け
、

一
つ
つ
く
な
み
、
米
搗
き
、
鼠
こ

ろ
が
し

㊳
口
大
道
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
口
大
道

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

太
刀
の
手
＝
え
つ
き
、
え
し
き
、

両
し
き
、
脇
付
け
、
く
る
ま
、
か

せ鎌
の
手
＝
な
ん
か
け
、も
ん
じ
り
、

巻
き
鎌
、
ゆ
う
ろ
う
、
片
打
ち
、

逆
鎌

㊴
奥
大
道
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
奥
大
道

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

太
刀
の
手
＝
え
つ
き
、
え
し
き
、

両
し
き
、
脇
付
け
、
く
る
ま
、
か

せ鎌
の
手
＝
な
ん
か
け
、も
ん
じ
り
、

巻
き
鎌
、
ゆ
う
ろ
う
、
片
打
ち
、

逆
鎌

㊵
十
川
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
十
川

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

−

㊶
川
口
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
十
和
川
口

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

−

㊷
地
吉
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
地
吉

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

−

㊸
戸
川
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
戸
川

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

−
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・
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伝
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市
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）
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上
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場
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演
目

㊹
広
瀬
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
広
瀬

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

−

㊺
井
崎
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
井
崎

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

−

㊻
久
保
川
の
花
取
り
踊
り

高
岡
郡
四
万
十
町
久
保
川

（
旧
十
和
村
）

−

−

−

太
刀
の
手
＝
呼
称
な
し
、
呼
称
な

し
、
つ
く
な
み
、
く
る
ま

鎌
の
手
＝
呼
称
な
し
、呼
称
な
し
、

ま
ね
き
、
呼
称
な
し
、
鎌
逆
し
、

舞
い
も
ど
し
、
舞
い
分
か
れ
、
え

つ
き

㊼
花
取
踊

四
万
十
市
右
山

（
旧
中
村
市
）

−

10
月
下
旬

宇
山
神
社

㊽
太
刀
踊

四
万
十
市
井
沢

（
旧
中
村
市
）

−

旧
歴
の
9
月
15
日
前

後

琴
平
神
社

㊾
太
刀
踊
（
花
取
り
踊
り
）

四
万
十
市
竹
島

（
旧
中
村
市
）

−

旧
歴
の
9
月
15
日
に

近
い
日
曜
日

竹
島
集
会
所
広
場

㊿
花
取
踊

四
万
十
市
双
海

（
旧
中
村
市
）

−

旧
歴
の
9
月
15
日

白
皇
神
社
の
踊
り
場

�
花
取
踊

四
万
十
市
佐
岡

（
旧
中
村
市
）

−

旧
歴
の
9
月
15
日

春
日
神
社

�
太
刀
踊
（
花
取
踊
）

四
万
十
市
安
並

（
旧
中
村
市
）

−

8
月
26
日

不
破
八
幡
宮
（
4
年
に

一
度
）

�
花
取
り
踊
り
「
鎌
の
手
」

四
万
十
市
具
同

（
旧
中
村
市
）

−

秋
祭
り
当
日

神
社

�

花
取
踊
り

四
万
十
市
荒
川

（
旧
中
村
市
）

−

旧
暦
の
9
月
22
日

稲
毛
神
社

�
花
と
り
踊
り

四
万
十
市
田
野
川

（
旧
中
村
市
）

−

秋
の
運
動
会
当
日

小
学
校
校
庭

�

太
刀
踊

四
万
十
市
敷
地

（
旧
中
村
市
）

−

旧
暦
の
6
月
15
日
夏

祭
り

旧
暦
の
9
月
15
日
秋

祭
り

敷
地
天
満
宮

�
太
刀
踊
り

四
万
十
市
実
崎

（
旧
中
村
市
）

−

旧
歴
の
9
月
15
日
に

近
い
日
曜
日

実
崎
踊
り
場

�

花
取
り
踊
り

四
万
十
市
深
木

（
旧
中
村
市
）

−

年
2
日　

6
月
、
11

月

天
満
宮

�
太
刀
踊
り

四
万
十
市
間
崎

（
旧
中
村
市
）

−

旧
歴
の
9
月
15
日
前

の
日
曜
日

間
崎
踊
り
場

�
太
刀
踊

四
万
十
市
蕨
岡
乙

（
旧
中
村
市
）

−

毎
年
秋
祭
り

蕨
岡
八
幡
宮
境
内

�

磯
ノ
川
太
刀
踊
り

四
万
十
市
磯
ノ
川

（
旧
中
村
市
）

−

−

−

�
花
取
り
踊
り

四
万
十
市
高
瀬

（
旧
中
村
市
）

−

旧
暦
の
9
月
13
日
に

近
い
日
曜
日

高
瀬
神
社
境
内

�

太
刀
お
ど
り

四
万
十
市
手
洗
川

（
旧
中
村
市
）

−

−

手
洗
川
広
場

�
花
取
り
踊
り

四
万
十
市
大
用

（
旧
中
村
市
）

−

11
月
3
日

熊
野
神
社
境
内

�
太
刀
踊

四
万
十
市
竹
屋
敷

（
旧
中
村
市
）

−

10
月
末
の
日
曜
日

竹
屋
敷　

河
内
神
社

�
花
取
り

四
万
十
市
西
土
佐
奥
屋
内

（
旧
西
土
佐
村
）

−

10
月
最
終
土
曜
日

奥
屋
内
下　

は
い
た
か

神
社

�

花
取
り

四
万
十
市
西
土
佐
奥
屋
内

（
旧
西
土
佐
村
）

−

11
月
2
日

奥
屋
内
上　

祓
川
五
社

神
社

�
花
取
踊
り

四
万
十
市
西
土
佐
半
家

（
旧
西
土
佐
村
）

−

11
月
1
日
～
2
日

半
家
天
満
宮
神
社

�
花
取
り
踊
り

四
万
十
市
西
土
佐
岩
間

（
旧
西
土
佐
村
）

−

10
月
30
日

部
落
天
満
宮
境
内
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上
演
場
所

備
考
／
演
目

�

山
田
八
幡
宮
秋
の
大
祭

宿
毛
市
山
奈
町
山
田

−

−

山
田
八
幡
宮

平
成
28
年
度
は
休
止

�

花
取
踊

宿
毛
市
小
筑
紫
町
石
原

−

−

−

休
止
中

�

花
取
踊

宿
毛
市
橋
上
町
奥
奈
路

−

−

−

休
止
中

�
花
取
踊

幡
多
郡
黒
潮
町
佐
賀
上
分

（
旧
佐
賀
町
）

上
分
地
区
花
取
踊
保

存
会

天
満
宮
秋
の
大
祭
：

11
月
6
日
（
第
1
日

曜
日
）

八
坂
神
社
秋
祭
り
：

11
月
20
日
（
第
3
日

曜
日
）

天
満
宮
秋
の
大
祭
：
黒

潮
1
番
館
・
天
満
宮

八
坂
神
社
秋
祭
り
：
上

分
集
会
所

−

�
花
取
踊

幡
多
郡
黒
潮
町
入
野
浜
の
宮

（
旧
大
方
町
）

浜
の
宮
花
取
踊
保
存

会

夏
祭
り
：
7
月
17
日

（
第
3
日
曜
日
）

秋
祭
り
：
10
月
16
日

（
第
3
日
曜
日
）

加
茂
神
社

−

�
太
刀
踊
（
花
取
踊
）

幡
多
郡
黒
潮
町
浮
鞭

（
旧
大
方
町
）

鞭
地
区
芸
能
保
存
会

10
月
16
日
（
第
3
日

曜
日
）

鞭
集
会
所

−

�
花
取
踊

幡
多
郡
黒
潮
町
田
野
浦

（
旧
大
方
町
）

田
野
浦
郷
土
芸
能
保

存
会

10
月
23
日
（
第
4
日

曜
日
）

白
皇
神
社

−

�
花
取
・
太
刀
踊

幡
多
郡
黒
潮
町
加
持

（
旧
大
方
町
）

加
持
花
取
太
刀
踊
保

存
会

10
月
9
日
（
第
2
日

曜
日
）

三
島
神
社

−

�
花
取
踊

幡
多
郡
黒
潮
町
蜷
川

（
旧
大
方
町
）

蜷
川
地
区

10
月
9
日
（
第
2
日

曜
日
）

蜷
川
八
幡
宮

−

�
太
刀
踊

幡
多
郡
三
原
村
下
長
谷
宮
奈

呂

下
長
谷
地
区

下
長
谷
地
区
秋
祭
り　

10
月
中
頃

下
長
谷
天
満
宮

−

�
太
刀
踊

幡
多
郡
三
原
村
上
長
谷
弓
場

上
長
谷
地
区

10
月
22
日　

年
毎
に

開
催
日
を
決
定

上
長
谷
天
満
宮

−

�
太
刀
踊
（
花
取
踊
）

幡
多
郡
三
原
村
柚
ノ
木
向
エ

山

柚
ノ
木
太
刀
踊
り
子

10
月
23
日
（
日
）

愛
宕
神
社

−

�
花
取
踊

幡
多
郡
三
原
村
下
切
シ
モ
ダ

バ

下
切
踊
り
子

10
月
16
日
（
秋
祭
り

当
日
）

下
切
集
会
所
前

−

�
赤
泊
太
刀
踊

幡
多
郡
大
月
町
赤
泊

赤
泊
太
刀
踊
保
存
会

10
月
22
日
、
11
月
3

日

音
無
神
社
、
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド

1
・
露
払
い
、
2
・
受
太
刀
、

3
・
切
り
払
い
、
4
・
小
太
刀
落

し
、
5
・
四
手
、
6
・
五
方
、

7
・
役
出
し
、
8
・
車
輪

愛
媛
県

1

相
之
峯
の
は
な
と
り
踊

上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
相
之

峯
（
旧
面
河
村
）

座
付
／
天
井
車
な
ど
三
〇
曲
ほ
ど

あ
っ
た
。
和
田
茂
樹
『
愛
媛
の
民

俗
芸
能
』（
昭
和
46
年
）
掲
載

2

西
谷
の
花
取
踊

上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
西
谷

（
旧
柳
谷
村
）

和
田
茂
樹
『
愛
媛
の
民
俗
芸
能
』

（
昭
和
46
年
）
掲
載

3

柳
井
川
の
花
取
踊

上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
柳
井

川
本
村
（
旧
柳
谷
村
）

『
柳
谷
村
誌
』（
昭
和
五
九
年
）
掲

載
。
明
治
か
ら
大
正
期
に
行
わ
れ

て
い
た
。

❹
岡
成
の
花
取
り
踊
り

西
予
市
野
村
町
蔵
良
岡
成

（
旧
東
宇
和
郡
野
村
町
）

岡
成
花
取
踊
保
存
会

９
月
第
一
土
曜
日

岡
成
集
会
所
前
グ
ラ
ウ

ン
ド

詳
細
は
本
編
六
八
頁
参
照
。

5

高
瀬
の
花
取
踊

西
予
市
野
村
町
高
瀬

（
旧
東
宇
和
郡
野
村
町
）

和
田
茂
樹
『
愛
媛
の
民
俗
芸
能
』

（
昭
和
46
年
）
掲
載

6

富
野
川
の
花
取
踊

西
予
市
野
村
町
富
野
川

（
旧
東
宇
和
郡
野
村
町
）

門
開
／
入
れ
は
／
太
刀
の
一
番
／

み
つ
く
ば
み
／
脇
ば
さ
み
／
た
ち

は
鎌
の
一
番
／
受
け
鎌
／
柄
付
き

／
左
開
／
き
り
わ
け
／
車
太
刀
／

合
せ
太
刀
／
引
は
。和
田
茂
樹『
愛

媛
の
民
俗
芸
能
』（
昭
和
46
年
）

掲
載

7

惣
川
の
花
取
踊

西
予
市
野
村
町
惣
川
大
久
保

（
旧
東
宇
和
郡
野
村
町
）

和
田
茂
樹
『
愛
媛
の
民
俗
芸
能
』

（
昭
和
46
年
）
掲
載
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目

8

小
屋
の
花
取
踊

西
予
市
野
村
町
小
屋

（
旧
東
宇
和
郡
野
村
町
）

庭
は
ら
い
／
先
立
ち
／
え
つ
き
／

わ
き
ば
さ
み
／
み
つ
く
ば
み
／
養

老
掛
／
坂
手
づ
き
／
切
別
け
／
も

ん
じ
り
／
連
立
さ
／
枝
足
／
た
ち

う
ち
／
引
は
。
和
田
茂
樹
『
愛
媛

の
民
俗
芸
能
』（
昭
和
46
年
）
掲

載

9

魚
成
の
花
取
踊

西
予
市
城
川
町
魚
成

（
旧
東
宇
和
郡
城
川
町
）

い
れ
は
／
つ
ぎ
う
た
／
う
ま
つ
き

／
み
つ
く
ば
み
／
わ
き
ば
さ
み
／

く
さ
わ
け
／
も
ん
／
ひ
だ
り
び
ら

き
／
ま
ね
き
／
ふ
た
つ
き
／
く
る

ま
だ
ち
／
じ
ん
だ
ち
／
ひ
き
は
。

和
田
茂
樹
『
愛
媛
の
民
俗
芸
能
』

（
昭
和
46
年
）
掲
載

⓾

嘉
喜
尾
の
花
取
踊

西
予
市
城
川
町
嘉
喜
尾
杭
組

（
旧
東
宇
和
郡
城
川
町
）

三
人
だ
ち
／
さ
か
て
／
み
つ
づ
き

／
ま
ね
き
／
く
る
ま
だ
ち
／
ひ
き

は
／
そ
え
歌
。
和
田
茂
樹
『
愛
媛

の
民
俗
芸
能
』（
昭
和
46
年
）
掲

載

⓫
下
相
の
花
と
り
踊
り

西
予
市
城
川
町
下
相

（
旧
東
宇
和
郡
城
川
町
）

下
相
文
化
財
保
護
委

員
会

8
月
21
日

八
幡
神
社
境
内
の
大
師

堂
前

詳
細
は
本
編
五
四
頁
参
照
。

⓬

土
居
の
花
取
踊

西
予
市
城
川
町
土
居

（
旧
東
宇
和
郡
城
川
町
）

さ
き
づ
え
／
み
つ
く
ば
み
／
ゆ
う

ろ
う
／
ま
ね
き
／
ひ
き
は
。
和
田

茂
樹
『
愛
媛
の
民
俗
芸
能
』（
昭

和
46
年
）
掲
載

⓭
曽
根
の
天
神
花
踊

宇
和
島
市
三
間
町
曽
根

（
旧
北
宇
和
郡
三
間
町
）

曽
根
天
神
花
踊
保
存

会

9
月
1
日

天
満
神
社

詳
細
は
本
編
六
二
頁
参
照
。

⓮
節
安
の
花
と
び
踊
り

北
宇
和
郡
鬼
北
町
父
野
川
節

安
（
旧
北
宇
和
郡
日
吉
村
）

節
安
花
と
び
踊
り
保

存
会

2
月
第
2
日
曜
日

薬
師
堂

詳
細
は
本
編
七
九
頁
参
照
。

⓯
増
田
の
花
取
踊

南
宇
和
郡
愛
南
町
増
田

（
旧
南
宇
和
郡
一
本
松
町
）

は
な
と
り
踊
り
保
存

会

旧
暦
７
月
11
日

安
養
寺

詳
細
は
本
編
二
四
頁
参
照
。

⓰
正
木
の
花
と
り
踊
り

南
宇
和
郡
愛
南
町
正
木

（
旧
南
宇
和
郡
一
本
松
町
）

正
木
花
と
り
踊
り
保

存
会

旧
暦
10
月
18
日

正
木
権
現
堂
、
歓
喜
光

寺
境
内
、
旧
蕨
岡
家
の

庭

詳
細
は
七
三
頁
本
編
参
照
。
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参
考
文
献
・
映
像
一
覧書　

名

編
著
者
：
発
行
者

発　

行

備　

考　

等

文
献
資
料
『
宇
和
地
帯
の
民
俗
』

和
歌
森
太
郎
：
吉
川
弘
文
館

一
九
六
一

『
民
俗
芸
能
第
七
号
』

民
俗
芸
能
友
の
会
編
集
委
員
会
：

民
俗
芸
能
友
の
会

一
九
六
四

三
四
～
四
三
頁
（
真
木
一
平
「
は
な
と
り
踊
考
」）

『
愛
媛
の
民
俗
芸
能
』

和
田
茂
樹
：
愛
媛
文
化
双
書

一
九
七
一

一
五
五
～
一
八
九
頁
（「
花
取
踊　

花
踊
」）

『
阿
波
の
民
謡
と
民
俗
芸
能
』

徳
島
県
民
俗
芸
能
調
査
班
：
徳
島

県
教
育
委
員
会

一
九
七
二

一
〇
八
～
一
一
二
頁
（
第
一
章
、
第
四
節
「
二　

花
と
り
・

太
刀
踊
り
」）

『
一
本
松
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』

愛
媛
県
教
育
委
員
会

一
九
七
三

二
八
八
～
二
九
二
頁
（「
は
な
と
り
踊
・
花
踊
（
太
刀
踊
）」）

『
城
川
町
誌
』

城
川
町
誌
編
集
委
員
会
：
城
川
町

一
九
七
六

下
相
の
花
と
り
踊
り

『
高
知
県
史　

民
俗
編
』

高
知
県

一
九
七
八

四
六
八
～
四
八
七
頁
（「
第
二
節　

花
取
踊
り
（
太
刀
踊

り
）」）

『
一
本
松
町
史
』

一
本
松
町
史
編
集
員
会
：
一
本
松
町

一
九
七
九

一
〇
四
三
～
一
〇
五
六
頁（「
増
田
の
は
な
と
り
踊
り
」「
正

木
の
「
は
な
と
り
踊
り
」」）

『
愛
媛
県
史　

民
俗
上
』

愛
媛
県
編
さ
ん
委
員
会
：
愛
媛
県

一
九
八
三

『
愛
媛
県
史　

民
俗
下
』

愛
媛
県
編
さ
ん
委
員
会
：
愛
媛
県

一
九
八
四

『
十
和
村
史
』

十
和
村
史
編
纂
委
員
会
：
十
和
村

一
九
八
四

『
伝
統
芸
能
の
系
譜
』

本
田
安
次
：
錦
正
社

一
九
八
六

『
土
佐
の
芸
能
』

高
木
啓
夫
：
高
知
市
文
化
振
興
事

業
団

一
九
八
六

八
七
～
九
四
頁
（「
六
、
花
取
踊
り
」、
二
六
〇
～
二
六
九

頁
「
一
四
、
大
念
仏
と
百
万
遍
」）

『
仏
教
民
俗
学
大
系
５
』

鈴
木
昭
英
：
名
著
出
版

一
九
九
三

五
來
重
「
仏
芸
能
の
成
立
過
程
と
そ
の
諸
類
型
」

『
三
間
町
誌
』

三
間
町
誌
編
纂
委
員
会
：
三
間
町

一
九
九
四

曽
根
の
天
神
花
踊

『
日
本
歌
謡
研
究
―
現
在
と
展
望
―
』

日
本
歌
謡
学
会
：
和
泉
書
院

一
九
九
四

二
九
三
～
三
一
二
頁
（
井
出
幸
男
「
花
取
踊
り
歌
考
」）

『
野
村
町
誌
』

野
村
町
誌
編
纂
委
員
会
：
野
村
町

一
九
九
七

岡
成
の
花
取
り
踊
り

『
愛
媛
県
の
民
俗
芸
能
―
愛
媛
県
民
俗
芸
能
緊
急

調
査
報
告
書
―
』

愛
媛
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護

課
：
愛
媛
県
教
育
委
員
会

一
九
九
九

一
六
〇
～
一
六
三
頁（
清
家
直
英「
節
安
の
花
と
び
踊
り
」、

一
七
二
～
一
七
五
頁　

山
下
和
雄「
正
木
の
花
と
り
踊
り
」）

『
愛
媛
の
祭
り
』

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
〇

二
三
三
～
二
四
一
頁

『
海
洋
高
知
の
可
能
性
を
探
る
』

高
知
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
事

業
委
員
会

二
〇
〇
五

一
四
二
～
一
六
一
頁
（
井
出
幸
男
「
第
１
章　

土
佐
の
踊

り
文
化
│
「
よ
さ
こ
い
文
化
」
の
源
流
、基
層
を
考
え
る
」、

一
六
二
～
一
七
〇
頁　

山
田
敦
子
「
第
２
章　

足
の
所
作

か
ら
み
た
土
佐
の
念
仏
・
風
流
踊
り
」、
一
七
一
～
一
七

五
頁　

大
谷
紀
美
子
「
第
３
章　

音
楽
か
ら
み
た
土
佐
の

風
流
踊
り
・
盆
踊
り
」
一
七
五
～
一
七
七
頁
「
風
流
踊
り
・

盆
踊
り
伝
承
地
資
料
」）

『
日
本
歌
謡
研
究　

第
四
十
五
号
』

日
本
歌
謡
学
会

二
〇
〇
五

一
一
～
二
二
頁
（
井
出
幸
男
「
風
流
踊
り
の
生
成
と
展
開

│
土
佐
の
「
花
取
踊
り
」
を
起
点
と
し
て
│
」）

『
民
俗
芸
能
研
究　

第
四
十
二
号
』

民
俗
芸
能
学
会
編
集
委
員
会
：
民

俗
芸
能
学
会

二
〇
〇
七

一
～
二
四
頁
（
井
出
幸
男
「
土
佐
の
「
花
取
踊
り
」
の
生

成
と
流
伝
」）

『
土
佐
の
盆
踊
り
と
盆
踊
り
歌
』

井
出
幸
男
・
公
文
季
美
子
：
高
知

新
聞
社

二
〇
〇
九

九
三
～
一
三
一
頁
（「
手
結
盆
踊
り
」「
赤
岡
町
の
盆
踊
り
」

「
笹
の
普
賢
堂
の
夏
祭
り
」「
大
川
村
の
花
と
り
踊
り
」）

『
愛
南
町
の
文
化
財
』

愛
南
町
文
化
財
保
護
審
議
会
：
愛

南
町
教
育
委
員
会

二
〇
〇
九

六
頁
（「
は
な
と
り
お
ど
り
［
増
田
］（
国
選
択
無
形
民
俗

文
化
財
）・
正
木
の
花
と
り
踊
り
」）

『
南
宇
和
高
校
郷
土
史
研
究
グ
ル
ー
プ
「
郷
土
史

研
究
」
第
二
号
』

不
明

不
明

福
本
達
「
髙
山
尊
神
の
由
来
と
「
は
な
と
り
踊
」」

映
像
資
料

V
H
S
『
愛
媛
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財　

増
田

花
取
り
踊
り
』

企
画
／
増
田
花
と
り
踊
り
保
存
会
：

制
作
／
南
海
放
送
映
像
サ
ー
ビ
ス

（
株
）

二
〇
〇
三

四
四
分
作
品
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増
田
の
花
取
踊	

調
査
報
告
書
作
成
委
員
会

�

※
肩
書
職
名
は
平
成
二
八
年
度
当
時

調
査
報
告
書
作
成
委
員
会
（
敬
称
略
）

委
員
長

星
野　
　

紘�
 

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所

名
誉
研
究
員

委
員大

本　

敬
久�

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
専
門
学
芸
員

岡
田　

千
歳�

日
本
民
俗
音
楽
学
会
常
務
理
事

笹
生　
　

昭�

公
益
社
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
常
務
理
事

森
下　

春
夫�

公
益
社
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
常
務
理
事

事
務
局

小
岩
秀
太
郎�

公
益
社
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
事
務
局
次
長

調
査
報
告
書
作
成
委
員
会
開
催
日
（
会
場
（
公
社
）
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
事
務
所
）

�

第
一
回　

平
成
二
八
年　

五
月
三
一
日
（
火
）

第
二
回　

平
成
二
八
年
一
〇
月　

六
日
（
木
）

第
三
回　

平
成
二
八
年
一
二
月
二
一
日
（
水
）

執
筆
者
（
敬
称
略
）

前　

書　

第
一
章　

星
野　
　

紘

第
一
章　

第
二
章　

大
本　

敬
久

第
一
章　

第
二
章　

岡
田　

千
歳

第
三
章　

井
出　

幸
男　

高
知
大
学
名
誉
教
授

現
地
調
査
実
施
日
・
調
査
員
（
敬
称
略
、
調
査
実
施
日
順
）

◯
平
成
二
八
年　

八
月
一
二
日
（
金
）

「
増
田
の
花
取
踊
」
前
夜
祭
現
地
調
査　

愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
増
田　

安
養
寺

調
査
員　

星
野　
　

紘　
　

大
本　

敬
久　
　

岡
田　

千
歳　
　

森
下　

春
夫

記
録
員　

勝
又　

国
光

◯
平
成
二
八
年　

八
月
一
三
日
（
土
）

「
増
田
の
花
取
踊
」
奉
納
演
舞　

愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
増
田　

安
養
寺

調
査
員　

星
野　
　

紘　
　

大
本　

敬
久　
　

岡
田　

千
歳　
　

森
下　

春
夫

記
録
員　

勝
又　

国
光

◯
平
成
二
八
年　

八
月
一
四
日
（
日
）

「
は
な
と
り
踊
り
保
存
会
」
聞
取
り
調
査　

愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
増
田　

安
養
寺

調
査
員　

星
野　
　

紘　
　

大
本　

敬
久　
　

岡
田　

千
歳　
　

森
下　

春
夫

記
録
員　

勝
又　

国
光　

◯
平
成
二
八
年　

八
月
二
一
日
（
日
）

「
下
相
の
花
と
り
踊
り
」
現
地
調
査　

愛
媛
県
西
予
市
城
川
町
下
相　

八
幡
神
社

調
査
員　

岡
田　

千
歳

◯
平
成
二
八
年　

九
月　

一
日
（
木
）

「
曽
根
の
天
神
花
踊
」
現
地
調
査　

愛
媛
県
宇
和
島
市
三
間
町
曽
根　

天
満
神
社

調
査
員　

大
本　

敬
久

◯
平
成
二
八
年　

九
月　

三
日
（
土
）

「
岡
成
の
花
取
り
踊
り
」
現
地
調
査　

愛
媛
県
西
予
市
野
村
町
蔵
良
岡
成　

岡

成
集
会
所
前
広
場

調
査
員　

大
本　

敬
久

◯
平
成
二
八
年
一
一
月
一
七
日
（
木
）

「
正
木
の
花
と
り
踊
り
」
現
地
調
査　

愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
正
木　

正
木
権

現
堂
、
歓
喜
光
寺
境
内
、
旧
蕨
岡
家

調
査
員　

星
野　
　

紘　
　

大
本　

敬
久　
　

岡
田　

千
歳　
　

森
下　

春
夫

記
録
員　

小
岩
秀
太
郎

◯
平
成
二
九
年　

二
月
一
二
日
（
日
）

「
節
安
の
花
と
び
踊
り
」
現
地
調
査　

愛
媛
県
北
宇
和
郡
鬼
北
町
父
野
川
上　

節
安
薬
師
堂

調
査
員　

大
本　

敬
久
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協
力
者
・
協
力
機
関
等
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

協
力
者�

※
肩
書
職
名
は
平
成
二
八
年
度
当
時

◯
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
増
田

　

は
な
と
り
踊
り
保
存
会　

会
長
（
増
田
地
区
長
）
石
河　

浩

　

小
松　

幹
明
（
※
口
絵
写
真
「
主
太
刀
」
提
供
）

　

安
養
寺　

住
職　

円
山　

辰
文

　

愛
南
町
文
化
財
保
護
審
議
会　

会
長　

藤
田　

儲
三

○
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
正
木

　

正
木
花
と
り
踊
り
保
存
会　

会
長
（
正
木
地
区
長
）
田
中　

啓
一
郎

　

歓
喜
光
寺　

住
職　

田
村　

元

○
愛
媛
県
西
予
市
城
川
町
下
相

　

下
相
文
化
財
保
護
委
員
会　

委
員
長　

山
崎　

誠
一

○
愛
媛
県
宇
和
島
市
三
間
町
曽
根

　

曽
根
天
神
花
踊
保
存
会　

会
長　

宇
都
宮　

泉

○
愛
媛
県
西
予
市
野
村
町
岡
成

　

岡
成
花
取
踊
保
存
会　

篠
藤　

武
士

○
愛
媛
県
北
宇
和
郡
鬼
北
町
父
野
川

　

節
安
花
と
び
踊
り
保
存
会　

副
会
長　

大
森　

千
秋

　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

梅
野　

光
興

協
力
機
関
等

　

愛
媛
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

　

愛
媛
県
宇
和
島
市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

　

愛
媛
県
西
予
市
文
化
体
育
振
興
課

　

愛
媛
県
鬼
北
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　

愛
媛
県
愛
南
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

愛
媛
県
愛
南
町
一
本
松
郷
土
資
料
館

　

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
文
化
課

　

徳
島
県
三
好
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　

徳
島
県
那
賀
町
教
育
委
員
会

　

徳
島
県
海
陽
町
教
育
委
員
会

　

高
知
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　

高
知
県
三
四
市
町
村
教
育
委
員
会

【
本
書
添
付
】
平
成
二
十
八
年
度
現
地
調
査
記
録
映
像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

平
成
二
十
八
年
度

文
化
庁
「
変
容
の
危
機
に
あ
る
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
作
成
の
推
進
事
業
」

増
田
の
花
取
踊�

調
査
報
告
書
作
成
業
務

現
地
調
査
記
録
映
像

増
田
の
花
取
踊

平
成
二
八
年
八
月
一
三
日
（
旧
暦
七
月
一
一
日
）
高
山
尊
神
祭
礼　

於
：
安
養
寺
境
内
（
愛

媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
増
田
）

・�

呼
び
太
鼓

・�

清
め
の
式

「
高
山
尊
神
供
養
」

・�

さ
い
払
い

・�

で
は

・�

主
太
刀
踊
り
（
①
も
と　

②
か
た
で
ぐ
る
ま　

①
も
と　

②
か
た
て
ぐ
る
ま　

③
ご
ほ
う
）

・��

主
太
刀
踊
り
（
④
ひ
だ
り
あ
い　

⑤
さ
す
か
た
ぎ　

④
ひ
だ
り
あ
い　

⑤
さ
す
か
た
ぎ　

⑥
お
お
ぐ
る
ま
）

・��

主
太
刀
踊
り
（
⑦
き
り
つ
く
な
み　

⑧
そ
で
ま
き　

⑦
き
り
つ
く
な
み　

⑧
そ
で
ま
き　

⑨
ひ
き
は
）

・�

鎌
小
太
刀
踊
り
（
①
む
と
う　

②
よ
つ
ぎ
り　

①
む
と
う　

②
よ
つ
ぎ
り　

③
つ
き
あ
げ
）

・�

鎌
小
太
刀
踊
り
（
④
あ
し
か
り　

⑤
ま
ね
き　

④
あ
し
か
り　

⑤
ま
ね
き　

⑥
は
り
の
け
）

・�

鎌
小
太
刀
踊
り（
⑦
ね
じ
き
り　

⑧
か
り
か
ま　

⑦
ね
じ
き
り　

⑧
か
り
か
ま　

⑨
ひ
き
は
）

「
御
願
解
き
」

・�

さ
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